
    
      
        
      
    

  











































































高２にタイムリープした俺が、当時好きだった先生に告った結果３
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　柊木ひいらぎちゃんが、実家に帰るようで二日ほど家を空けるらしい。

　家の物は自由に使ってと言われたけど、柊木ちゃんの帰らない家にいるってのも変な感じがして、俺おれは大人しく柊木ちゃんがあの小綺麗こぎれいなアパートに戻るのを待った。

　メールや電話で連絡をいつものように取っていたけど、その日、かかってきた電話は柊木ちゃんじゃなかった。

『もしもし、空あき巣す君？』

「え、夏海なつみちゃん？　どうして春香はるかさんの携帯で……」

『君の番号がわからなかったから、春ちゃんの携帯借りてる。そんなことよりも、大変だよ！』

「どうかした？」




『春ちゃんが──結婚しちゃうかもしれない！』




「はぁああああああああああああああああああ!?」

　なんじゃそれええええええ!?

「あ。俺と結婚ってこと？」

『ううん、全然違う』

　ですよね。

「待って。どういうこと？」

『春ちゃん、実家が嫌だから出ていっているって話、知ってる？』

「え……何それ」

『知らないんなら、ウチから言うことでもないから伏せるけど……ともかく、お見合いの話が決まってて──』

　柊木ちゃんは、自分の家のことや親のことをあまり話したがらなかった。

　無理に聞き出さずとも、時期がくれば話してくれるだろうと俺は思っていたんだけど、思わぬ形でそれを知ることになりそうだった。

『でも、空き巣君とのことがあるから強く断ったんだけど、強制的に受けることになっちゃってて』

「春香さんは？　今どうしてるの？　近くにいる？」

『ううん。今は、軟禁状態で……。空き巣君にこのこと知らせないとって思って』

　軟禁状態って、どういうことだよ。







[image: ]







　まるで囚とらわれの姫様だ。

　電話口の夏海ちゃんも珍めずらしく焦あせっているようで、『どうしよう』と何度も口走っていた。

「落ち着いて。そのお見合いっていつあるの？」

『明日！』

　強制的なお見合いで結婚までさせられるもんだろうか。

　待ってれば、またすぐ柊木ちゃんは俺のところに戻って──いや、拒否きょひしたら軟禁状態って普通のご家庭がやることじゃない。

「明日行くよ、そこまで。場所はわかる？」

『う、うん。話好きの使用人に訊いたからわかるよ』

　柊木家って、もしかして結構なお金持ちのご家庭でいらっしゃる？

　夏海ちゃんだって、お嬢様学校に通っているし。

　今さらりと使用人って言ったし。

　そういや、柊木ちゃんの母校を俺は知らない。夏海ちゃんと同じだったりする……？

『場所は、陽都ようとホテルの三二階で、時間はお昼の一二時から！　ごめん、ここまでしかわからなかった』

「十分。ありがとう」

　通話を終えて、携帯をしまう。

　陽都ホテルっていえば、隣の県にある高級ホテルだ。

　ここからなら、電車で二時間ほどかかる。

　行くって言ったけど、俺が行って何ができるんだろう。

　柊木ちゃんをさらう？　それこそ物語のヒーローか何かみたいに？

　お見合いって、親同士も来てて、なんだかんだおしゃべりするっていうアレだろう。

　俺が悪役になって柊木ちゃんをさらって、そのあと──将来はどうする。

　今ここにいる俺が、柊木ちゃんの両親に挨拶あいさつに行くんだぞ。

　印象がいいわけない。今も高校生と先生っていうマイナス要素を引ひっ提さげてるのに。

　かといって、静観もできない。

　このご時世にお見合いさせようっていう両親で、拒否すれば軟禁するっていう強引ごういんさ。

　ほうっておけば、柊木ちゃんがどうなるかわからない。

　眠れない夜を過ごし、俺はありったけの金を財布に詰め込んで家を出た。

　バイトしてて本当によかった。

『空き巣君、お見合いをやめさせてどうするの？』

　夏海ちゃんの携帯からメールが届いた。

　柊木ちゃんの携帯に入っている俺のアドレスや電話番号をコピーしたらしい。

　ここでやめさせたとして、結局同じことを繰り返すんじゃないだろうか。

『だからって、指くわえて見てるわけにいかないだろ』

　具体的な対応策はまったく思い浮かばないけど。

　夏海ちゃんにありったけの反論をする。俺と柊木ちゃんの将来は、悪いほうに転がるんだろうけど、何もしないでいれば、もっと悪いほうに転がるかもしれない。

『いいなぁ、春ちゃん。超愛されてて』

　ニシシ、と夏海ちゃんの笑顔が思い浮かんだ。

『空き巣君、頑張れ！　ウチは応援してるから！』

　電車に乗って最寄り駅に着くと、会場となるホテルは駅に近く、すぐに見つかった。

　見上げるほど高いビルに入っていき、ホテル内の案内に目を通す。

　最上階の三二階には、高級レストランがあった。さぞ眺ながめもいいんだろう。

　よかった。学校の制服で来なくて。

　ホテルとあらかじめわかっていたので、今日は、親父からこっそり借りたスーツを着ている。

　ぱっと見だけなら、場違い感はない。

　顔を見れば、若すぎるってすぐにわかるんだろうけど。

　はじまる前に柊木ちゃんを捕まえて、事情を訊こう。

　ロビーをうろうろしながら愛いとしの女神を探すけど、時間が迫っているのに、いっこうに姿が見えない。

　必ずここを通るはずだけど、一二時を過ぎてしまった。

　まさかとは思うけど、ＶＩＰ用の特別な通路やエレベーターがあったりして……。

　たとえば、地下駐車場から最上階近くまで一気に行けるエレベーター、とか……。

　あり得る。

　大慌てでエレベーターに乗り込み、最上階の三二階へ。

　エレベーターを降りてすぐのレストランに入り、店員に席まで案内された。

　あちこち見回していると、柊木ちゃんを見つけた。

　今日は、大人っぽいイブニングドレスを着ていて、肩が出ていて、胸元むなもとが少し開いている。セクシーで似合うのは似合っているけど、柊木ちゃんの好みではないような気がする。

　今は、ぎこちない笑顔を浮かべていた。

　隣には、柊木ちゃんのパパとママらしき人。むかいには、今日のお見合い相手とその両親がいた。

　相手の男は、三〇代前半くらいで、お坊ぼっちゃんがそのまま年取ったって感じの人だった。

　事情を詳しく訊くために、まずは俺がここにいるってことを柊木ちゃんにどうにかして伝えないと。

　けど、携帯は持ってないだろうし……どうすれば……。

　柊木ちゃんのテーブルに店員が近づいて行くのが見えて、閃ひらめいた。

　す、と手を挙げる。

「赤、ボトルでください」

「かしこまりました」

　銘柄は、安いのもあれなので、少し高めのものを選んだ。

　注文し慣れているように見えたおかげか、スーツのおかげか、それともアラサーの雰囲気が滲にじんでいるからか、俺の年を気にすることなくウェイターは下がり、注文通り、ワインをボトルで持ってきた。

　案外、堂々としているとバレないもんらしい。

　このワインは俺が飲むわけじゃない。

　一旦いったんトイレに入り、店のウェイターっぽく見えるように服装を整える。

　髪型もそれっぽく変える。

　ボトルの底を手に持って、澄まし顔で柊木ちゃんのテーブルまで近づいた。

　コース料理だろうと踏んでいたけど、ビンゴ。しかもちょうど肉料理で、赤ワインのタイミングだ。

　しかつめらしい顔つきで、自分で買ったワインを「一九九六年物のボルドー産の赤です」とそれっぽいことを言っておく。

　大学時代のバイト先で覚えた知識が、こんなところで役に立つとは夢にも思わなかった。

　ウェイターらしい態度で柊木ちゃんのグラスにワインを注つぐ。

　両親同士は談笑しているけど、柊木ちゃんはうつむきがちで、全然俺のほうを見ないし気づいてくれない。

　コン、とグラスのふちをボトルで叩たたいた。

　よおーく聞こえるように謝った。

「失礼いたしました」

　ちらっとこっちを見て、目が合う。

「あ──っ」

「ワインよりも、ビールのほうがお好みでしたか？」

「はい……」

　うる、うる、と瞳ひとみに涙を溜ためていく柊木ちゃん。

「お化粧室は、あちらでございますので、是非お使いください」


　伝われーーーー。



　俺の念が通じたのか、こくこく、と柊木ちゃんが何度もうなずいた。

　よし。

　俺はバレないうちに、小さく一礼してテーブルを離れた。

　柊木ちゃんが席を立ち、トイレのほうへむかう。

　俺もあとを急いで追いかけた。

「誠治せいじ君」

　中には入らず、出入口で待っていた柊木ちゃんが、俺を見るなり抱きついてきた。

「ふみぃいい……誠治君……誠治君……っ」

　変な泣き方で、俺の胸の中でグスグスと柊木ちゃんは鼻を鳴らす。

「ちょ──!?　どうどう。ここ、人目があるから──」

　ていっても、ホテルの中だ。どこにでも人目はある。

　ぱっと目についた非常用階段を見つけ、人けのないそっちへ柊木ちゃんの手を引いていった。

「ここで、バイトしてるの……？」

　ぎゅっと俺を抱きしめたまま、柊木ちゃんが尋ねた。

「そんなわけないでしょ。夏海ちゃんに今日のことを聞いて、それで。……大丈夫？　辛くない？」

「来てくれてありがとう。あと心配かけてごめんね、あたしは大丈夫だから。ちょっと強引に今回お見合いを受けさせられてただけだから。もちろん、相手の人には悪いけど、断るよ」

「そっか。よかった……」

　でも、強引すぎやしないだろうか。

　俺のことは置いておいて、柊木ちゃんなら、見合いなんてさせなくても嫁の貰もらい手てはたくさんいるだろうに。

「助けに来てくれたの？」

「そういうわけじゃないけど……いや、そうだけど……」

「もお、どっち？」

　俺のよく知る柊木ちゃんの笑顔だった。

　今度は、俺が頭を撫なでられた。

「あたしは大丈夫だよ。話は盛り上がらないし、このあと散歩とかあって超退屈でつまんないだろうけど、どうにか愛想笑あいそわらいで耐えるよ」

「意外と大丈夫そうだね」

　普段の調子に俺は胸を撫で下ろした。

「ううん。誠治君が来てくれたからだよ？」

　にこっと笑って、柊木ちゃんは俺のほっぺにキスをした。
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　食事を済ませた柊木ひいらぎちゃんたちは、店を出ていった。

　俺おれも会計をしてあとに続く。

　柊木ちゃんが教えてくれたプランは、このあと、俺でも聞いたことのある有名な庭園が屋上にあり、そこで『あとは若い二人で』っていう感じで、散歩をするらしい。

　乗り気ではないにせよ、今日は終わりまで付き合わなくてはならないそうだ。

　柊木ちゃんとアラサー坊ぼっちゃんを追いかけ、俺も庭園に入る。

　有名な庭師が作ったらしい庭園は、水と緑と色とりどりの花で溢あふれていて、なんだかファンタジー世界に迷い込んだみたいだった。

「庭、とても綺麗きれいですね……」

「あ、はい……」

　たどたどしく二人が会話をしていく。

　柊木ちゃんは、日傘をさしていて表情をうかがうことはできない。

　こそこそしながら、俺は二人についていった。

「今日は、ありがとうございました。とても綺麗な方だったので驚きました」

「いえ。そんな。とんでもないです……」

　控えめな謙遜けんそんが、ご令嬢ぽい柊木ちゃん。

　けど、今日の柊木ちゃんは、アラサー坊ちゃんの言う通り綺麗だ。


　まあただ、口説くどくのなら俺を通してもらっていいですかねぇぇぇぇえ？



「ああ、気にしないでくださいね。僕のような男……モテないのはわかってるんで、女性の反応を見れば、だいたいわかるんです……」

　うっ、ツラっ……。

　うんうん、わかる、わかる。

　木陰こかげのベンチに座った二人を俺は声が聞き取れる距離で監視する。

「そんなことないですよ？　三条さんじょうさんだって、ステキな方だと思いますし……」

　柊木ちゃんの口調や、アラサー坊ちゃんこと三条さんの風貌ふうぼうで、それがお世辞だというのがよくわかった。

　お金はありそうだけどモテそうにない。社交性も低そうだし、しゃべりも上手うまくない。

　大人なら、お金があればモテるって話、あれは噓うそだったのか……!?

　変なところで俺はショックを受けていた。

「ステキ……？　本当ですかっ？」

　おいおい、オッサン。社交辞令のお世辞だ。真に受けんなよ。

　あのタイミングで、「まあ確かにモテなさそうですもんね」なんて言うスパイシーな日本人はなかなかいないだろう。

「えと……ええ、まあ」

　困りながら柊木ちゃんがうなずくと、二人の間にあった距離を三条坊ちゃんが一気に詰めた。

　柊木ちゃんが体を強張こわばらせるのがわかった。

　俺の頭の中では、第二種戦闘配置のアラートが鳴っている。

　さっき聞いた話だと、三条お坊ちゃんは、誰だれもが聞いたことくらいある老舗しにせ企業の四代目に当たるそうだ。

　柊木家からしても、今回の見合いは願ってもない話だったらしい。

　だから、気に入る気に入らないは別として、穏便に済ませたいのだとか。

「ぼ、ぼ、僕の、ど、どこが、よ、よかった、で、ですか……」

「っ」

　柊木ちゃんに三条坊ちゃんが顔を近づけていく。

　手が、膝ひざの上にのって、スカートの上から太ももを何度も撫なでた。

「ねえ……どこがよかったです？　僕の、どこが気に入りました？」

「……あの、ご、ごめんなさい……っ、やめて……ください……」
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　俺は事なかれ主義だし、他人とケンカなんかろくにしたことないし、平穏無事に済むんなら、むこうが多少悪くても、俺は頭を下げて謝るタイプの弱っちい人間だ。

「僕と結婚すれば、遊んで暮らせるんですよ？　何が『やめてください』なんですか？」

「……あたし、その……好きな人が……親にも言っていない恋人がいて……だから……ごめんなさい……そういうつもりで、ステキだと言ったんじゃないんです……」

　プチン、と切れていた俺は、二人の座るベンチにむかった。

　俺だってまだ正式に触ってねえんだぞ、あの太もも!!

　鼻白んだような三条坊ちゃんは、柊木ちゃんの手首をつかんだ。

「じゃあ、じゃあ──別にいいでしょ一回くらい！　スイート取ってあるんです、行きましょう。ヤらせてくれたら、今日の無礼は水に流しますから、ね？　行きましょう」


「────だからモテねえんだよッッ！」



　ギリギリと爪つめが手のひらに食い込むほど固く握った拳こぶしを、思いきり三条坊ちゃんの顔面に叩たたき込こむ。

　ぎゃう、と潰つぶれたカエルのような鳴き声で、ベンチの後ろに勢い余ってひっくり返った。

　怯おびえていた柊木ちゃんが、俺の背中に隠れた。

「痛……ッ。だ、誰、ですか……!?」

「通りすがりのタイムリープ中のアラサーですが、何か？」

「た、た、他人のくせに──傷害事件だ！　警察！　警察を呼ぶぞっ」

「嫌がってる女を強引ごういんに部屋に連れ込もうとしたやつが、警察？　笑わせんな！」

「ぶふぅ……」

　冷静になりつつある俺は、このとき閃ひらめいた。

　通りすがりの人Ａのフリをすれば、柊木ちゃんの迷惑にはならない。

　けど、いまだに震えている柊木ちゃんは、俺の手をガッツリ握ったまま。

『そんじゃあ』って言って、颯爽さっそうと去る予定が大幅にズレつつある。

「……ありがとう、誠治せいじ君」

　名前呼んじゃってるぅうう。

「と、と、ともかく、女の人に勝手に触んな。どこ触ろうがそりゃ痴漢とおんなじなんだよ！　あと、その年まで生きて社交辞令かそうでないかもわかんねえのかよ。空気くらい読めよ。だから金があるのにモテねえんだよ」

　今俺は、超ド級の殺人ブーメランを投げた。

　けど、知ったこっちゃねえ。悪いのはこいつだ。

「おまえみたいなやつに、僕の気持ちなんかわからないだろう……！」

「わかるわ、ボケッッ！　だから、教えてやる。そういうことしたいんなら、お店に行け」

　アラサーからの大人としてのアドバイスだった。

「くそう……ぐふぅ……僕は、愛がほしかっただけなんだ……」

「噓つけ。ヤりたかっただけだろ」

　このオッサンは、まったく。下半身思春期かよ。

「あ、あたしにイヤらしいことをしようとしたって、うちの両親の他に、三条さんのご両親にもお伝えしますからっ！」

　涙目になりながら、柊木ちゃんが金切り声を上げた。

　でも俺の後ろに隠れたまま。

　……ビビってるけど、頑張る柊木ちゃん可愛かわいい。

「そ──それだけは、どうか……勘弁してください」

　三条坊ちゃんがおでこを地面にこすりつけて土下座をする。

「イヤらしいことをしていいのは、お店か、恋人だけですっっ！」

　スパシーンッ！

　柊木ちゃんが日傘で三条坊ちゃんのケツにワールドクラスのフルスイングした。

　それで気が済んだらしく、どうにかこの場は収まったのだった。
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　予定より早く戻った柊木ひいらぎちゃんと三条さんじょう坊ぼっちゃん。

　そんな二人を両親たちが訝いぶかしんでいる。

　ホテルのラウンジで、本日最後のお茶会がはじまった。

　俺おれはレストランのとき同様に、付近のテーブルで動向をうかがうことにした。

　両家の両親が、庭園はどうだっただの、会話は弾んだかだの、あれこれと訊いている。

　柊木ちゃんは愛想笑あいそわらいで適当に流しているけど、三条坊ちゃんは、ブスっとしたままでご機嫌斜めだった。

　柊木ちゃんを部屋へ連れ込むのに失敗したのが、原因らしい。

　あんなの、自業自得だろう。ていうか、あれで成功するとでも思った思考回路がすごい。

「隆文たかふみ？　どうかしたか？」

　三条坊ちゃんの父親が尋ねた。隆文っていう名前らしい。

「さっきぃ、上の庭園でしゃべってたんだけどぉ」

　不機嫌丸出しの顔で、髪をイジる三条坊ちゃん。


「……この人、彼氏がいるとかなんとかで、僕にはさぁぁぁぁぁっぱり興味ないんだって？」



　あいつ……！

　乱暴した自分のことは棚に上げて……！

　柊木ちゃんの顔が強張こわばって、テーブルの全員が柊木ちゃんに目をやった。

　彼氏は噓うそってことでいい。

　乱暴をされかけて、それでやめてもらうためについた噓なんだって。

　乱暴したことをバラされて困るのは、あいつのほうなんだから。

「春香はるか？　本当なの？」

　隣に座っている柊木ちゃんママが尋ねた。

　柊木ちゃんママは、黒縁眼鏡めがねをかけていて少し神経質そうな人だった。

　ただ、顔立ちはどことなく柊木ちゃんに似ている。

　俺は首を振った。

　噓でいい。

　余計なことをしてきたのは、あいつなんだから。

　同僚からの質問をかわすための噓と同じでいい──。

　俺の意図がわかったのか、柊木ちゃんは笑って、首を振った。

「ごめんね？　噓はつきたくないの……。いないなんて、言いたくない……！」

　たぶん、柊木ちゃんは、普段見せないだけで、俺以上の覚悟で俺と付き合っていたんだ。

　同僚から、話題のひとつとしてなんとなく訊かれる彼氏の有無と、お見合い会場で両親から訊かれるそれじゃあ、まったく重みが違う。

　俺も腹をくくった。

　結婚を夢見るんなら、どのみち通らなくてはいけない関門でもあるんだ。

　テーブルがまたざわつく。

「だって、そんな話、ひと言も……」

「お母さんたちが聞かなかっただけでしょ……!?　いつも勝手に何でも決めて！　それでも今日は我慢しようと思った！」

　──春ちゃん、実家が嫌だから出てるって話、知ってる？

　昨日、夏海なつみちゃんが電話で言っていたことが思い出された。

「付き合う友達も高校も大学も！　全部！　今回の話だってそう！　あたしは道具じゃない！」

　涙をこぼしながら、柊木ちゃんが席を立った。

　柊木ちゃんと両親の間にある溝は、思ったより深いらしい。

　この前タイムリープが解除されて現代に戻ったとき、結婚までは許してもらえなかった。

　あれは、柊木ちゃんがこの関係のまま俺を実家に連れていったからじゃないのか？

　親が決めた相手、認めた相手じゃないから、結婚までは認められない──。

　年収一千万の条件を出されたときもそうだ。あながち吹っかけた額でもなかったんだろう。

　柊木ちゃんは、お父さんが驚いただけだから、とフォローしてくれたけど。

　柊木ちゃんが心配で俺も席を立った。その途中で、椅子の足を浮かせてブラブラしていた三条坊ちゃんの背もたれに手をかけた。

　簡単に背中からひっくりかえって、物音を立てた。

「痛……っ、ぐふう……」

「さーせん」

　すたすた、と俺は歩き去る。

　柊木ちゃんは、近くの化粧室の出入口の脇わきでうずくまっていた。

「春香さん」

「誠治せいじ君……ごめんね……噓つけば、納得させられると思ったけど……」

　訊かれたことに対して、誤魔化ごまかしたり隠したりすることはしていた。

　けど、柊木ちゃんは、自分から俺たちの関係を曲げるようなことを言ったことはなかった。

　柊木ちゃんは、そういう人だった。

　一〇〇％感情先行の女の人だ。

　後先をきちんと考えられるんなら、俺の告白を簡単にＯＫしたりしなかっただろう。

　手を引いて、人目につかない階段のほうへ歩いた。

「二人で、どこか遠くに行っちゃいたい……」

　俺の胸で柊木ちゃんはまた泣いた。

　逃げたところでいいことなんて何もないだろう。

　親も友達も家族もいない、そんな俺たちならそれでもよかった。

　けど、現実には柊木ちゃんには両親がいて妹もいるし、俺にだって帰る家と家族がいる。

　仕事があって、学校がある。

　リアルなんてそんなもんで、しがらみばっかりだ。

　俺が本当の青臭あおくさい高校生なら、駆け落ちをよしとしたかもしれない。

　それくらい好きだから。

　でも俺は、この女ひとを幸せにしたい。

　俺たちの未来は明るくて、俺たちに関かかわってきた人たちも幸せで、バカみたいに甘々のハッピーエンドじゃないと俺は嫌だ。

「……逃げずに、もうちょっと頑張ろう？」

　こく、と何も言わずに柊木ちゃんはうなずいた。

「あ、こいつですよ」

　三条坊ちゃんと柊木ちゃんパパが追いかけてきた。

「庭園で僕を殴ったやつです！」

「……君は？」

　柊木ちゃんパパは、縁のない眼鏡をかけていて、高そうなスーツが決まっているやり手のビジネスマンっぽかった。

　うちの父親とは大違いだ。

「俺……ぼくは、真田さなだと言います……先ほど庭園でそこの方が、この彼女に乱暴をしようとしていたので、止めに入ったんです」

　じろり、と柊木ちゃんパパの目線が三条坊ちゃんへむく。

「い、いや、それは……ハハハ……」

「お父さん、噓じゃないよ？　本当のことだから。部屋に無理やり連れ込もうとしたり、太もも触ってきたり……」

　じりじり、と三条坊ちゃんがあとずさり、逃げ出した。

　それを見届けて、柊木ちゃんパパが頭を小さく下げた。

「娘を助けてくれてありがとう」

「いえ……」

「それでまた君は……真田君は、泣いている娘のところに現れて、慰なぐさめている。ヒーローか何かじゃあるまい」

　おまえは誰だれだ、と柊木ちゃんパパが言外に話しかけている。

「ずいぶん若いようだけど、高校生かな」

「はい」

　たまたま居合わせた通りすがりで──。

　そう口にしようとして、やめた。

　柊木ちゃんは、俺とのことを曲げなかった。

　今まで隠しはしたけど、関係に噓はつかなかった。

　ひと言噓をつけばかわせた場面でも、柊木ちゃんは逃げなかった。

　それは、芯しんの強さで、誠意で、俺と付き合っていく上での覚悟だ。

　俺にだって、同じ覚悟はある。




　隠しもするし、かわしもする。けど、曲げることはしたくない。




　俺たちは、恥じることは何もしてない──。




　柊木ちゃんパパの真摯しんしな眼差まなざしが訊いている。おまえは誰なのか、と。

　その目をまっすぐに見つめ返す。胸を張る。

　励ますように柊木ちゃんが俺の手を握った。




「ぼくは──俺は、真田誠治と申します。春香さんと、真剣に交際させていただいています」
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　俺おれのカミングアウトに、柊木ひいらぎちゃんパパは無言だった。

「……これも本当。さっき恋人がいるって言ったでしょ？　そのお相手が、この真田誠治さなだせいじ君」

　もう一度、俺たちは手を繫つなぎなおす。

　そこでようやく柊木ちゃんパパが重い口を開いた。

「け、けど、春ちゃん……き、君の仕事は教師だろう……？」

　春ちゃん？　柊木ちゃんパパ、そう呼んでるんだ……。

　なんか、意外。

　てか、声が上ずっている。

「そう……世界史の先生」

「じゃあ、この真田君は……どこの学校の……」

「あたしの勤めてる学校の二年生」


「…………」



　じりじり、とあとずさりをはじめた柊木ちゃんパパ。

　面倒だからもう、ひーパパで。

「今、俺たち、付き合って四か月ほど経たちまして──」

「き、聞きたくない！」


「はぁ……？」



　わけがわからず、俺が柊木ちゃんの顔を見ると、苦にがそうな顔をして目をつむっていた。

「私はな！　今回の見合いの話だって嫌だったんだぞ！　そ、それが今度は高校生ぇぇぇええ!?」

　しゃべっている最中にズレた眼鏡めがねを直して、フシーフシー、とやり手ビジネスマンパパは息を乱している。

「だから嫌なのぅ……実家……」

「あー……」

　ひーパパに一度目をやって、柊木ちゃんに戻すと、俺はなるほど、と小さくうなずいた。

「春ちゃんを助けてくれたことは感謝している。ゲスなボンボンにいいようにされなくてよかった。それに君のほうが器量もずいぶんといい」

「いや……そんなことは……」

　三条坊さんじょうぼっちゃんがアレだから比較対象がちょっと……。

「そんなことあるよ！　誠治君、カッコいいもんっ」

「そんなことないから」

「あるってばぁ♪」

「イチャつくなぁあああああああああああ！」

　頭痛をこらえるように、ひーパパは眼鏡を片手でつかんでうつむいた。

「面とむかって、私に交際宣言した度胸も認める……！」

「あ、どうも……」

「昼食のとき、赤ワインを注つぎに来たのも真田君だろう？　サマになっていたし、所作にも品があった……！」

「ど、どうも……」

　俺、ヨイショされてる？

「だが、付き合うのはダメだ！　君がどうこうというより、何人なんぴとであっても許さん！」

　さてはひーパパ、親バカだな？

「もしかして、夏海なつみちゃんにもこんな感じ？」

「うん」

　どうして夏海ちゃんが味方についたら同棲どうせいの了承を得られたのか、ようやくわかった。

「金持ちだろうが高校生だろうが、春ちゃんはやらん！」

「別に、お父さんの許可がなくっても、あたしたち上手うまくやってるからいいよ！　許さなくてもいいから」

　ぐふ、と柊木ちゃんの言葉にひーパパがダメージを受けてる。

　柊木ちゃんが俺を過保護に想おもうあたりが、ひーパパとよく似ていた。

「春香はるかさん、そんなこと言っちゃダメだって。パパさんだって、春香さんのことを思って……」

「その気持ちが重いから嫌なのに……」

「少年、ナイスフォロー！」

「うす」

「もお、誠治君はどっちの味方なのーっ!?」

　ぷんすこ怒って、その場で足をじたばたさせる柊木ちゃん。

　子供みたいで可愛かわいい。

　と、俺がニマニマしていると、ひーパパもニマニマしていた。

　あ……気が合うかもしれない。

　この人……どっかで見たことあるような……？

　気のせいか？

「ともかく、生徒の分際で教師と付き合うなどと、そんなうらやま──じゃなくて──そんなけしからんことは、許さない……！　相手が春ちゃんともなれば、もっと許さない！」

　俺がどうこうっていうよりは、柊木ちゃんに近づく男が全員アウトって感じだった。

「じゃあ、どうしたらいいの？」

　ちら、とひーパパが俺を見る。

「度胸よし、器量よし、常識・マナー・品位よし……」

「言うことないじゃんっ。もう七割方認めてるじゃんっ」

「だが──！　無収入。高校生だから、という肩書は関係ない。それは厳然たる事実！」

「けど、高校生せいじくんには、無限の可能性があるよ！」

　柊木ちゃん、俺のフォロー上手っ。

「度胸よし、器量よし、常識・マナー・品位よし、将来性あり……」

「ほら、言うことないじゃんっ。もう九割方認めてるじゃんっ」

「春ちゃんは黙ってなさい。年収一千万。それくらい稼げるようになれば、また私の前に現れるといい！　それだけデキるのなら、高校生だろうがカッパだろうが認めてあげよう。それまで関係は持たないだろうがね！」

　と言い放ち、ひーパパは去っていった。

「持つから。ずっとずっと続いていくんだから！　一千万なんてなくても十分幸せだし。ね？」

「うん。それはそうだけど……」

「何？」

「一千万稼げるようになればまた来いってことでしょ？　……それって、付き合うこと自体は、ほとんど認めてない？　黙認状態っていうか……」

「ほんとだ！」

　ぱちん、と柊木ちゃんが両手を合わせた。

　本人に訊けば、認めないの一点張りだろうけど。また現れるといいって言っちゃってるし。

　言葉の綾あやなのか単なる弾みなのかはわからないけど、ともかくそう言った。

「よかったのかどうか、まだ手放しでは喜べないけどね」

「よかったに決まってる！　お父さん、基本的に思ったことしか言わないから」

　気持ちの面では大反対だけど、たぶん、柊木ちゃんが自分の元からいつか離れていくことはわかってるんだろう。こうして家を離れて自立しているわけだし。

「色々と立て込んでタイミングを逃したけど、柊木家や春香さんの話、いっぱい訊かないと」

「……そうだね……あたしも、言いにくいところがあったから、ずっと話さないでいたけど……ちゃんと話すね？」

　一段落したせいか、柊木ちゃんが彼女モードに入った。

　キスしたいって顔に書いてある。うずうずしていた。

「待って。まずは、ちゃんと今日のお見合いを済ましてからね。大人なんだから」

「むぅ……誠治君は、あたしより大人だから困るんだよね……」

　まあ、中身は実際そうだから。

「そういうところも頼りがいがあっていいんだけどねっ。年下なのに頼りがい。そのギャップに、春香さんは、いつもキュンとしてしまうのです……」

　照れくさそうに言うと、俺を見ることなく柊木ちゃんはラウンジのほうへ去っていった。

　夏海ちゃんにお礼を兼ねて報告のメールを送っておく。

『どうにかなった。ありがとう。けど、パパさんに俺のことを知られた』

『うぇ……パパに？　どうだった？』

『完全拒否きょひ。高校生がどうこうっていう以前の話だった』

『でしょーねー！（笑）』

　そのあと、柊木ちゃんは普通にあの一人暮らしの家へと帰ってきた。

　どうやら軟禁していたのは、お見合いをするからという理由だけだったらしく、終わったあとは自由だったみたいだ。

　事情をきちんと知るため、俺は柊木ちゃんちへとむかった。

「今回は、色々と心配かけてごめんね？　それと、ありがとう。来てくれて嬉うれしかったし、変なことをされそうになったとき、助けてくれて」

「それは別に……。それで、春香さんちは、何やってるの？　すげー金持ちそうなんだけど」

「あぁ……やっぱりわかるよね……」

　苦笑して、柊木ちゃんは続きを語った。

　柊木家というのは、明治時代、銀や銅で財をなした一族らしく、由緒正しい家柄だそうだ。

　先生をしているだけあって、説明に淀よどみはなかった。

「今は、会社を経営している程度の落ちぶれ方だけど……ＨＲＧ社って聞いたことある？　高校生は、あまり知らないかな」

「え。ＨＲＧ!?　あ、柊木だから？」

　そういうこと、と柊木ちゃんがうなずく。

　ＨＲＧは、タイムリープ前に俺が仕事をしていた会社で、ネット関連や通信事業を扱っている大企業だ。

「知ってるんなら、話が早いね。お父さんがその会社の代表取締役社長。それであたしは、大事に大事に育てられすぎて、卒業後は就職させられる予定だったんだけど、嫌になっちゃって……元々夢だった教師になったの」

　ひーパパ、俺の会社の社長だったのか……。どうりで見覚えがあると思った。

「学校は、夏海が今通っている中高一貫の女子校で……大学も女子大で、両親が決めたところに大人しく通って勉強してたんだけど……今こうなってるのは、その反動かな？」

「色々と合点がいったよ。春香お嬢様」

「ちょ──それやめて。実家では本当にそう呼ばれるんだから！」

　頰ほおを膨ふくらませて柊木ちゃんが軽く俺の肩を叩たたく。

　世間知らずだったり、この年で付き合った人数ゼロだったりっていうのも、納得がいった。

「こんなあたしですが……今後もよろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　小さく頭を下げて、目が合うと俺たちはぷっと吹き出した。

　もちろんこのあとは、三日ぶりのイチャイチャを唇がふやけるくらい楽しんだ俺たちだった。
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「夏休みのうちに」

　ジャカジャカ、とキッチンで洗い物をしながら、柊木ひいらぎちゃんは言った。

　テレビの音量を下げて、俺おれは続きに耳を傾ける。

「家庭訪問をしたいと思うんだけど、どうかな？」

「は？　家庭訪問？　……春香はるかさん、俺の担任じゃないでしょ」

「そうなんだけど……」

　きゅ、と水を止めて、後ろで結んだエプロンをほどいて俺のほうへやってくる。

　なぜかこの仕草がグッとくる今日この頃だった。

　むかいじゃなくて、俺の隣に座った柊木ちゃん。

「顧問として、一度、誠治せいじ君のご家庭の状況を把握しておきたいというか」

「把握してどうすんの？」

「うぅ……」

　唸うなって、柊木ちゃんは唇を一文字に結んだ。

「……俺んちに遊びに来たいんでしょ？」

「そ、そうとも言うかなー？」

　ふーふー、と吹けもしない口笛を吹いた。

　俺の部屋に興味があるっていう気持ちはわからなくもない。

　思い返してみれば、一度も柊木ちゃんを招いたことがなかった。

「風邪をひいたときに一回お邪魔はしたんだけど」

「風邪ひいたとき？　俺んちに？　放課後来たんだ？」

「あ。えっと……、うん、そう。放課後。でも寝てたみたいだったから、帰ったけど」

　なぜか俺の目を見て話さない。何か隠してる？

　まあいいか。

「来るっていっても、実家で親も紗菜さなもいるけど、どうなんだろう。顧問が家に来ちゃうってのは」

「そのときは、柊木春香、誠治君のお父様とお母様に、全力でご挨拶あいさつさせていただきます！　もちろん、顧問としてね」

　俺が、ひーパパに付き合っている報告をしたことに触発されたのかもしれない。

　けど、うちはごく普通の常識的な一般家庭だ。この前みたいにカミングアウトすれば、両親も紗菜もひっくり返るだろう。

　だから、ややこしいことになるので、ご挨拶はしないでいただきたい方向で。

「じゃあ……今日来る？　うち、誰だれもいないけど」

「行くっ！」







　ということで。柊木ちゃんを俺んちに招いた。

　両親は仕事で、父さんは夜遅いし、母さんも今日は帰りは遅い日だった。紗菜も今日は奏多かなたと出かけるらしく、もしかすると遅くなるかもしれないとのことだった。

　部屋に連れてくると、柊木ちゃんがあちこちを見回している。

「マンガを入れたカラーボックスに、ゲームが何本か……勉強机も綺麗きれいに整頓してある……」

「いや、結構適当だから。ソファかベッドか、適当に掛けてて。お茶淹いれてくる」

「あ、お構いなくー」

　とはいうものの、いつも出してもらっているし、今日くらいはこっちが出す番だ。

　キッチンで麦茶を淹れて部屋に戻る。

「お待た……せ……？」

　くるん、と俺を振り返った柊木ちゃんの目がウルウルしていた。

「え。何!?　どうかした!?」

「これええええええええ！　何ですかあああああああああ！」
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　ずい、と柊木ちゃんが持っていた雑誌を突き付けてくる。

　うげ!?　机の引き出しの奥の奥にしまってたのに！

　やばい……。

「こ、こんなエッチな本を……！」


　ハタチになるまでダメって言ったでしょーーーー!?　って言われるに決まってる。



　それとも、こんなのが好きなんだ……。って軽蔑けいべつされるかだ。

　俺は慌てて雑誌を取り上げた。

「あー。これ、あー。そうだ、そうだ。藤本ふじもとのだぁ！　あいつ、忘れていきやがってー！」

　プロレスラーのパフォーマンスよろしく、ビリビリに破いてゴミ箱にダンクシュートを決める。

「そういうことなら、いいんだけど……」

　ふう。耐えた。

「誠治君のだったら、どうしようかと思ったよ」

　お世話になっていた皆の衆、すまん……。

　俺はこっそりゴミ箱の中身に謝っておいた。

「俺の物なワケないでしょー」

「だよね。だって、誠治君が女子高生好きなワケないもんね！」


　…………いや、それは、いいじゃないですか。



「マンションの隣に住むお姉さんとか、教師ものならセーフだったんだけど」

　ジャンルの問題!?

「妹ものは未来永劫みらいえいごう、絶対にダメ！」

「ジャンルに詳しいな!?」

　まずいぞ……。

　あと二か所……伏せカードがある……。

　母さんや紗菜に最悪バレても大丈夫なように、リスクを分散させておいて正解だった。

　カラーボックスに詰め込んだマンガの奥に、『別のマンガ』が収納されている。

　あとは、ゲームソフトのケースの中にパッケージとは違う『別のディスク』がある。

　どれもお姉さんものでもないし、教師ものでもない!!

　全部バレればスリーアウト……。

　じゃあもう女子高生と付き合えば？　って、冷たい目をされる可能性大！

　俺の部屋で楽しくイチャこらできると思っていたのに！

　こんなところに落とし穴が……！

「誠治君、汗すごいけど、大丈夫？」

「え、ああ、うん。大丈夫……」

　柊木ちゃんの隣に座って、動けないように腰に腕を回す。

「もう、誠治君ったら……♡」

　ごろごろ、と甘えるネコみたいに、柊木ちゃんがくっついてくる。

　うん。そういうつもりはなかったけど、それでいいや。

「あ。あのマンガ、この前面白おもしろいって言ってたやつでしょ!?」

　カラーボックスを柊木ちゃんが指さした。

　く──！　あの裏には──！

「一巻だけ、読んでみてもいい？」

「無理！　絶対に無理！　ていうか、全然面白くなかった！　ごめん！」

　一冊でも引き抜けば、裏にあるマンガに気づかれる……！

「えー？　でもこの前書店で見かけたとき、累計二千万部突破って帯に書いてあったよ？」

「そ、それは、たぶんなんかの見間違いじゃない？」


「うーん……けど……あたし、誠治君が何を読んでるのか気になるなぁ……？」



　すみません！　普段は、表のマンガじゃなくて裏にあるほうを熱心に読んでます！

　回数でいえば三倍は違います！

　紹介するわけにもいかず、どうにか俺は興味をそらすことに必死だった。

「なんか目が血走ってるけど、大丈夫？」

「だ、大丈夫……」

　俺は別の棚に入っている一冊を渡すことで、どうにか柊木ちゃんの好奇心を鎮めることに成功した。

　もちろん、裏には何もない場所の棚からチョイスした。

「誠治君、退屈じゃない？」

「そ、そんなことないよ？」

「じゃあ、一緒に読もう？」

　柊木ちゃんがマンガの右半分を俺に渡した。ここで拒否きょひしてマンガを読むことをやめられても困る。

　なので、大人しく従うことにした。

「誠治君、読むの早い」

「内容知ってるからね」

「もー」

　一冊のマンガをイチャつきながら読むこと二〇分。

　さくっと読破してしまった。

　どうしよう。

「普段、どんなゲームしてるの？」

「い、いや、これ、俺のじゃなくて紗菜のだから、ゲームとか今まで一回もしたことないなぁー」

「そうなの？　じゃあいい機会じゃん。一緒にやろ♪」

　四つん這いになって、ゲームソフトを納めた棚に柊木ちゃんが近づく。

　むけられたお尻しりと、スカートの裾すそからのぞく太ももに俺が釘付くぎづけになっていると、「どれが面白いのかな……？」とソフトを手に取って裏のパッケージを眺ながめる。

　あ。あれは──！

「ちょ、待って、これは──」

　さっと取り上げる。

　よりによって、ビンゴのソフトじゃねえか……危ねえ。

「それが面白いの？　じゃあ、機械？　のスイッチ入れるね」

　ほう、と胸を撫なで下ろしながら、念のためそっと開いて中を確認する。

　あれ……？　パッケージと同じソフト？

　じゃあ、『別のディスク』はどこに──!?

　俺、ケースを勘違いしてる！

　どこだ、どこだ、どこだ……！

　あれこれ開いては閉じ、引き抜いては戻すことを繰り返した。

　けど、どれもきちんと収まっていた。

　収まってる？　そんなはずは……。


　うぅぅぅぅぅぅぅううううん、と駆動音をゲーム機が鳴らす。



　シュイン、シュイン、シュィイイイイイイイイイイイイイイン──。

　手元のソフトは全部収まっていたのに、ゲーム機が何かを読み込んでいる。

　あの中かぁあああああああああああああああああ！


　読み込むと同時に再生される設定にしてるから、このままじゃ──！




　美少女女子高生がハレンチする映像が流れる────！



　忍者よりも素早く、俺はコンセントに差してあるプラグを全部引っこ抜いた。

「あ、あれ……？　テレビが映らない？」

　きょとん、と柊木ちゃんは首をかしげている。

　どれがどれかわからなかったので、全部抜いたのは正解だった。

　ふいー、と俺が手の甲で汗をぬぐっていると、ゴソゴソ、と柊木ちゃんがゲーム機の裏側を探りはじめた。

「線が抜けちゃったのかな……？　あ、ゲームソフトが奥に……」

　引っ張り出したゲームソフトのタイトルを読み上げた。

「『十七歳女子〇生のリアルな放課後』……」


「………………」



　制服姿の可愛かわいい女子たちが、柊木ちゃんに微笑みをむけていた。


「「…………」」



　なくなったのかと思ってたら、そんなところにあったのかよぉおおおおおお！

「誠治君、これ、何」


　冷たぁぁぁぁぁぁぁい声だった。



「い、いいい、い、一種のど、ドキュメンタリーみたいなやつで。あ、そう、Ｎ〇Ｋとかでやりそうな感じのドキュメンタリーで……」


「ドキュメンタリー……？」



　くるっと柊木ちゃんが手首を返し裏のパッケージを見る。

　あ──。終わった……。

　苦悶くもんの表情を浮かべた女子高生がハレンチする画像が断片的に載せられていた。

　ブルブル、と柊木ちゃんが怒りで震えている。グシャ、とケースを握りつぶした。

「誠治君のバカぁあああああああああああああああああああ！」

　光の速さでケースが俺目がけて飛んできた。

　ガン、と顔面に直撃。

「いだ!?」

　松坂世代か！

「どうして教師ものじゃないのぉおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「そこかよ」

　ぽいぽい、と手当たり次第に物を全力投球してくる柊木ちゃん。

　手当たり次第に投げる物は、マンガコーナーにもおよび、結局伏せカードは二枚ともオープンするはめになってしまった。

　女子高生がスケベするマンガを手に、柊木ちゃんが怒りで震えはじめた。

「これもぉおおおおおおおおお!?　これも女子高生じゃんっ！　さっきの雑誌も誠治君のでしょぉおおおおおおおおおおお！」

「ごめんなさいいいいいいい！」

　風神のように暴あばれる柊木ちゃんだったけど、抱きついて優しくキスをすると、スーパー風神モードに入っていた柊木ちゃんは、一発で静まった。
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　ラブちゅっちゅ状態が終わると、俺おれの顔はキスマークだらけになった。

　俺が散らかった部屋を片付けていると、さっきつまらないと噓うそをついたマンガを読みながら、

「誠治せいじ君やっぱりこれ面白おもしろいよ」と柊木ひいらぎちゃんがつぶやく。

　俺が面白いと思うマンガを読んで、面白いと思ってもらえるのは普通に嬉うれしい。だけど、家で遊んでいるときに夢中になると、俺は何をしていいのかわからなくなる。

　俺が座ると、柊木ちゃんは俺の真ん前にやってきて、俺の体を背もたれみたいに使ってマンガを読みはじめた。

　俺が座りながら柊木ちゃんを抱っこしている形になった。

「春香はるかさん、ちょっと……」

「なあに？」

　さらさらの髪の毛がくすぐったい。あと、シャンプーのいいにおいがする。知っている香りとはいえ、慣れないので毎回ドキドキしてしまう。

　触れている場所は例外なく柔らかい柊木ちゃん。

　女の人って、何でこんなに柔らかいんだろう。

「どいて。でないと……」

「でないと、何？」

　おっぱいを触る。

　と、言おうと思ったけど勇気が出なかった。

　その代わりに、ちゅ、ちゅ、と首やうなじにキスをする。

「やぁん、ちょっと、くすぐったい♡」

　キキッ、と自転車が止まる音が外から聞こえる。

「ん？　やばい、紗菜さなが帰ってきたかも」

「え。夜遅いんじゃないの？」

「そのはずだけど──」

　柊木ちゃんをどかして外を見ると、やっぱり紗菜が帰ってきていた。しかも奏多かなたを連れてきている。

　外で遊ぶのに飽あきたから、家でゲームしようってことか？　仲良しゲーマーコンビめ。

　俺は急いで一階に降りて、柊木ちゃんが履はいてきていたミュール？　とかいうサンダルを回収した。

　ちゅうどそのタイミングで扉が開いた。

「あれ、兄さん、出かけてたんじゃないの？」

「いや、ちょっとあの……用事、済んだから帰ってきたんだ」

「……お邪魔します」

　ぺこり、と相変わらず礼儀正しく奏多がお辞儀をした。

「うん、いらっしゃい」

「兄さん、何か隠してる？　背中？」

「は、はぁー？　な、何も隠してませんけどぉー？」

　壁を背にして、カニ歩き。


「…………」



　じい、と奏多が俺を見てくる。

　なんか怪しまれてる？

「そうだ。これから一緒にゲームするの。兄さん、どうせ暇でしょ？　仕方ないからサナとカナちゃんに混ぜてあげるわ」

「悪いな。暇じゃねえんだよ」

「む。何よその言い方ー！　どうせ暇なくせにっ」

「るせー」

　じりじりと玄関から離れて、二人がサンダルを脱いでいる隙すきに俺は階段をのぼる。

　玄関でのやりとりが聞こえてきた。

「えー？　今？　噓！」

「……あの焦あせりようは、絶対に、そう」

「に、兄さんに、か、か、か、彼女なんているはずないわよっ。ぜ、絶対にっ」

「……さーちゃん。十中八九そう」

「だ、だとしても今来てるなんて、そんなはず……」

　ギク。

　奏多のやつ、察しよすぎだろ。

「カナちゃんがそこまで言うのなら、確認しましょう？　ど、どうせいないわよ、どうせ……」

「……さーちゃん、動揺しすぎ」

　俺は部屋に入ると、入り口にバリケードを作る。カラーボックスやら衣装ケースやらを扉の前に積み上げていく。

「どうしたの、誠治君」

「なんか、バレたっぽい」

「え？　あたしがここにいるってことが？」

「ううん。春香さんがっていうよりは、彼女が今部屋に来ているってことが」

「ど、どうしよう……」

　セリフとは裏腹に、柊木ちゃんは嬉しそうだった。

　彼女と認知されることが、思いのほか柊木ちゃんの自尊心をくすぐったらしい。

「春香さんは、ベッドの中に」

「え、誠治君のベッド？　いいの!?」

「何喜んでんだ」

　もぞもぞ、と柊木ちゃんが俺のベッドに潜る。

「……誠治君のにおいがする……ふふ」

　楽しそうだからもういいや。

　こんこん、と扉がノックされた。

「に、兄さん？　サナだけど……入ってもいいかしら」

「無理無理、絶対ダメ！　今、散らかってるから」

　ぼそぼそ、と扉のむこうで二人が会話をしている。

「……やっぱり、そう」


「…………そんなぁ……う、うぅ……」



「……さーちゃん。よしよし」

　非力な女子二人では、このバリケードは突破できまい。

　現物を見る機会を与えなければ、いないの一点張りで通せる……！

　ちらっとベッドを見ると、柊木ちゃんがタオルケットにくるまっていた。

「このタオルケット……誠治君のにおいがする……持って帰りたい……」

　扉の内と外じゃシリアスしてんのに、俺の女神はとてものん気だった。

「兄さん？　もしかして……その……言いにくい人が来てるんなら、ひと言教えてほしいのだけど……いないのなら、そうだと」

「──誰だれもいません」

「……敬語になるあたり、絶対に噓ついてる。いないのなら、開けてくれていいはず」

　クソ。奏多が手強てごわい……！

「か……か、彼女が来ているのなら、そうだと言って……？」

　言えるわけないだろ。

　いると言えば、じゃあどんな人？　顔見せて、中に入れて、紹介して──こうなるに決まってる。

　いないの一点張りで、この扉は開けない。これは絶対に死守。

「そんな人いないから。今は模様替えしてて、散らかってて入れない」

「……こんなに頑かたくなということは、私たちに紹介できないような人が恋人という可能性がある」

　ギク。

「え？　どういうこと？」

「……誠治君は、言葉巧みに、夏休みで浮かれている小四女児を部屋に連れ込んで──」

「違うわ！」

「そうよ、カナちゃん。いくら兄さんが貧乳が好きだったとしても、ロリとはまた別もの」

「おい。俺を勝手に貧乳派にすんな」

「……小四女児がいるかどうかなんて、扉を開けてくれない限り、わからない」

　クソ。屁理屈へりくつだけど、確かにそうだ。中にいる俺からすれば間違いってのはわかるけど。

「……扉を開けない限り、二通りの可能性が存在する。……ロリコンの誠治君と、そうでない誠治君……」

「えっと、確かそれは……シュガーのネコ」

「シュレディンガーのネコだ。何勝手に甘めに仕上げてんだ」

　視線を感じて振り返ると、ほにゅん、ほにゅん、と柊木ちゃんが自分でおっぱいを揉もんでいた。

「誠治君……貧乳が好きだったの？」

「違うから。食いつくなって、ややこしくなるから」

「……さーちゃん、今、話声が」

「……うん……確かに聞こえた。──兄さん！　どうして隠すのっ！　……サナ、兄さんがロリコンだとしても……我慢するから」

　何の我慢だ。ていうか違うから。

「……私たちに紹介できない相手ということは確定……。小四女児でないなら……」

「でないなら……？」

「……男子がいる」

「男子なら、別にいいんじゃないの？」

「……男子だからこそ、私たちに紹介できないとしたら──。きっと部屋の中は、バラが咲いている」

　咲いてねえよ。イメージしやすそうなワード使うんじゃねえ。

「そんな……!?　──兄さんの恋人は……男子？　だから、サナやカナちゃんに紹介できない？」

「……十中八九、そう」

「いや、違うから」

「兄さんっ！　サナ、兄さんが男好きだったとしても、我慢するから」

「だから、何の我慢だ」

「出てきて。お願い……」

　紗菜、悪いけど、それはできない。俺にも守らないといけない存在がいるからだ。

　柊木ちゃんは、俺が相手をしないから、いつの間にか昼寝してるけど。

　寝顔可愛かわいい。

「……さーちゃん。最悪の事態を想定して。……両方の可能性がある」

「両方？」

「……部屋の中にいるのは、小四男児の可能性が……」

「そんな……ロリじゃなくてショタのほう……!?」

　まずい。どんどん俺の変態度が上がっていっている。


「兄さんが犯罪者になる前に──ッ！」



　どん、とすごい物音がして、ズズズ、とカラーボックスが動いた。

　お、おいおいおい、まじかよ、妹。

「……さーちゃんの、愛の力……」

「ち、ち、ち、違うわよっ。そ、そんなんじゃないからっ」

　どん、とまた強い衝撃が扉に加わり、バリケードがゆるんだ。

　冗談じょうだんじゃねえ！　バレてたまるか！　く……。俺が押し込む力よりも紗菜の力のほうが強い……!?　こんな馬鹿力ばかぢからどこに隠してたんだ。

「サナ、兄さんのことなんて、別になんとも思ってないんだからぁああああ」

　どん、とまた少しバリケードがゆるんだ。

　ツンデレパワー、おそるべし……。

　破られるのは時間の問題だ。

　バリケードを諦あきらめて、俺は柊木ちゃんを起こす。


「おはようの、ちゅー……」



「はいはい。タオルケットぎゅっと握ってて。春香さんを外に下ろすから」

「ほえ？」

　サンダルを履いてもらい、窓のそばまで連れて行く。

「え、え、え、え──!?　こ、ここ降りるの!?　無理無理無理っ」

「時間がない。もう紗菜と奏多が扉から中に──」

「わ、わかった。またあとでね。……誠治君、愛してる」

「俺もだよ、春香さん」

　抱き合って、ちゅ、とキスをする俺たち。

　気分は、ハリウッド映画のヒーローとヒロインだった。

　ぎゅっとタオルケットを握った柊木ちゃんを、俺は踏ん張りながら下にゆっくりゆっくり降ろしていく。

　ふっと重みがなくなり、下を見ると柊木ちゃんが手を振っていた。

　それと同時だった。バーン、とバリケードを蹴散けちらして紗菜と奏多が入ってきた。

「あ。あれ……」


「…………誠治君、小四女児か男児、もしくは恋人の男子は？」



　はぁ、と俺は大きく安堵あんどの息をついた。

　二人にはため息に見えただろう。

「だから、そもそもそんなやついないって言っただろ？」

　くまなく部屋にいるはずの誰かを捜索する二人。

　泣いていたらしい紗菜は、目元がちょっとだけ赤かった。

「ほぉら、言ったじゃない。兄さんに、彼女なんていないのよ」

　ふん、とぺったんこの胸を張ってドヤ顔。

「……おかしい……」

　奏多は納得いかないらしく、首をひねっている。

「模様替えしようとしてたから、扉付近に家具を集めてたんだ」

　もっともらしい理由を並べて、俺は逃げ切ることに成功した。

「カナちゃん、行こ？　買ってきたやつ、さっそくしましょ？」


「………………うん」



　ベッドに座っていた奏多が腰を上げ、紗菜に続いて部屋から出ようとして、扉を閉めた。

「……ベッド、さーちゃん以外の女の人のにおいがする。シーツも少しぬるいし」

　ギク。

　さっきそこで柊木ちゃんが寝ていたせいだ。

「俺のにおいだよ。いいにおいだろ？　さっきまで昼寝してたんだ」

「……『もし』、彼女がいるんなら、さーちゃんにきちんと教えてあげて？　……さーちゃん、お兄ちゃんのことが好きだから」

　夏海なつみちゃんにカミングアウトしたみたいに、紗菜にカミングアウト……？

　そうしたとしたら、紗菜は、夏海ちゃんみたいに俺たちを応援してくれるだろうか。

　カナちゃーん？　と、紗菜が自分の部屋から大声で奏多を呼んだ。

　ぺこ、と小さく頭を下げて奏多が部屋から出ていった。

　ごろん、とベッドに寝転がる。

　ほんとだ。柊木ちゃんのいいにおいがする。

　奏多には、彼女がいるってことは勘づかれたっぽい。

　さすがにそれが誰かまではわからないだろうけど。

「どうにか大丈夫だったよ」

　俺は柊木ちゃんに電話をした。

『よかった。もう、色々とスリル満点すぎだったね。あはは。……ごめんね、誠治君ちに行きたいなんて我がまま言っちゃって』

「ううん。本当は、まだ誰も家にいない予定だったから、気にしないで」

　次いつ会うかを決めて、電話を切った。

　すんすんと嗅かぐと、シーツから柊木ちゃんのにおいがする。

　今日の夜、眠れるかな……。

　柊木ちゃんが俺のタオルケットを持って帰りたいと言った気持ちが少しわかった。
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「ぶへやぁあっ……」

「うん、いい感じ、いい感じ」

「ふひい、ふいい……」

「どんどんよくなってるよ、春香はるかさん」

「ふううん、ひいん……」

　バシャバシャ、と柊木ひいらぎちゃんが足を懸命に動かすと水しぶきが上がる。

　俺おれはプールの中で彼女の手を引きながら、ゆっくりと後ろに下がっていく。

「せい、じ、君、足がもうもたない……」

「顔上げない。ちゃんと水に浸つけて。息継ぎのときだけ顔上げて」

「もうやだぁあ……厳しい誠治せいじ君はいや……」

　ややスパルタ気味に柊木ちゃんに水泳を教えているのは、理由があった。




　三日前。

『誠治君、今度は海に行こうよ、海！』

『別にいいけど、春香さん泳げないでしょ』

『泳げなくてもいいのっ。浮輪とゴーグルがあればどうにかなるから』

『て言って、この前プールの波に呑のまれて溺おぼれてたんですけど』

『あ、あれは事故だから……』

『泳げないと事故に繫つながるから、行くにしても泳げるようになってからね？』

　と、家の中で眩まぶしいビキニ姿になり、浮輪をすでに装備している柊木ちゃんに俺は言った。

『ぷかぷか浮いているだけだからいいの！』

『海を舐なめるなっ！』




　というわけで、俺が水泳を教えることになり、今日こうして市民プールに二人でやってきたのだった。

　キャップとゴーグルをしているから、誰だれも俺たちだとはわからないだろう。

　回想を終えたあたりで、バシャバシャの音が聞こえなくなっていることに気づく。

　ぷかぁ、と競泳水着を着ている柊木ちゃんが浮いていた。

「うぉいいいい、大丈夫かああああああああああああ!?」

　慌ててプールサイドに女神を水揚げする。

　ひいこら呼吸しながら、柊木ちゃんがゴーグルを取って言った。


「やっぱり、無理だよぅ……泳げなくってもいいでしょ……？」



　ころん、と横になって胎児のように丸くなった。

「行きたい……夕暮れに染まる砂浜を手を繫いで歩きたい……海水のかけ合いっこしたい」

　ロケーションばっちりだな。

　本当にそれだけでいいなら、俺もここまで海に行くことに対して拒否きょひはしない。

　事故を防ぐためにも、泳げるようになっていたほうがいいのは確かだ。

　だから今回は、夏休みで時間もあるからこうして少し厳しめに特訓をしている。

「泳げるようになったらね。でないと、俺行かないから。もし、俺の足がつって溺れたら、春香さんどうするの？」

「決まってるよ！」

　あわあわしながら、周囲に助けを求める様子が目に浮かぶ。

「一緒に死ぬっっっ」

「死ぬな、生きろ」

　はあ、と俺はため息をついた。

「春香さんが泳げたら、俺を助けることができるんだよ？」

　競泳水着もよく似合っている柊木ちゃん。

　けど、出るところが出ている柊木ちゃんにはちょっと窮屈そうで、お尻しりや胸のあたりがムチっとしている。


「うぅぅぅ……」



「ちょっと休憩しようか……」

　追い詰めすぎてやる気を失くさせるのもよくない、と判断した俺は、自販機でスポーツドリンクを買って戻った。

「おねーさん、泳げないのー？」

「あはは……、うん、そうなの」

　ベンチに座っている柊木ちゃんの周りに、スイミングスクールに通っているらしいガキんちょ（推定小五）が三人ほどいた。

「一緒にいたヤツの教え方が悪いんだよー」

「あはは……どうだろうね」

「おねーさんには、ぼくが教えてあげる！」

「ありがとうー」

　あ。ちょんって感じだったけど、柊木ちゃんのおっぱい触りやがった──！

「あ、こら」

「へへへー」

「ぼくたちが泳ぎ方教えてあげるよ！」

　今度は別のヤツが触った……！　あんのエロガキどもめ……！　絶対に許さんッ！

　まだ俺は正式に触ってもないのに……！

　柊木ちゃんの母性にホイホイされたガキどもは、俺がきちんと駆逐くちくしてやる……！

　だが、落ち着け、真田さなだ誠治。

　相手はたかがガキ。

　アラサーの俺が真剣に怒るなんて、大人げない。

　看過かんかできないことを目の前でやられたけども、ガキのイタズラだ。目くじらを立てる必要はない。

「おい、子供たちよ。俺の彼女に何か用か」

「えー!?　この人、オッサンの彼女なの？」

　お、オッサン……!?　外見は高二だぞ……。

「ぜってー噓うそだぁー！」

「ホントだったら、おねーさん、こいつに騙だまされてんだよー！」

　あはは、と柊木ちゃんが笑っている。

「騙されてないよ」

「き、キミたち……俺はまだ高二でオッサンではない。それに、騙してもないからな」

「「「噓だぁー」」」

「噓じゃねえって言ってんだろう！」

「子供相手にガチギレすんなよ、オッサン」

「みっともねー」

「おねーさん、こんなオッサンと本気で付き合ってるんなら別れたほうがいいよー」

　言いたい放題言いやがって……！

　だが、落ち着け、真田誠治。

　相手はたかがガキ。

　アラサーの俺が真剣に怒るなんて、大人げない。

「あのオッサンが教えるの下手クソだから、ぼくたちが教えてあげるよー」

「ガキんちょは引っ込んでろ。さっさと帰ってママにパイでも焼いてもらうんだな」

「おねーさんに教えてるのも、下心があるからだろー？」

「ぼくたちよりも泳ぎが上手うまかったら、別にいいよ？」

「勝負だ、勝負！」

　──駆逐してやる……！

「望むところだ、やってやらぁあああああああああ！」

「誠治君、頑張ってね！」

「おう」

「「「……」」」

　ガキんちょたちが面白おもしろくなさそうな顔をする。

「あれあれ～？　ボクちゃんたち、もしかして自分たちが応援されるとでも思ってたんでちゅかー？」

　ここぞとばかりに俺は全力で煽あおる。

　三人がビート板を持って、俺に襲いかかってきた。

「おい、武器はセコいだろ──」

「「「うるせー、オッサン！」」」

「誰がオッサンだ、クォラァ！　いいだろう……かかってこいやぁああ！」




　……そのあと、ビート板で思いっきりシバかれた。




「一〇〇ｍ×三のリレーな」

　いつの間にか勝手にルールを決めやがった。

　てことは、俺は一人で三〇〇ｍ……？

　オーケー、いいだろう。正義は不利を跳ね返すからカッケーんだ。

　俺と一番手のガキんちょが位置につく。

「自称彼女を取られても文句言うなよ、オッサン」

「はー？　取られませんけど？　てか自称じゃないし」

「──よーい、どん！」

　ぱちん、と柊木ちゃんが後ろで手を叩たたいた。

　その瞬間、俺たちは飛び込む。

　横目で見えたけど、スイミング通いだけあって飛び込みもスムーズでフォームも綺麗きれいだった。

　けど、俺の敵じゃねえ！　大人げなかろうがなんだろうが、全力でねじ伏せる。

　一気に差を広げて、一〇〇ｍのターンをする。

「誠治君、はやーい！　ペンギンみたいっ！」

　きゃー、きゃー、と柊木ちゃんが黄色い声援をプールサイドで上げてるのが聞こえた。

　もうちょい他にたとえ方ないのかよ、と思いながら俺は水中をぐんぐん進んでいく。

　……あ。やばい。序盤に飛ばしすぎた。

　乳酸がたまりはじめ、腕と足が重くなってくる。

　二〇〇ｍのターンをしたとき、「あとちょっと！　追いつけるぞー！」という声が聞こえた。

　ちら、と一瞬だけ後ろを見ると、リードが半分くらいに縮まっていた。

　アンカーのガキんちょは、一番最初に柊木ちゃんのお胸様に触ったヤツだ。

　……絶対に許さん……。

　俺の全存在を懸けてあのガキんちょをねじ伏せる……！

　負の感情をエネルギーにして、俺はまた速度を上げた。

　三〇〇ｍを泳ぎ、顔を上げると一〇ｍちょっと差をつけてのゴールだった。

「誠治君、本当に速いねー！」

「ま、まあ……ね……」

　ぜえ、はあ、と肩で息しながら、プールサイドに上がる。

「お疲れ様♪」

　柊木ちゃんが、マネージャーみたいにタオルを持ってきてくれた。

「オッサン、まじで速いじゃん」

「だろ？　てかオッサンて言うな」

「ちょっとは手加減しろよなー、オッサン」

「だからオッサンって言うな」

「子供相手に本気になんなよなー」

「お前らも速かったぞ？」

　にしし、と笑って、「じゃあね、お兄さんたち」とガキんちょどもはプールから去っていった。

「あー、づがれだぁ……」

　腰を下ろした隣に、微笑を浮かべる柊木ちゃんが座った。

「ふふふ。楽しそうに見えたよ？　誠治君、子供に好かれるタイプかも」

「そんなことないよ」

「たまーに、将来のことを想像するんだけど、あたしたちが子供を授さずかったら、誠治君はいいお父さんになりそうだなって」

「それは、どうだろう」

「あたしたちも帰ろ？」

　柊木ちゃんが立ち上がり、出口のほうへ歩いていく。

「どこ行くの。まだ特訓終わってないよ？」

「ギクっ」

　何いい感じにまとめて帰ろうとしてんだ。

「や、やだああああああ！　厳しい誠治君は嫌いぃいいいいいいい」

「はいはい、優しく丁寧ていねいにするから、ね？」

　ジタバタ暴あばれる柊木ちゃんを引きずって、それから二時間特訓した。

　俺の指導と柊木ちゃんの努力の甲斐かいあって、柊木ちゃんは犬かきを覚えた。
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　俺おれの人生史上、一番楽しくて一番色んなことが起きた夏休みが終わり、二学期を迎えた。

　お馴染なじみの面々が教室にやって来る様を眺ながめていると、見覚えのないギャル男が教室に入ってきた。

「おう、真田さなだ、ひさしぶー」

「あの、どなたですか」

「ヘイヘイ、マイメンの顔忘れるって、おま、どういう了見よー」

　と言いながら藤本ふじもとの席に俺のマイメンらしいギャル男が座る。

「そこ、藤本っていう冴さえない童貞どうていの席なんですけど」

「誰だれが冴えない童貞だよ」

「……あれ、おまえ藤本？」

「気づくの遅すぎっしょー！」

　ヘイヘイ、と俺の肩をバシバシと叩たたいてくる藤本。

　面倒なノリだった。

「冴えない童貞マン、どうしたんだよ。その風貌ふうぼう。どこぞのダイジョーブな博士に改造されて失敗したのかよ」

「誰が冴えない童貞マンだ。失敗してねーから。むしろこれから成功してくんだし。オレぁ気づいたんだ……」

　遠い目をした藤本が何やら語り始めたけど、話が長かったので割愛する。

　要は、藤本のバカは、高二の二学期デビューをしたらしい。

　高校デビューでもなく二学期デビューでもなく、高校生活半分くらいが終わったあたりで遅咲きのデビュー。

　オレはイケてると思っていた認識と彼女がいない現実を、この夏休みで受け止めて改めたようだ。

　こいつの中でのイケてる像がギャル男だったらしいけど、イコール藤本がイケ男になるってわけじゃねえだろうに。

　この話を、昼休憩、家庭科室に集まった三人にした。

「ふうーん。で、兄さんは何デビューなの？」

「は？　強しいて言えば未デビューだよ」

「せい……真田君は、別に、デビューしなくってもいいんじゃないかな？」

　弁当を食べながら、デビュー話と相成あいなった。

「……柊木ひいらぎ先生は、デビューはいつ？」

「え？　あたしは……どうだろう……ずうっとこんな感じかな」

　あー。そんな感じっぽい。

　紗菜さなも奏多かなたも納得らしく、何度かうなずいた。

「兄さんもやってみたら？　どーせ冴えないんだから」

「冴えてるよっ」

　俺よりも先に柊木ちゃんが反応した。

　じいっとした二人の視線に負けて、我に返るとすぐに口をつぐんだ。

　過去を改変してないオリジナルでは、たぶん大学デビューになるんだろう。イメチェンしたとか、キャラを変えたとか、そういうレベルじゃなくって、髪型や服装にきちんと気を遣って垢抜あかぬけたのがそこらへんだ。


「…………カッコいい人がいれば、その人の身内は鼻が高い」



「そ、そういうことよ。……兄さんがモッサリしてるから、サナ、この人が兄ですって言いにくい」

「俺はそんな恥ずかしい存在だったのか、妹よ」


「恥ずかしいだなんて言ってない！　け、けど、兄さん……──じゃなくて。家族にカッコいい人がいれば、サナは嬉うれしいから……どうかなって、思っただけよ。それだけっ」



　ちら、と黙り込んだ柊木ちゃんに目をやると、ちょっと考えてからうなずいた。

「紗菜ちゃんの言わんとしていることはわかるよ。あたしは真田君が変だとは思わないけど、自分を磨みがく努力をしたほうが、より魅力的にはなるよね。より、魅力的に」

　今でも十分魅力的だと柊木ちゃんは伝えたいらしいけど、垢抜けたほうが柊木ちゃんも嬉しいらしい。

　逆に、柊木ちゃんが髪の毛ボサボサで服もヨレているシャツなんて着ていたら、本来の魅力は霞かすんでしまうはず──。

　なるほど、そういうことか。

「オーケー、わかった。やってやんよ。高二の二学期デビュー、俺も飾かざってやる」

　大学に入った頃の『気遣い』を、今再現してみよう。

　そっちのほうが、柊木ちゃんも嬉しいらしいし。

　放課後になると、俺はいつも行く美容室ではなく、街中のシャレオツな美容室に足を運んだ。

　ガラス張りで店内が見える感じの、普段行くにはちょっと敷居しきいが高いところ。

　雑誌でそれとなーく見当をつけて、「こんな感じで」と美容師さんに言ってカットしてもらう。

　垢抜けるのもこれが二回目なので、別段恥ずかしくもなんともないし、どれが似合っていたのかも心得ている。

　垢抜けたはずの現代の俺を知っているので、それに寄せていく感じだ。

　家に帰ると、まず母さんに「あんた、それどうしたの」って怪訝けげんな顔をされた。

　食卓で紗菜と顔を合わせると、ささ、と物陰に隠れた。

「だ、誰……？」

「そんなに変わってねえだろ」

「兄さんなら……もっともっさりしてるから、あなたは、知らない人……」

　人見知りが発動するレベルで変わったらしい。

　雑誌のさわやかそうな短髪にしてもらっただけで、そんなに大きく変わってないんだけど。

「お、お母さーん!?　に、兄さんが、知らない人になってるぅー！」

「俺が誰だかもうわかってんじゃねえか」

　ともあれ、紗菜のこの反応ならデビューには成功したらしい。

　次の日、登校するときもやたらと視線が集まった。

「バージョンアップした兄さんへの視線がすごい……とくに女子」

「言うほど、女子の視線は感じないけど」

「こそっとチラ見してるのよ、兄さんの鈍感どんかんっ……」

　やっぱり、バージョンアップはかなりの効果を上げているようだ。

　柊木ちゃんに会うのが楽しみだ。

「デビューを煽あおるの、やめとけばよかった……」

「え、なんで？」

「な、な、なんでもよ！　兄さんには関係ないからっ」

　ぷい、とそっぽをむいた紗菜は自分の下駄箱げたばこのほうへ走っていった。

　紗菜の反応に首をかしげつつ、教室に入ると反応は顕著けんちょだった。とくに女子。

　昨日は藤本のデビューで持ち切りだった話題は、一日にして俺のイメチェンへと移った。

　バレンタインで男子がそわそわするレベルで、どことなく女子がそわそわしている。

　ホームルームで配られたプリントを後ろの女子に回すと、

「あ、ありがとう……」と、うつむきがちで顔を赤くしていた。

　昨日までお礼を言われたことなんてなかったのに。

　休み時間になると、さりげなく隣のクラスの女子がそれとなーく俺をのぞきにくる始末。

　気分は、主人公の学校に転校してきた美少女の気分だった。

「真田……テメェ……オレより目立ってんじゃねえええええええええええええええええ！」

　隣の冴えないギャル男はキレていた。

　一時限目の時間になり、担当の先生がやってくる。

「はーい、みんな席についてくださーい。世界史の授業を……はじめま、す……」

　ちら、と俺を見た柊木ちゃんが、ぎょっとしてさらに三度見をした。

「さ、真田君……ど、どうかしたのかな」

　柊木ちゃんまで俺を見つめて、照れはじめた。

　垢抜けの効果がハンパねえ。

　柊木ちゃんも煽ったくせに。俺の二学期デビューは想像を超えていたらしい。

「いえ、別に……ちょっとした二学期デビューです」

「そ、そうなんだ……」

　テレテレの柊木ちゃんを女子たちがからかった。

「やっぱ先生も気になるー？」

「オトナのオンナも気になる存在って、真田君ちょっとヤバいっ」

「若手俳優のあの人に似てるって……」

「だって、二〇人くらいよその女子がホームルーム終わってから見に来てたし……」

「手が早い子は放課後あたりにアピるかもねーっ？」

　女子の評価を聞いていた柊木ちゃんの表情が強張こわばった。

「きょ、今日は、じ、自習にします……。せ、先生は、資料室で色々とやることがあるので……」

　ちら、と俺を最後に見た柊木ちゃんは、出席簿と教科書を抱えてそそくさと出ていった。

　資料室に行くってことは……俺に来てほしいんだろうなぁ……。

「なんで真田ばっかりッッ！」

　ばん、と机を叩いて、よよよ、と藤本が泣いている。

「ヘイヘイ、ギャル男マン、落ち着けって。涙ふけよ」

「ギャル男マンって何だ！　腹痛が痛いみたいになってんぞ！　天狗てんぐになってんじゃねえっ」

「キャラ立ち抜群のくせに、二日目で早くも目立たなくなったからって、俺に絡からむのやめろよ」

「クッソ！　言い返せねえ……！」

　ガチ泣きをするギャル男マンを放っておき、俺はトイレに行くため席を立つ。

　多少寄り道をして世界史資料室まで足を伸ばした。

　誰もいないことを確認して、中に入る。

「春香はるかさん、二学期早々、自習って大丈夫なの？」

　柊木ちゃんは机に積まれた資料の陰から、こっそり俺をのぞいている。

「……誠治せいじ君で、いいんだよね？」

「うん。春香さんのよく知っている真田です。て、そんなに言うほど変わってないでしょ？」

「か、変わったよ！　すっごくカッコよくなった！　クラスの女子も言ってたでしょ!?」

「そこらへんは、成功してよかったと思うよ」

「よ、よくないよっ！」

「なんで!?」


「あたしは、誠治君がカッコよくなるのは大賛成だけど、学校の女子にモテるのは大反対なんだよぉおおおおおおおっっっっっ!!」



　世界中に響くかもってくらいの大声だった。

　むう、と不満そうに唇を尖とがらせる柊木ちゃん。

「確かに、魅力的になるって言ったけど、限度があるでしょーが。高校生の限度を越してカッコよくなってるでしょーが」

「クレームつけられても……それに、髪型ひとつでそんな大げさな」

「自信溢あふれる感じがスゴイんだよっ！　フェロモン的な何かが出てるんだよ！」

「そ、そうなの……？」

「そうだよ。反則だよ、そんなの……。あたしだって今も、目を合わせるの、照れちゃうくらいなんだから……」

　うん。さっきから全然目を合わせてくれない。

　近づいていき、柊木ちゃんを捕まえて、こっちを見るまでじいっと見る。

「……、や、やだぁ……」

　顔を真まっ赤かにして照れまくりだった。

「普段でも心配してるんだから……余計に心配になるよ……色んな女子が誠治君のことを好きになるだろうし……」

　あ、そうか。

　俺には柊木ちゃんがいるから、別にモテなくていいのか。

　柊木ちゃんと紗菜に乗せられて髪型変えてみたりしたけど、俺の本気をわかってもらえたみたいだから、もう満足と言えばそうだった。

「わかった、やめるよ」

　切った髪はどうにもならないけど、髪につけているワックスを洗い落とせば、印象はほとんど元通りになるはずだ。

「うん。ごめんね、やれって言ったりして振り回して」

「ううん。いいよ。春香さんにカッコいいって褒めてもらえたことは、素直に嬉しいから」


「も、もおおお……誠治君…………好き♡」



　ひしっと抱き着いてきた柊木ちゃんを受け止める。

「あたしは、ずっとずっと前から知ってたから。誠治君は、カッコいいって」

　相変わらずの彼氏バカな柊木ちゃんだった。

　このあと、トイレで髪を洗ってセットした髪を元に戻した。

　すると、俺の二時間ほどのモテ期はあっさりと終わりを迎えたのだった。
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　日曜日、俺おれは柊木ひいらぎちゃんちへとむかった。

　秋の学校行事に関するなんだかんだが絡からんだせいで、通常業務が圧迫されて土曜日も忙しかったらしい。

　どうせ、今日は家でまったり過ごして終わりだろう。

　そんな家デートを予想しながら、柊木ちゃんちのチャイムを鳴らす。

「はーい」

　扉を開けて出てきたのは、ショートカットのお姉さんだった。

　細い黒縁の眼鏡めがねをかけている。

　Ｔシャツにジーンズというラフな格好をしていた。

　年は二〇代半ばくらいに見えるから、俺の実年齢と同じくらいだろう。

　だ、誰だれだ……？　柊木ちゃんの友達……？

「あの、えと、この部屋に住んでいる柊木春香はるかさんは……いませんか……？」


「えっ？　………………あー」



　お姉さんは俺をじいっと見て、口元をゆるめた。

　目元や唇の感じが柊木ちゃんに似ている。

　あ。もしかして、お姉さん？


「えーっと、私は、春香の姉の…………雪子ゆきこです。上がって、上がって。ちょっと春香ちゃん、出かけているみたいだし」



「え。でもいないんなら、俺帰りますから……」

「いーの、いーの。ささ、早く早く」

　やや強引ごういんに雪子さんに手を引っ張られ、俺は柊木ちゃんちに上がることになった。

　もしかして、夏海なつみちゃんやひーパパから俺のことを聞いてたりするんだろうか。

　だとするなら、俺に興味を持つのもうなずける。

　味方を得るために、ここは俺もちょいとアピールしとかないと。

　真剣に誠実に、プラトニックな恋愛をして柊木ちゃんと付き合っているって。

　キスは頻度ひんど高めだけど。

「座って？　春香ちゃん、もうすぐしたら帰ってくると思うから」

「あ。はい……じゃあ、失礼します」

　むかいに座った雪子さんは、俺を見つめてニコニコしている。

　これといって何かを訊くわけでもないし、ずっと笑顔だから何を考えているのか読めない。
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「春香ちゃんの、彼氏さんなんだよね？」

　夏海ちゃんにも言っていることだし、ここはバラしても問題ないだろう。

「はい。真田誠治さなだせいじと申します。今高校生で、春香さんの学校の生徒ではありますが、真剣にお付き合いさせていただいています」

　就職活動の面接並みの受け答えを披露ひろうする。こんなあいさつ、そこらへんの高校生にはできまい。

「高校生なのに、どうして先生の春香ちゃんを好きになったの？　ちょっと疑問」

「それは……先生だからどうとかっていうのは関係なくて……見た目も性格も、僕は可愛かわいいと思っていますし──」

「ぐふっ、げほげほ」

　俺の直球すぎる回答に、雪子さんがムセた。

　咳込せきこんだせいか、それとも別の原因があるのか、顔を赤くしている。

「そ、そうだったんだ……。あ、うん、続けて、続けて？」

「年上で先生なら、僕よりもしっかりしていると思ったんですけど、ちょっと抜けているところが多いというか、天然で」

「天然……？　そうかなぁ？」

　ここは納得いかないらしい。妹としての柊木ちゃんを俺は知らないから、雪子さん視点だと俺の評価は違和感があるようだった。

「年上なのにおっちょこちょいだったり、ときどきポンコツなのがまた可愛くて……」

　俺もいい加減恥ずかしくなってきた。

「ぐふうっ……」

　雪子さんがうずくまった。

「だ、大丈夫ですか？」

「つ、つ、続けて……」

「あとは……年上らしい包容力があって俺を甘やかしてくれるところだったり、家事や料理が得意だったり、色白で肌も綺麗きれいなところだったり……」

「も、もう、聞いてらんない……」

　ソファから立ち上がった雪子さんは、「春香ちゃん、探してくるね！」とリビングから出ていった。

　ううむ……ちょっとノロケがすぎたらしい。けど、俺が真剣に好きだということは、わかってくれたはずだ。

　五分ほどして、柊木ちゃんがリビングにやってきた。

「あ、誠治君、いらっしゃーい」

「うん、お邪魔してます」

　ぱたぱた、と手を団扇うちわ代わりにして仰あおいでいる柊木ちゃん。

「お姉さんが今来てて、さっき春香さんを探しに行ったんだけど、入れ違いかな」

「うん、きっとそうだよ。入れ違っちゃったんだよ」

　俺の隣に座って、首に腕を回してイチャつきモードに入った。

「ちょ、ちょ、ちょっと……」

「もう、逃げないの♡」

「お、お姉さん、いつ帰ってくるかわからないから──」

「ちょっとくらい大丈夫」

　鍵かぎか何かかけてるんだろうか。

　首をかしげながら、流れに任せて柊木ちゃんと抱き合ってキスをする。

　携帯で入れ違ったことを伝えればすぐに帰ってくるのに。

「あ、もしかして──？」

　唇と唇の間に手を差し入れて、柊木ちゃんのキスを受け止めた。

「ふみゅ!?　な、何……？」

「お姉さんと仲悪い？」

「そ……そんなことないよ！」

「実は今日家に来られると迷惑だったとか。連絡を取ろうともしないし、探しに行こうともしないから」

「全然そんなことないから！　……すぐにお姉ちゃん、帰ってくるから」

「そう？」

「あたし、ちょっとお手洗いに……」

　そのとき、俺は柊木ちゃんのお尻しりに違和感を覚えた。

　……けど、気のせい、かな？

　それからすぐに、雪子さんが戻ってきた。

「春香ちゃん、帰ってきた？」

「ええ。さっき。今はトイレに行っているみたいですけど」

　そっかそっか、と雪子さんは、楽しげに俺をのぞきこむ。


「今度は何訊こうかなー？　…………ちょっとアレだけど、い、嫌なところとか、ないの？　もう、付き合って結構経たつんでしょ？」



　俺から目をそらしつつ、お上品に股を閉じて、足を横へ流した雪子さん。

　所作に品があるのは、夏海ちゃんもそうだし柊木ちゃんもそうだった。

「嫌なところ……スイッチが入ると、周りが見えなくなって暴走しちゃうところとか」

「えーっ、そんなこと……」


「そんなこと…………、何ですか？」



「ううん、つ、続けて？」

　雪子さんは焦あせりを笑顔で塗ぬり潰つぶした。

「あとは……」

「ま、まだあるの……!?」

　訊いてきたくせに、雪子さんはなぜか嫌がっていた。

　眼鏡の奥にある瞳ひとみは不安そうで、口はへの字に曲げていた。

「胸を、僕に当ててくることがよくあって。密着したときなんか、とくに」

「それ、嫌だった？」

「嫌じゃないんですけど、どうしていいかわからなくなるっていうか……」


「ドギマギしてる反応が可愛いから、ついやっちゃうんだよ。…………って、言ってたよ」



「そうなんですか……。にしても、春香さん遅いですね。トイレ」

「そ、そうだねー。私、見てくるよ」

　雪子さんは立ち上がり、リビングを出ていく。

　そのお尻が目に入った。

　……あ。やっぱりそうだ。

　俺も席を立つと物音に雪子さんが振り返った。

「え──!?　ど、どこ行くの……？」

「いえ、僕もトイレに行こうかなーと」

「す、座ってなよ。春香ちゃん、すぐに戻ってくるから」

「それで、今度は『雪子さん』がいなくなる？」

「……」

　そろーり、と逃げようとする雪子さんを後ろから抱きしめて捕まえる。

「うう……は、離して」

「離して、じゃないでしょ、春香さん」

「っ。……な、何でわかったの？」

　くるっと振り返った雪子さん。

　俺はその眼鏡をはずして、自分にかけてみる。

　伊達だて眼鏡だった。

「となると、この髪は……」

「これは、その……ウィッグです……」

　柊木ちゃんがぱっと取ると、髪の毛が溢あふれてきた。

「いつわかったの？」

「ジーンズのポケットの形。雪子さんが履はいているそれと春香さんが履いているそれが一緒。最初はたまたまかなーって思ったけど、落ちてない汚れも同じ場所ってのはおかしいだろうって思って」

「ごめんね。本当は、新しい変装道具を買ったから試してたんだけど……最初は驚かそうと思って玄関を開けたら、誠治君、あたしのことだって全然気づいてなくて、それで調子に乗っちゃって」

　トイレを見てみると、さっき柊木ちゃんが着ていたＴシャツが脱いであった。

「それで、普段訊きにくいことを訊こうとしたってわけか」

「うん……ごめんね、騙だますつもりはなかったの」

　伊達眼鏡を柊木ちゃんにかけ直した。

「どう？　眼鏡。似合ってる？」

「先生っぽさが増した」

「む～。っぽさって何？　あたし、先生なんですけど」

　冗談じょうだんっぽく膨ふくれてみせると、くすっと笑った。

「誠治君、あたしのおっぱいが当たるの、嫌だったんだ？」

　と言いながら、おっぱいを当ててくるこの人は、悪い女の人だと思う。

「嫌ってわけじゃなくて……リアクションに困るっていう話で……当たること自体は、むしろ……好き……」

　ニマニマ、と俺をからかう気満点の笑顔を見せる柊木ちゃん。

「ウィンウィンの関係だからいいでしょ？　当たって嬉うれしい誠治君と、その可愛い反応が見たいあたし。ほら、ね？」

　眼鏡をかけると、見た目もそうだけど小悪魔度こあくまどが上がるらしい。

「好きにしてくれ」

　あはは、と柊木ちゃんは楽しそうに笑った。

「誠治君がどれだけあたしのことが好きか、よぉーくわかったから、先生、明日からのお仕事頑張れそう。ありがと♪」

　ちゅ、と柊木ちゃんが俺の頰ほおにキスをする。

　眼鏡をかけた柊木ちゃんは、小悪魔的でエロ可愛い女の人になるらしかった。
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「誠治せいじ君、ダメでしょ、そんなところでカクカク腰振っちゃー？　それ柱だよ？」

　……。

「あーもう。誠治君、聞いてる？　ご飯を食べる前はちゃんと──ふぎゃあああああ!?　そんなとこでオシッコしちゃダメえええええええ！」

　大慌ての柊木ひいらぎちゃんを俺おれは横目で見ながら、またテレビに目を戻した。

　預かった犬がどうやらセージって名前らしく、それでいつものノリで君づけをして呼んでいるんだとか。

　てか、ややこしいから誠治君って呼ぶの、やめてくんないかなぁ……。

　セージは、オスのミニチュアダックスフンド。見ている分には、普通に可愛かわいい。

「だいたい、誰だれから預かったの？　この犬」

　週末来てみれば、俺がよく座るソファの定位置に犬っころが鎮座しており、柊木ちゃんが孤軍奮闘しているところだった。

「城島じょうじま先生から、一日だけどうしてもって頼まれて断れなくて……。ペットを飼うのはダメだけど、一日預かるくらいなら大丈夫だろうと思ってオッケーしたんだけど」

　思いのほか、セージに手こずっていた。

「犬飼うのって、大変だね……」

「実家は何も飼ってなかったの？」

「飼ってたけど、お世話はお手伝いさんが全部やってたから……あたしはたまに散歩させる程度だったし」

　かくいう真田さなだ家もペットは飼ってない。犬は好きなんだけど、世話が大変だからというありきたりな理由で飼ってない。ちっちゃいころ、紗菜さながほしいって泣き喚わめいたことが一回あったけど、それでも飼うことはなかった。

　セージは、柊木ちゃんがよそ見をしている隙すきに、柊木ちゃんが持っていた容器のエサをガツガツ食べはじめた。

「あああああああああ！　ちゃんとお手してからじゃないとダメって言われてるのにぃいいい！　もう、誠治君っ」

「何？」

「こっちのほう！」

「ややこしいんだよ」

　セージはというと、ご機嫌そうに尻尾しっぽを振ってドッグフードをがっついている。

　この姿だけを見れば、結構ラブリーな犬なんだけど、世話する側の柊木ちゃんは、土曜日の午前中だっていうのに、もうヘトヘトになっていた。

「誠治君が言うことを聞いてくれない……」

「ややこしいから君づけやめろって」

　けど、俺の幸せ計画では、将来的に犬を一匹くらい飼うつもりでいた。

　……柊木ちゃん、もしかして犬より猫派？

　しょぼん、としながら、柊木ちゃんは雑巾ぞうきんで床を拭いていた。

「もしかして、春香はるかさん、犬はあんまり好きじゃない？」

「あたしは猫派」

　どっちも好きだけど、どっちかといえば犬派の俺。

「じゃあ、将来飼うとしたら？」

「猫だよ、猫、断然猫！」

　今回の件で、相当懲こりているらしい。猫推しがすごい。

　俺は犬を飼いたい。だから、どうにかして改宗させないまでも、犬もいいかな？　くらいの考えになれば、俺としては嬉うれしい。

「まず、犬のいいところは、芸を仕込めばやってくれるところだ。──お手」

　フイ、と俺を見て、短い足でちょこん、と手をのせてくれた。

　……可愛い。

「あ。預かったときに、遊び道具も借りたよ。これ」

　柊木ちゃんが出してくれたのは、鈴が入ったぷにぷにのボールだった。

「えい」

　それを投げると、リーン、リーン、と音が鳴り、セージが反応して飛びつく。

　てててて、と柊木ちゃんのところにボールを返しに来た。

「あ……ありがとう」

「今、ちょっと可愛いって思ったでしょ」

「うっ……ね、猫も猫じゃらし使えば遊べるから」

「でも興味なかったら、うざそうな顔をしてどっか行っちゃうんだよ？」

　飼ったことはないけど、なんとなくのイメージだ。ツンデレっていうのはよく聞く。

　対して犬はデレデレ。

　そうか……柊木ちゃんは犬っぽいんだ。性格が。

　俺といると、だいたい遊んで遊んで、構って構ってって感じのテンションだから。

「あたし、お掃除やお洗濯するから、誠治君お願い」

「……」

「誠治君？」

「あ、俺のほう」

　だから、ややこしいんだって。

　ボールを渡された俺は、しばらくセージと遊ぶことにした。

　ある程度しつけられているようで、お手、お座り、伏せはできるらしい。

　俺たちのコンビで、どうにか柊木ちゃんに犬もいいなって思わせたい。

「春香さん、一緒に散歩行かない？」

　首輪にリードをつけながら言うと、「ちょっと待っててね」と柊木ちゃんはこの前の雪子ゆきこさんになって出てきた。

「これなら、あたしだってわからないでしょ？」

「そういや、元々変装用に買ったんだっけ」

　行こ行こ、と俺と手を繫つないで二人と一匹は家をあとにする。

　短い足でちょこちょこ、と歩く姿は、ラブリーの化身そのものだった。

「ほら。世話はかかるかもしれないけど、可愛いでしょ？」

「かもね？」

　俺が来るまでに結構苦労してたから、それがマイナスポイントになっているらしい。

「ワンワン！」

　急に吠ほえるとセージがぐいぐいと俺を引っ張るように走り出した。

「おいおい、どこ行くんだ」

　てててて、と走って自動販売機の前までやってきた。

「ワン！」

「へっ!?　犬!?　な、何!?」

　紗菜が自販機でジュースを買おうとしているところだった。

「あ、兄さん！　何してるのよ」

「見ての通り、犬の散歩」

「どこのどなたのワンコよ」

「あ……ええっと……ちょっと知り合いになった雪子さんの飼い犬なんだ」

　ぐい、っと俺が親指で指さすと、ようやく追いついた柊木ちゃんがゼェハァと息を切らしていた。

「誰よ……」

「ＯＬさんで、普段はメーカーで営業事務をされているそうだ」

　適当に雪子さんの設定を語る。

　ハッハッハ、と息遣いの荒いセージが、紗菜の足にむかって腰を振りはじめた。

「ちょ、ちょっと！　兄さんっ、何とかしてぇ～!?」

「人の妹に何発情してんだ、このワンコめ」

　ぐいっと引っ張っても一歩たりとも動こうとしない。

　性欲からくる力がハンパねえ。

　後ろから抱っこして、ようやく紗菜から離すことができた。

「ガルルルルルル」

　めちゃくちゃ睨にらまれた。

　柊木ちゃんがさっきのことを注意した。

「誠治君？　腰振っちゃダメでしょー？　今日の朝から何回もそんなことして」

　おおおおおおおい！　名前出すんじゃねえええええええ！

「兄さんのバカぁあああああああ！　何、朝から腰振るって!?　何回したのっ!?」

「紗菜、俺のことじゃなくてこの犬のことで──」

「うるさぁああああい！　年増としま好きの変態兄さん！　もう、最低っ！　童貞どうてい卒業おめでとうございますっ！」

　買ったばかりの缶ジュースが飛んできて俺の顔面にクリティカルヒット。

「いだ!?　何すんだ、人の話をちゃんと聞──」

「朝からそのＯＬさんといやらしいことしてたんでしょ！　もう知らないっ！」

　走って紗菜が行ってしまった。

　……うわあ。家に帰りづれえええええええ……。
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　抱えていたセージを下ろして、フォローのメールを送ると、柊木ちゃんがずーんとヘコんでいた。


「と、年増…………そ、そんなに年上に見えるのかな、この変装……」



　紗菜みたいな高一からすれば、二〇代前半も後半も年増に思えるかもしれない。

　そのことを言えばさらにショックを受けそうだ。

「柊木春香の実年齢より上に見えるってことは、変装は大成功ってことだよ！」

「た、確かに……！」

　物は言いようだなって思いました。

　次は柊木ちゃんにリードを渡して、散歩をしてもらう。

「どう？」

「……けど、誠治君が言いたいことはなんとなくわかる、かな……？」

「可愛いでしょ？　尻尾を振って歩く姿」

「う、うん……」

　犬派に改宗させられる余地が出てきた。

「まあ、どっちかといえば犬だけど、猫も好きだから飼うってなればどっちでもいいような気もするけど」

「そうなんだけどね……」

　返事にキレがない柊木ちゃん。

「どうかした？」

　うつむきがちで、もぞもぞ、と聞こえない音量で何かを言っていた。

「え、何？」

「あの……犬を飼うか猫を飼うかって……け、結婚するか同棲どうせいしてからの話だと思うよ、誠治君っ！」

　そう言い残して、今度は柊木ちゃんが走り去ってしまった。

「まだ、早すぎる話題だった、と……？」

「ワウ」

　俺の足元でセージが短く吠えた。

　柊木ちゃんちに戻ると、すでに主あるじは帰っていた。

「……一緒に散歩させるのは、二人の仲良し感があって、とてもいいなって思ったよ？　ワンコの可愛さもわかったし」

　柊木ちゃんの考えはどうやらプラスになったらしい。

「け、けど、何を飼うのかを決めるのは、あたしたちにはまだ早いからね？　同棲とか、結婚してから考えることだから……。それを決めちゃうと……二年後、五年後、一〇年後の妄想もうそうが楽しすぎて、何も手につかなくなっちゃうから……」

　恥ずかしそうにそんなことを言われれば、俺もお手上げだ。

　一番可愛いのは、柊木ちゃんなんだなぁーと改めて思った。
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「兄さん……？　あ、あの人、誰だれ？」

　日曜の夜、家に帰ってくると、さっそく紗菜さなが俺おれの部屋に顔を出した。

　散歩中に遭遇そうぐうした雪子ゆきこさんのことを訊きたいんだろう。

「たまに顔を合わせる人で、犬がセージっていう名前だから、そこでちょっと仲良くなっただけだよ」

　俺はあらかじめ考えておいた作り話を語る。

「そう……ならいいんだけど……な、仲良くなったって……いやらしいことをする仲ってこと……？」

　顔を赤くしながら訊くの、やめろよ。こっちまで恥ずかしくなってくるだろ。

「違うってメールでも説明しただろ？」

「……ほ、本当に？」

「本当、本当。なんだよ、帰ってそうそう、同じこと何回も訊いてきて……」

　やれやれ、と首を振っていると、紗菜がぷるぷる震えていた。

「さ、サナは兄さんのことなんて何ひとつ気にしてないんだからああああああ！」

　ブォン、と紗菜がクッションで俺の顔面を打ち抜いた。

「ぶはっ!?」

　ゴン、と勢い余って俺は後頭部を柱で強打した。

　目の前が真っ暗になる。どうやら俺は気絶したらしかった。




◆真田誠治◆




「兄さん……？　だ、大丈夫？　今、すごい音がしたけど……」

　ゆさゆさ、と体を揺らされて、俺は目が覚めた。

　目の前には、黒髪ロングの美少女が心配そうにこっちを見つめている。

「あ、起きた。び、びっくりさせないで」

「？　あのう……どちら様ですか？」

「何言ってるのよ。そういうのいいから。どうせ、ドッキリでしょ？　サナ、引っかからないんだから」

　きょろきょろ、とあたりを見回してみても、まるで見覚えがない。

「サナさん、というんですか？」


「…………兄さん？」



　俺を見て兄さんって言うってことは、彼女は、俺の妹らしい。

「こんな綺麗きれいな女の子が、俺の妹……？」

　ぼ、とサナさんの顔が赤くなった。

「き、き。綺麗……そ、そんなこと言っておだてても、サナ、嬉うれしくないんだからっ」

　すげー嬉しそうだ。

「兄さん、どうしちゃったの？　名前は？　自分の名前」

「俺の名前……あれ？」

　全然わかんねえ。俺って誰だ。俺って何なんだ？　モラトリアム……。

「それもわかんないの？　き、記憶喪失きおくそうしつなんじゃ……」

「あー。たぶん、そうかもしれないですね」

「ふぇえええええええええええええええええええええ!?　さ、サナのせいっ!?　で、でも、この白紙兄さん相手なら、す、素直になれるかも……」

　ぼそぼそと何を言ってるんだろう。

　サナさんの話によると、俺は、真田誠治さなだせいじという名前で、ここは自宅の自分の部屋らしい。

　真田誠治……サナダセイジ……。

　聞き覚えのあるような、ないような……。

「そ、そ、それでね。ここからが重要よ。兄さんは、サナのことが好きで仕方ないシスコン兄さんなの」

「えぇー。まじかよ、俺。何してんだよ、俺。確かに綺麗な子だけど」

「も、もおおおおお、サナのことを綺麗って言わないでえええええええ！　調子狂うからぁあああああ」

　って言われても俺は思ったことを言ったまでだ。


「そ、それで……内緒なんだけど、サナたちは、血の繫つながった兄妹だけど……こ、恋人なの……っっっ」



　まさか、そんな……。

　かぁぁぁ、と顔を赤くするサナさん。

「……え、まじで」

「ま、まじ」

　俺、妹のことが好きだったのか……!?

　そりゃ、シスコン兄さんなんて言われても仕方ない。

「こ、これは誰にも、もちろんお父さんやお母さんは知らないし、サナたち以外は、誰も知らないことなの。だから、誰にも言っちゃダメよ？　わかった？」

「お。おう。そりゃ、バレたら大変だからな……」

「じゃ、じゃあそういうことだから！」

　と、サナさんは俺の部屋から出ていく。

　俺は近くの蓮森はすもり高校って学校に通う二年らしいので、翌朝、母親らしき人に起こされサナさんと一緒に登校した。

　教えてもらった通り、二年Ｂ組の俺の席らしき場所に座る。

　ノートを見てみると、俺の字で色々と板書がメモされてあった。

　いくつかの授業を真面目まじめに受けていると、世界史の授業を迎えた。

　若い女の先生だった。

　可愛かわいいらしい顔立ちで、身動きがすこしだけ上品。ポニーテールがよく似合う明るそうな人だった。

　何度か目が合うと、そのたびにドキン、と心臓が跳ねる。

　何なんだろう……。何か思い出せそうな……。

　生徒には、柊木ひいらぎちゃんと呼ばれていた。

　教科書を持って、説明しながら席を縫ぬうようにしてこちらへやってくる。

　先生がしゃがんで、足元の何かを拾った。

「消しゴム、落としてるよ？」

「これ、俺のじゃないですよ？」


「え────!?　え、あれ？　いや、そうじゃなくて……そうじゃなくて……」



　新品の消しゴムを手に、柊木ちゃん先生がテンパっている。

　見覚えがないだけで、本当は俺のなのか？

　首をかしげながら消しゴムを受け取ると、先生はほっと胸を撫なで下ろした。

　ケースの中に何か入ってる……？

　ノートの切れ端を畳んだメモが出てきた。

『今日の昼休憩、世界史資料室で待ってるね♪』

　な。

　なんじゃこれええええええええええええええええええええ!?

　待ってるって誰を？

　確認するように俺は柊木ちゃん先生に目をやると、二度ウィンクされた。

　てことは、俺にあてたメッセージってことか。

　資料室で、授業の準備とかを手伝わされるんだろうか……。いや、でも、そうなら普通に言えばいいだろ。

　手の込んだやり方で、人けがなさそうな資料室に、休憩時間呼び出す……。

　──これって、告白される流れではっっっ!?

「うわ。どうしよ」

「何が、『どうしよ』？」

　隣の藤本ふじもとが話しかけてきた。

「い、いや、何でもない」

　あれ。藤本……？　藤本のことは、覚えてるぞ。

　重要なことは忘れたけど、どうでもいい物事、人は覚えているらしい。

　まじで告白されたらどうしよう。

　い、いや、普通に考えてあり得ねえ……。

　先生が生徒のことを好きになるはずがない。

　ポップな感じだったし、どうせ杞憂きゆう。

　午前最後の授業が終わり、柊木ちゃん先生は教室をあとにした。

　結局、面倒な手伝いをさせられることになるんだろう。

　コンコン、と俺が資料室をノックすると、扉が開いた。

「入って、入って」

　俺を促うながし、すぐに扉を閉めて、鍵かぎもかけた。

　な、何する気なんだ……!?

「誠治君？　先生を困らせるのは、感心しないよ？」

　あれ。さっきまでと口調が違う。年頃の女の子みたいな言い方だった。

「消しゴムの伝言拒否きょひ。びっくりしたんだから」

「あ。それは、すみません……先生からの伝言だとわからず……」

「もう。二人きりのときは、先生じゃなくて、春香はるかさんでしょー？」

「春香さん!?　なんで下の名前を……」

「なんでって……付き合ってるからじゃん」

　へえ。俺と柊木ちゃん先生って付き合ってるのか。

「付き合ってるの!?　先生と生徒なのに!?」

「どうしたの、誠治君？　今日、ちょっと変だよ？」

　妹と内緒で付き合いながら、先生とも付き合ってる……!?

　二股ふたまた!?

　俺、何してんだ。

　しかも、どっちも付き合っちゃダメな人だし。

　俺は記憶喪失になっていることを先生に説明した。

「え……。そんなぁ……あたしと誠治君の付き合ってきた数か月の思い出は？」

「数か月も!?　結構続いてるんですね!?」

「敬語禁止ぃいいいいいいいいい！　距離を感じるから……やめて……」

　先生の切なそうな顔を見ると、俺も胸が痛くなった。

　なんでだ。


「いーーーーーっぱい、あたしたちキスしたんだよ？　学校や家や、色んなところで」



「すみません……覚えてないです……」

「うっ、敬語……。こうなったら──」

　俺の首に先生が腕を回す。

「え。ちょっと、何する気ですか」

「あたしがどれだけ誠治君のことを好きか、思い出させてあげる！」

　背伸びして、先生が俺の唇にキスをした。

「ぬあ!?　何ですか、いきなり──!?」

「うむむ……これくらいじゃダメなのか。あ、そうだ。あたしのパンツ見る？」

「見ませんっ！　先生は、変態なんですか!?　どんな提案ですか……」

「ツッコミも敬語……でも、キレは健在だ」

「変な分析しないでください」

「誠治君が、前ほしいって言ってたパンツだから、見たら思い出すかなーって思って」

　ほしい!?　先生のパンツが!?

　変態は俺のほうじゃねぇかあああああああああ！

　すすす、と俺の反応をうかがいながら、膝ひざ丈のスカートを先生はたくし上げていく。

　ごくり。

「やっぱり見たいんでしょ!?」

「ち、ち、違います」

「ガン見だったじゃん。見たくて仕方ないんでしょ？　いいよ、別に。おっぱいだって触ったことあるのに」

　ふぁああああああああああああああ!?

　記憶がないことを、これほど悔しいと思ったことはない！

　ぐふ、ぬううう……。

　手に気を集めれば、感触くらいは……思い出すかも……。

「何してんの、誠治君」

「いえ。何でもないです。全然ダメだ……。思い出せない……」

「けど、思い出してもらわないと、あたしも嫌だなぁ……ラブラブカップルだったのに……寂さびしいよ」

　先生の悲しそうな顔を見ると、ズキン、と再び痛みが走る。

　記憶を失くす前の俺は、先生のことが好きだったんじゃないのか？

　サナさんは、先生といるときほど特殊な気分にならなかった。

　先生の悲しい顔は見たくない。でも、原因は俺なんだよな……。

「時間、なくなっちゃうから、ご飯食べよう？」

　敷いてあったレジャーシートに座ると、とんとん、と膝を叩たたく。

「ここ、おいで？　それとも記憶がないと、嫌かな……？」

「……お邪魔します」

　付き合っているっていうのは、本当らしい。

　横になって頭を先生の太ももにのせると、理由はわからないけど、安らぐ。

　あーん、とご飯を食べさせてもらう。

「あ。唐揚げ、すげー美味うまい」

「でしょー？　今日はかなり気合入れたんだからっ」

　頭を撫でられたりご飯を食べさせてもらったりしてわかった。

　たぶん、付き合っているのは、間違いないだろう。

「実はねー？　昨日の夜から、特製のタレを作ってお肉を浸つけておいたんだよー？　誠治君、喜んでくれるだろうなーって思って、ワクワクしてたんだから」

　先生は、俺のことが好き。

　それと、根拠はないけど、真田誠治も柊木春香さんのことが、好き。

「思い出せそう？」

「全然」

「もうー！　思い出すまでキスしてあげるんだからぁー！」

「わ、ちょっと、やめてください──」

　けらけら、と先生が笑って、俺も吹き出した。

　記憶の有無なんて関係なく、俺は、先生のことが好きになった。
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　俺おれは家庭科部という帰宅部同然のクラブに入っているようで、放課後、サナさんに言われた通り家庭科室へやってきた。

　記憶を失くす前の俺は、妹とも秘密の関係にあったらしい。

「どうしよう……」

「……どうかした」

　小さくて抑揚よくようのない声は、奏多かなたからだった。

　やっぱり覚えている人とそうでない人で分かれるらしい。

　教室の自分の席や、下駄箱げたばこの位置、生物室の場所など、意外と覚えていた。

　家族や恋人、重要な人になればなるほど、関係性やら記憶やらがごっそり抜けている状況だった。

　奏多は、俺のむかいの席に座って、携帯ゲーム機を起動させた。

「……お昼休みのときから、さーちゃんが、ご機嫌。珍めずらしい……」

「え。そうなの？」

「……うん。どうしてかはわからないけれど」

　サナさんは、俺たちの関係は内緒で誰だれにも言ってはいけないって言っていたから、奏多にも教えてないんだろう。

　先生との関係ももちろん秘密だろう。

　誰に助けを求めていいのやら……。

「奏多は、しちゃいけない恋愛って、惹ひかれたりする？」

「……恋愛にあまり興味ないから……ごめんなさい」


「ううん。…………たとえば、妹が本気で兄のことを好きだったとしたら、兄はどうしたらいいんだろう」



「え？　さーちゃん、何か言ったの？」

「え。何かって、何？」


「………………何でもない。……前も言ったけど、異性として好かれているとしたら、きちんとフってあげて。粉々に粉砕ふんさいしてあげることが、兄の優しさだと思う」



　ちら、と俺を見て、また手元の画面に目を落とした。

　前も言われたのか……？

「あ。兄さん、もう来てる！」

「あ、サナさん」

「……サナさん？」

　奏多が眉まゆをひそめた。

「帰りましょう。今日は、サナの部屋でゲームするんだから！」

「いや、俺にも予定ってものがありまして……」

「……敬語？」

　俺を立たせようと手を引っ張るサナさん。同時に、反対側の手を奏多が引っ張った。

「カナちゃん？」

「……誠治せいじ君、なんか変。さーちゃんの機嫌がいいことと何か関係ある？」

「あ、あるわけないじゃないっ。兄さんのことなんか、これっぽっちも関係ないんだから」

「……あるんだ」

「ギク」

　首をすくめたサナさんは、観念して椅子に座った。

　そして、昨日俺に起きた異変を奏多に教えた。

「……なるほど。それで、敬語でサナさん……。……無垢むくな誠治君に、変なことを吹き込んでない？」

「ふ、吹き込んでないわよ！　だ、だいたい、変なことって何よー？」

「……記憶喪失きおくそうしつをいいことに、実は自分たちは恋人同士で付き合っている、とか……」

「ギクーンッ！」

　ビイイン、とサナさんがわかりやすく硬直した。

　吹き込む？　付き合っている？　で、ギクーン。

　ってことは……？

「……さーちゃん、噓うそはダメ。……大好きな兄さんとラブラブしたい気持ちは、ちょっとくらいわかるけれど」

「兄さんとラブラブなんかしたくないし！　なんでサナが兄さんと……」

「ってことは、じゃあ、昨日言ってたことは、噓だったってこと？」

　苦そうにサナさんは顔をしかめる。

「ごめんなさい。昨日のは、噓。ちょっと、からかっただけ。兄さん、簡単に信じるんだもん。こっちが驚いたくらいよ。あ、あり得ないじゃない……」

　つーことは、俺は妹とは付き合ってなかったらしい。

　よかったぁ……二股ふたまたしてるわけじゃなくて。

　サナさんは走って家庭科室から出ていった。

　頰ほおが、濡ぬれているのが見えた。

　もしかして──本気で俺のこと好きだったんじゃ──。

　俺が追いかけようとすると、奏多が首を振る。

「……ダメ。誠治君は、絶対に慰なぐさめちゃダメ」

「どうして？　なんか俺が原因っぽいし、ちょっと声かけるくらい……」

「……ダメ。誠治君に好きな人が……彼女がいるのなら、なおさら追いかけちゃダメ」

　うげ!?　せ、先生と俺の関係を知ってんのか？

「か、彼女って、何のことじゃろう……」

「……動揺しすぎ。……詳しく知らないけれど、彼女がいるってことくらい、わかるから」

　ってことは、相手が先生だってことは知らないようだ。

　よかったぁ……。

「……さーちゃんは、いつも悪者。純粋に好きなだけなのに」

「好きな人がいれば、俺は……真田さなだ誠治は、相手にしないだろうな」

　気づきもしないかもしれない。

「……うん。実際そう。けど、さーちゃんにも悪いところがあるから。……たぶん、さーちゃんもわかっているはずなのに、鈍いのを装って認めようとしないから、どんどん傷口が広がって……ともかく、さーちゃんは任せて」

　鞄かばんを摑つかんで、奏多が家庭科室を出ていく。

「……人間関係って、タイヘン」

　ぽつっと最後につぶやいた。

　よくよく考えてみれば、携帯のメールは『柊木春香ひいらぎはるか』だらけだし、着信もそうだった。

　同じ家に住んでいるから連絡を取る必要がないのかと思ったけど、付き合ってもないし恋人でもないのなら、納得いった。

「あれー？　真田君一人？　今日は活動日だったはずだけど……」

　先生が、きょとんとした顔でやってきた。

　目が合うだけで嬉うれしい。

　本格的に、真田誠治はこの先生のことが好きらしい。俺もだけど。

「色々あるみたいで、帰ったっぽいです」

「そっか、そっか。あたし、仕事すぐに終わるんだけど、夕飯、食べてかない？」

「え。いいんですか？」

「うん」

　記憶のないままの俺で先生はいいんだろうか。

　疑心暗鬼になりながら歩いて帰っていると、ちょうど通りがかった先生の車に拾ってもらった。

　雨がフロントガラスを叩たたく中、俺は車内で思いきって訊いてみた。

「先生は、俺と本当に付き合ってるんですよね？　この状態、嫌じゃないんですか？」

「うーん、違う人といえば違う人だけど、記憶がなくても、誠治君は誠治君なんだって昼休憩でわかったから。嫌じゃないよ？」

「え。どこが俺っぽかったです？」

「ツッコミのキレ」

「そこ!?」

「それもあるし、うふふ、あとは内緒。付き合う前を思い出したよ」

　先生はこれはこれで楽しそうだった。俺が元に戻らないかもしれないって、不安にならないんだろうか。

　小綺麗こぎれいなアパートに到着したころには、雨は上がっていた。

「階段、気をつけてね？　雨降ったあとだと滑りやすくなってるから」

「はーい」

「ふぎゃ!?」

　転んだのかと悲鳴に振り返ると、先生は一点を見つめてあわあわしていた。

「あぁ～洗濯物がビシャビシャだ……」

　視線の先には、ハンガーにかけられたシャツやＴシャツやらが干されていた。

　そこには、先生の物らしき色とりどりの下着もあった。

　……え、えろい……。あ、ああいうの、履はいてるんだ……。

　よそ見していると、つるりんこ、と足を滑らせ、階段を転げ落ちた。




◆真田誠治◆




「いってぇ……」

「誠治君!?　大丈夫!?」

　柊木ちゃんが、心配そうに俺をのぞきこんでいた。

　……あれ。

　柊木ちゃんちのアパート？

「大丈夫だけど……春香さん、何してんの……？」

「何してるって……あ、今先生じゃなくて春香さんって言った！」

「うん、二人きりだからね。あ、間違えた。先生」

「言い直さなくていいよ、間違えてないよ！　合ってるから！　もう、わざとでしょー？」

　怒った顔で、柊木ちゃんが俺のほっぺを軽くつまんだ。

　紗菜さなにクッションでぶん殴られたところまでは覚えてるんだけど、そのあとがさっぱりわからない。

　制服着てるし、柊木ちゃんちのアパートにいるし、わけがわからん。

　携帯を見てみると、日付は俺の記憶から一日ほど先に進んでいた。

　タイムリープしたのかと思ったけど、そうじゃないらしい。

　柊木ちゃんちに上がらせてもらい、何が起きたのか聞かせてもらった。

「記憶喪失ねえ……信じらんねえ」

　タイムリープしてる俺が言うのもどうかと思うけど。

　ソファの隣に柊木ちゃんがやってくる。

「初々しい誠治君に戻ってて、反応が一回一回可愛かわいかった……♡」

　どこに萌もえてんだ。

「心配にならなかった？　俺が元に戻らないかも、って」

　くす、と笑って、柊木ちゃんは、俺の腕に腕を絡からませた。

「同じこと訊くんだね。誠治君は誠治君だから、あたしはまた惚ほれ直す自信があったよ」

　ど直球にそんなことを言われると、照れる……。

「誠治君照れてる！」

「照れてない！」

「誠治君は、覚えてないの？　さっきまでのこと」

「うん。全然。……けど、俺も、記憶を失くしても、また春香さんを好きになる自信があるよ」

「もお……すぐそういう、あたしが嬉しくなるようなことを言うんだから」

　もう片方の腕を俺の首にまわし、吐息が触れるような距離になると、お互いに目をつむる。

　温かくて、柔らかい柊木ちゃんの唇の感触がして、ちゅ、と音が鳴った。

「どっちの俺がよかった？　記憶ありとなし」

「今の誠治君♡」

　また降り出した雨にも気づかないまま、イチャついた。

　家に帰ると、紗菜になぜかよそよそしい態度を取られたけど、概おおむね俺の知っている元の生活に戻った。
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　ジャンケンで負けた俺おれは、一〇月の頭にある体育祭の実行委員の一人になってしまった。

　前回の高二の体育祭なんて、俺は別にいいところもないし、いいところを見せる相手もいなかったので、恥をかくこともなく無事に終わった。

　さて。今回はどうなることやら。

　放課後、生物室に実行委員は集合とのことで行ってみると、柊木ひいらぎちゃんがいた。

　そういえば、体育祭役員の先生になったって言ってたっけ。

「あ。真田さなだ君も実行委員？」

　嬉うれしそうなオーラを振りまく柊木ちゃん。

　……主人を見つけた飼い犬みたい。

「ジャンケンで負けたので」

「へえ、そっかそっかぁ」

　ニマニマと笑って、『あたしが役員の先生だから実行委員になったんでしょ？　わかってる、わかってる』とでも言いたそうな顔をする。

　いや、申し訳ないけどジャンケンで負けてなっただけだから。

　全クラスの実行委員が揃そろうと、柊木ちゃんが説明をはじめた。

「基本的には、みんなにはプログラムがスムーズに進行できるようにお手伝いをしてもらいます」

　簡単に言うと、小道具の準備やら片付けといった雑用係だ。

　だいたいのプログラムはもう決まっているので、外の倉庫に行き、どの競技にどの道具を使うのか、というのをプリントを手に確認しながら、柊木ちゃんは説明していく。

「──で、玉入れが終わったときに、このおっきな棒？　みたいなのは下げてください」

　くるっと、生徒たちを振り返る柊木ちゃん。

　毎回説明が終わるたびに、『誠治せいじ君、あたし今仕事頑張ってるんだよ！』っていうドヤ顔はやめなさい。

　俺たちも同じプリントを持っているので、どこに何を設置してどこにしまうのかも、グラウンドの地図が描かれていて、かなりわかりやすい。

　柊木ちゃんがこのプリント作りにひいこら言っていたので、七割くらい俺が作ったプリントだけど。

　近くの体育館からは、バスケ部とバレー部が威勢のいいかけ声を出しながら練習をはじめた。

「そんなに難しいことじゃないので、お手伝いよろしくお願いします」

　柊木ちゃんが最後に軽く頭を下げると、実行委員の生徒たちも「おなしゃーす」と適当に挨拶あいさつを返した。

「先生はまだ確認することがあるので、ここで解散してください」

　ぞろぞろ、と生徒たちが出ていき、俺だけが残った。

「真田君、解散だよ？」

「手伝うよ。何を確認するの？」

「……そ、そうやって他の女子にも優しくしてるんでしょ!?　先生、迂闊うかつにも今ときめいたんだから！」

　何を大声で言ってんだ。

　扉が閉まっているので、俺は一安心する。

「無差別にときめきを振りまくのは、誠治君の悪いところだよっ」

「クラスの女子とはほとんどしゃべらないから安心して。ときめきも振りまいてないから」

　……ときめきを振りまくって、なんだ。

　不思議なワードに改めて俺は首をひねった。

「玉入れのお手玉数えるね」

「そうやってはぐらかして──お願いします」

　黙々と作業をして、ひと通り確認し終わった頃に気づいた。

　そういや、扉、ずっと閉まってるけど……？

　まさか……まさか、ねえ……。

　持ち手に指をかけて引いてみる。

　ガシャン。

　び、びくともしねえ！

「春香はるかさん、鍵かぎかかってる。外から」

「ほんとーっ？　じゃ、二人きりでしばらくゆっくりできるね♡」

「ポジティブッ!?」

　ここは、今部活をしているバレー部もバスケ部も道具を置かない、どちらかというと物置に近い倉庫だ。

　このままじゃ……閉じ込められたままだ。

　鍵は柊木ちゃんの手にあるけど、外にある錠前を開けるための鍵なので、今持ってても扉は開けられない。

　てことは、解散した生徒たちを見たどこかの気の利きく先生が、ご丁寧ていねいに開いている扉をお閉めになられたってことか……!?

　薄暗いところで黙って確認作業をしてたせいで気づかなかったんだ。

「誠治君、誰だれも来そうにないね……」

　ぺたん、と重ねられたマットに柊木ちゃんが座った。

　しばらく二人きりになれるのはいいけど、外に出られないんじゃ不安にもなるだろう。

「今度からここ……二人きりになるときに使えそう……！」

「ポジティブッ！」

「マットが埃ほこりくさいの癪しゃくだけど、ごろんって横になれるよ♪」

　この時間を楽しむ気満々だ……！

「俺の携帯は、生物室に置いてきた鞄かばんの中だし、春香さんは？」

「あたしのも職員室の引き出しの中」

　助けを呼べない絶望的な状況だった。

　窓は小さすぎて、人が出入りできそうな大きさじゃないし、どうしよう……。

「出たあとは、マットを干して、シーツを買って──」

「快適にしようとすんな」

「たぶん、帰ってこないあたしに気づいた他の先生が探しに来てくれると思うけど……いつになるだろうね」

　相変わらず口調はのん気な柊木ちゃん。マットに横たわると、とんとんと隣を叩たたいた。

「ここ、おいで。添い寝したげる♪」

「いや、そんなことしてる場合じゃ……」

「……嫌？」

「……」

　ごろん、と柊木ちゃんの隣にお邪魔した。

「何してんだ俺!?」

　柊木ちゃんの甘やかしスキルは世界最強だった。

「そんなケンケン吠ほえないの。大丈夫、大丈夫」

　一応、他の先生が来てくれるかもしれないっていうのなら、ジタバタしても無駄か……。

　柊木ちゃんと同じように助けを待つことにして、ぬいぐるみのように柊木ちゃんにぎゅっとされていた。

　……安らぐ。

「……っ」

「？　どうかした、春香さん」

「う、ううん……ただ、ちょっとおトイレ、行こうかなって思って」

「トイレって……あるわけないでしょ。倉庫に」

「だ、だよね……」

　声が裏返っていた。

　──あ。もしかしてギリギリ!?

　顔が強張こわばって、異常にまばたきの回数が増えてきた。

「っ……、れ、かも……」

「え、何？　大丈夫？」

　ぷるぷる、と首を振った柊木ちゃん。

「れ、ちゃうかも……」

「れちゃうかも？」

「漏もれちゃうかもぉおおおおおお！」

　顔を赤くして、うっすら目に涙を浮かべる柊木ちゃん。

　もじもじ、と足を動かしはじめた。

「だ、誰かぁああああああああああああああああああ！　いませんかああああああああああ」

　俺が慌ててドンドンドン、と扉を叩いてもうんともすんとも言わない。

　いい年したレディに漏らさせるわけにはいかない。

　それが愛いとしの彼女となればなおのこと。

　必死に助けを呼んでも、人の気配すら感じられなかった。

「せ、誠治君……あ、あまり大声出すと、響いて……」

「あ、ごめん」


「あっ……っ」



「え、何!?」

「ちょ、もう……」

　鼻をひくひくさせて涙目の柊木ちゃんは、もはや表に出せない顔になっていた。

「漏らしたあとは、誠治君を殺してあたしも死ぬぅううううっ」

「頑張れ！　そんで、さりげなく俺を巻き込むな」

「ふみぃぃいいいええええええんっ、もう、あたし、頑張れないぃいいい……」

　精神的にも限界を迎えそうな柊木ちゃんが、ついに泣き出した。

　そのとき、ガチャガチャ、と扉から物音がした。

「さ、サナ待ってたのに。兄さん、全然昇降口来ないんだもん……！　兄さん、いるんでしょー!?」

　がら、と扉が開いた。


　スンッッッ──……！



　忍しのびのような俊敏しゅんびんさを発揮した柊木ちゃんが、一瞬で体育倉庫から姿を消した。

「ふわあ!?　な、何今の!?　ニンジャ!?」

「紗菜さなぁあああああ！　助かった！　俺じゃなくて……主に……ニンジャが」

　がしっと抱きしめる。

「やあああああ!?　な、何してるのっ!?　離れなさいよっ、兄さんのバカ、変態、シスコン！」

　じたばた暴あばれるので、俺は紗菜から離れた。

「なんであっさり離れるのよ！」

「どうしろと」

「もういいわよ……」

　ふん、と髪の毛を払って整えた紗菜は、「帰ろ？」と言って歩き出した。

　帰り道で訊いたところによると、たまたま俺たち実行委員が体育倉庫に入るのが見えたそうだ。

　けど、俺が全然出てこないから変だと思って、鍵を借りて開けたらしい。

「もう、手間のかかる兄さん。感謝してよね？」

「へいへい、ありがとありがと」

　柊木ちゃんは、感謝してもし足りないくらいだろう。

　受信した柊木ちゃんからのメールには、ニッコリマークの絵文字だけあった。

　どうにか間に合ったらしい。

「紗菜、ジュースおごってやる。アイスでもいいぞ？」

「何よ、珍めずらしい……」

　不審そうにする紗菜だったけど、遠慮容赦えんりょようしゃは一切なく、アイスもジュースもお菓子も、合計五〇〇円近くおごるはめになった。
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　体育祭当日を迎え、いつもは殺風景なグラウンドが、今日に限り大賑おおにぎわいだった。

　休日に開催しているし、近隣住民にとってはちょっとしたお祭り感覚で見に来る人も多い。

　七面倒な開会宣言だの校長からのありがたいお言葉だの、儀式めいたプログラムが終わり、いよいよ競技がはじまる。

「おーい、空あき巣す君！」

　ぶんぶん、と一般の観覧席で、手を振る少女がいた。

　夏海なつみちゃんだった。

「受験生、こんなところで油売ってていいの？」

「いいの、いいの。ウチ、推薦すいせんで進学するから。ま、ともかく、今日は頑張ってね！」

　にしし、と夏海ちゃんは白い歯を見せる。

　笑う気で来てるな、この子……。

「兄さん？　誰だれか知り合いが来てるの？」

　体操服姿で赤のハチマキを巻いた紗菜さながやってきた。

「あー。紗菜ちゃん！　はろー」

「うえ、なっちゃん……ち、違う学校の人は来ちゃダメなんだから！」

　そんな規則ねえよ。

「紗菜ちゃんが頑張るところ、見に来たの」

「フン。言っておくけど、サナ、超運動得意だから見せ場ありまくり。そこで見てるといいわ」

「えー？　うっそだー」

「噓うそじゃないわよ！　見てなさい。サナが出る種目は全部一位獲ってやるんだから」

　フシー、と鼻息を荒くして、紗菜は自分のクラスのほうへ戻っていった。

「紗菜ちゃんって、煽あおるとどんどん挑発に乗ってくるから面白おもしろいよね？」

「夏海ちゃん、人の妹で遊ばないでくれ」

「でも、びっくりだ。貧乳だから水着はそれほどだったけど、体操服とハチマキ似合いすぎ」

　紗菜はよく言えばスレンダーな体形だから、何を着ても似合う。

　って、藤本ふじもとが言っていた。

　夏海ちゃんに別れを告げ、俺おれも実行委員の仕事をこなしつつ、出番を待つ。

　柊木ひいらぎちゃんは柊木ちゃんで、役員の仕事で忙しそうにしていて、競技を見るどころじゃなさそうだった。

　俺が出るのは、借り物競争とパン食い競争。実行委員っていうのもあって、他の人より出る種目が少ないので正直助かった。

『次の競技は、借り物競争です。出場者は位置について、スタートのそのときまで、己おのれと語らってください』

　放送部のアナウンスの声が変わり、イケメンボイスになった。

　よくわからんコメントがあったけど、とにかく、俺の出番だ。

　トップバッターだから緊張するなぁ……。

『──今回より、実況は二年Ｂ組、藤本でお送りいたします』

　おまえかよ！　何してんだ。イイ声だな！

　……放送部だったっけ？　陸上部だったような……。

　ああ、何回か一〇年後と往復しているから、多少変わってるのか。

　ふと気づくと、さっきまでそこにいたはずの柊木ちゃんの姿が見えない。

　首をかしげながら俺はスタート地点にむかう。

『真田さなだ選手、首をかしげてないでスタート地点に行ってください。気になるあの子でも探してんのかＹＯ☆』

　イケボ藤本のやや鼻につくアナウンスに促うながされ、俺は小走りでスタート地点につく。

　そのとき、ササササ、とコース上に黒い影が現れ、ザザザザザ、と風のように去っていった。

　……ていうか柊木ちゃんだった。

　放送席の藤本に、何かを伝えている。

　不思議に思っているとスタートのピストルが鳴り、同組の三人とともにコースをまっすぐ走って、伏せカードの場所までやってきた。

　左から順に、普通のカード、普通のカード、ハートのカード、普通のカードと並べられている。

　あ、怪しい……。ていうか、道具の中にあんなカードはなかったはず。

「頑張ってぇ～！」

　柊木ちゃんがぴょんぴょんジャンプしながら、俺を応援していた。

　手にはやっぱりハンディカメラ。

　また撮ってんのかよ……。

　どう考えてもおかしいカードはみんな避け、普通のカードを取っていく。

　くっ。普通のカード取り損ねた……！

　みんながカードを確認する。

「え？　赤い物？」

　普通だ。

「イケメン？　誰かいたっけ」

　普通だ。

「いねえだろ、こんなヤツ。──タイムリープして青春をやり直してる人とか」

　俺だ。

　で、俺が取らざるを得なくなったハートのカードは……。あぁ、嫌な予感しかしない。


『おおおっと、真田選手が手にしたのはスペシャルカァァァァゥドッ！』



　藤本のうるさい実況を聞き流しながら、カードの裏を確認する。

『好きな人♡』


『出ましたぁあああああああああ！　好きな人カァァァァドゥゥゥ！』



　仕込んだカードはこれか!!

『さあ、さあ、真田選手どう出る──!?　ボケに走るか、ガチで連れてくるか──!?　ガチとなれば、公開告白も同然んんんんんんんんんんん！』

　こんな公衆の面前で、柊木ちゃんはさすがに──。

　ここは、保健室のおばあちゃん先生か──いや、体育教師の駒田こまだのほうがウケるんじゃ──。

「おーっほん！　ごほん、げほげほ！　おーっほん！」

　柊木ちゃんが、すげーわざとらしい咳せきをしている。

　それに加えて、俺をガン見をしてくる。

『あたし以外にいないでしょ』って言いたそう。

　先生、真顔がちょっと怖いです。

「あー！　サナ！　次の競技の準備しないとー！」

　紗菜が棒読みで、一歩歩くごとに俺をチラ見していく。

「ぷふーっ！　紗菜ちゃん、アピール下手くそっ！　どんだけ選ばれたいの、ウケるっ」

　観覧席の夏海ちゃんは手を叩たたいて大笑いしていた。

『親友であるこの藤本も！　その選択肢に含まれておりますううううううううううう！』

　※含まれておりません。

　俺が迷っている間にも、他の三人は相手を見つけて戻ってきた。

　タイムリープしてる人見つけたの!?

　ええい。もうこうなったら──。

　俺はコースを外れて、柊木ちゃんのところへ一直線に走っていく。

「先生、お願いします！」

「そ、そんなぁ、恥ずかしいなぁ……」

　自分で仕込んでおいて、あんなにアピールしておいて、いざとなったら照れるってなんだ!?

「早く」

「うん♡」

　柊木ちゃんの手を引っ張って、コースに戻った。

『真田選手が選んだのぅはぁああああああああああ！　才媛さいえんにして全男子憧あこがれのお姉さんんんんんんんんん、柊木先生だぁあああああああああああ！』

　わあ、と場内が盛り上がりを見せた。

　手を繫つなぎなおして、俺たちはゴールを目指す。

『何だかんだでオレだと思ってたのに！　オレじゃねえのか、真田ぁあああああああああああああ』

　何なんだその自信。てか、ちゃんと実況しろ。

　スピーカーがキーンってなったぞ、キーンて。

　柊木ちゃんが近くにいたこともあって、俺たちは見事一着になった。

　変な目で見られるかなーと思ったけど、そんなことはなく、先生と生徒が付き合っていたとしたら、堂々とこんなことはできないだろうから、逆に角の立たない選択となった。

　藤本の『全男子憧れの』っていうフレーズも、無難な選択だったという印象を後押しした。

「一着だね！　これは、愛の力ってやつかな!?」

「先生が近くにいたおかげでしょ？」

「もぅ、夢がないなぁ……」

　冷静な俺のコメントがつまらなかったらしく、柊木ちゃんは小さく頰ほおを膨ふくらませた。

「ま、いいや。あとで動画編集して、誠治せいじ君が赤くなって困ってるところから、あたしのところにむかってくる映像、ずっとループするようにしちゃお♡　それ見ながらお酒呑のんじゃおっと」

　俺の照れ映像を肴さかなにすんじゃねえ。
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　プログラムはつつがなく進行していき、紅組と白組の応援合戦の時間となった。

　俺おれたち実行委員が準備をしなくてもいいプログラムなので、座って眺ながめていると、学ラン姿の奏多が、長い紅組のハチマキを巻いて出てくる。十数人の紅組男子があとに続いた。

　奏多かなた、学ラン似合わねぇええ……。

　あれ、あの恰好かっこうをしてるってことは……？

　どどん、と太鼓が鳴って、奏多がそれらしき動きをする。


「……ふれー、…………ふれー、…………あ、か、ぐ、み……」



　声ちっちゃ！

　やらされている感がすごい！

　放送部、マイク貸してあげて！

　適材不適所すぎんだろ。誰だれだよ、やらせてるやつ。

　てか、奏多……。断る勇気！

　人には、向き不向きってあるからね？

　無事（？）に応援合戦が終わり、昼食の時間となった。

「空あき巣す君、ご飯どうするのー？」

　観覧席近くを通り過ぎようとすると、夏海なつみちゃんが尋ねてきた。

「昼飯は、紗菜さなと一緒に食べるけど？」

「春ちゃんがお弁当作ってきてくれたんだよ。一緒にどうー？　てかこれ、量的にも空き巣君の分も絶対にあるよ……」

　ずいっと夏海ちゃんが包みを持ち上げた。

　四段くらいの重箱で、相当気合を入れて作ったらしい。

　あっちの木陰こかげで待ってるから、と俺の返事も聞かずに夏海ちゃんは行ってしまった。

　返事は決まっているので、俺も紗菜を見つけて一緒に木陰へむかう。

　奏多は「……親が私の晴れ舞台を見にきているから、一緒に食べる」とのことで、別行動。

　晴れ舞台って、アレでいいのか……？　相変わらず、奏多は謎なぞだ。

　見覚えのあるレジャーシートを夏海ちゃんが敷いていた。

「おつー」

　と、紙コップに入れられたお茶を受け取る。

「うん、ありがとう」

「……」

　紗菜が、さっきから全然口を利きかない。

「紗菜ちゃん、何、どしたの？　怒ってる？」

「別に……怒ってないわよ……」

　ししし、と笑った夏海ちゃんは、わざとらしく「わかったー！」と声を上げた。

「紗菜ちゃん、お兄ちゃんの『好きな人』に選ばれなかったから、拗すねてるんでしょー？」

「ち、違うからぁっ。なんでそんなことでサナが拗ねないといけないの？」

　ぷい、と顔をそむけると、ちょうど渦中かちゅうの柊木ひいらぎちゃんがやってきた。

「はぁ～、疲れた……体育祭の役員なんてやるもんじゃないよ……もぅ……」

　へとへとの柊木ちゃんはぐいっとお茶を呷あおった。

「先生、お疲れ様」

「うん、ありがとう」

　柊木ちゃんも紗菜の不機嫌に気づいた。

「紗菜ちゃん、どうかした？」

「……」

　相変わらず、俺の妹様はむすっとしてらっしゃる。

「空き巣君の『好きな人』に、自分じゃなくて春ちゃんが選ばれたのが納得いかないみたいだよ？」

「そ、そんなこと、サナ言ってないわよ！」

「わかりやすいなー、もう……」

　苦笑する夏海ちゃんと口をへの字に曲げている紗菜の脇わきで、俺は柊木ちゃんに、あれこれよそってもらった取り皿をもらい、ぱくぱくと弁当を食べはじめた。

「どう、真田さなだ君？」

「うん。冷めてても美味おいしい」

「よかった♡」

　あははは、うふふふ、といつもの雰囲気でいると、ついに紗菜がキレた。

「兄さんが鼻の下伸ばしてるのが、サナは気に食わないのぉおおおおおおお！」

　紙コップをすぽっと抜いて、次々に俺に投げつけてきた。

　すぽっ。ぴゅん。

「いた!?」

「何よ、まんざらでもなさそうな顔しちゃってっ！」

　すぽっ。ぴゅん。

　すぽっ。ぴゅん。

「わ。こら、やめろ、バカ」

「何よ何よ、さっきのやりとり。『美味しい』『よかった♡』って！　ニヤニヤしながらカップルみたいなやりとりしないでっっっ」

　すぽ、すぽ、すぽ。ぴゅんぴゅんぴゅん！

「いででででで」

　カップルだからしゃーないだろ。

　柊木姉妹しまいもたぶん同じことを思っただろう。

「あ、いいこと考えた！」

　はいはい、と夏海ちゃんが挙手をする。

　絶対『いいこと』ではないだろうな……。

「納得いかない紗菜ちゃんＶＳ『たまたま』選ばれた春ちゃん。一般参加オーケーの障害物競争で、勝負したらいいんだよ」

「おいおいおい、煽あおるなって……」

「やってあげるわよ!!」

　わー、さっそく食いついた。煽り耐性ゼロだな、こいつ。

「えー。あたし、役員で忙しいんだけど……」

「先生、逃げるの？」

　紗菜は戦闘モードで、柊木ちゃんは困り顔。

　教師としてお仕事があるんだから、結局、流れるだろうな、この勝負。

　俺が胸を撫なで下ろした瞬間だった。

「勝者は、空き巣君に何でもひとつだけ、言うことを聞いてもらう！　これでどうっ!?」


「やるっっっ！　柊木春香はるかの、四年に一度の本気を出すときが来たみたい……！」



　柊木ちゃんの本気が見られるのは、オリンピックと同じ周期らしい。

「兄さんに言うことを聞かせるとか、そういうのはどうでもいいんだけどね。どうでも。……とにかく、サナは全力で先生を倒す……！」

　ガルルルル、と紗菜は唸うなって柊木ちゃんと火花を散らしている。

　柊木ちゃんも本気のようだ。

「紗菜ちゃん、真田君は、無難な選択をしただけなんだから、それを怒るのはお門違いだと思うよ？　むしろ、妹を選んだほうが変だと思う。シスコン、きもっ、て他の人たちから思われたかもしれないんだよ？」

「シスコンでキモイのは本当のことなんだからいいでしょ」

「おい、妹。噓うそで大げさで紛まぎらわしいとジ○ロに訴えるぞ」

　ぷふふ、と夏海ちゃんはめちゃくちゃ笑ってる。

「超楽しみ」

　煽るだけ煽って、この人は……。本当にイイ性格をしている。

『まもなく、障害物競争をはじめます。参加希望者はスタート地点にお集まりください』

　アナウンスを聞いた紗菜と柊木ちゃんは立ち上がってスタート地点にむかってしまった。

「楽しむのはいいけど、俺を巻き込むなよ」

「いーじゃん。紗菜ちゃんが勝っても、あの性格だから意地張って大胆なことは言わないだろうし」

「先生が勝ったら？」

「夜眠れないかも……」

　おいおい。

　障害物競争は、昼休みの余興よきょうのようなもので、二〇人ほどが参加をしていた。

　どんどんレースが消化されていき、柊木ちゃんたちの出番になった。

「どっちを応援するの？」

「運動神経は、紗菜のほうがいいだろうから、先生」

「春ちゃん、からっきしだからねぇ」

　パン、とピストルが鳴らされスタート。

　最初の直線で一気に紗菜が抜け出した。


「絶対に、負けない……ッ！」



「あたしも、負けないんだから……！」

　腕を懸命に振って走る柊木ちゃん。

　どんどん紗菜や他の人たちと距離があいていった。

「遅っ！」

　歴史に名を刻めるレベルの走力だった。

　網の中をくぐったり、平均台の上を歩いたり、ぐるぐるバットで回ったり、数々の障害をクリアしていく紗菜。

　遊びの競技にアスリートが来ちゃったくらいの温度差だった。

　柊木ちゃんはというと、ぐるぐるバットゾーンで目を回してぶっ倒れていた。


「きゅぅぅ～……誠治せいじ君……」



「ぷふ、ふふ……春ちゃん、超ウケる……」

　夏海ちゃんは、ぺしぺしと地面を叩たたいて笑っていた。

　姉と妹でなんでこうも性格違うんだろう。

　柊木ちゃんは相手と挑んだ競技が悪かった。

　紗菜はぶっちぎりの一位でゴールして、本気のガッツポーズをしていた。

「サナたん、カッコいいー！」

「今日もサナたん、細ぉーい、脚綺麗きれいっ」

「さすがサナたん！」

　クラスの女子たちに声をかけられるにつれて、どんどん紗菜が小さくなっていった。

　サナたんって呼ばれてるらしい。

「は、恥ずかしいから、サナたんって呼ばないで……っ」

「キレカワのサナたん！」

「うるさーいっ」

「いいよ、ツンデレのキレ具合、今日もいいよ！」

「だ、誰がツンデレよーっ！」

　照れ隠しに怒ってみせると、紗菜がこっちに戻ってきた。

　柊木ちゃんは、ふらふらになりながらもどうにかゴール。

「やっぱり紗菜が勝ったか」

「運動は得意だから。けど、先生はちょっとヒドいかも……」

「紗菜ちゃん、どうするの？　お願い一個だけ聞いてくれるんだよ？」

　てか、俺はお願いを聞くことは全然了承してないのに。

　うーん、と考えて紗菜がくすっと笑った。

「考えておく。……兄さん、覚悟しておいてね？」

　何させる気だ、こいつ。

　ぜいぜい、と息を切らせた柊木ちゃんもどうにか帰還。

「紗菜ちゃん、速すぎ……」

「先生は遅すぎ」

「あたし、運動は苦手だから……」

　大きく息をついて、柊木ちゃんが座り込んだ。

「じゃ、どうして受けたの？」

「うーんとね、紗菜ちゃんと仲良くしたいから」

　にこっと微笑する柊木ちゃん。

　紗菜が目をそらした。

「サナだって、別に、嫌いじゃないから、仲良くしてもいいけど……」

「ありがと。ぎゅうー」

　柊木ちゃんが紗菜に抱きついた。

「や、ちょっと、何!?　やめてってば」

「やだ、やめない」

「もう……しょ、しょうがないわね……」

　楽しそうな二人を見て、夏海ちゃんがぼそっと言った。

「春ちゃん、無敵でしょ？」

「うん。敵かなわねえ」

　勝負には負けたけど、大勝利した柊木ちゃんなのだった。
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　体育祭実行委員をやっているから、俺おれが出場するパン食い競争っていうのが何なのか詳しく知っている。

　正確に言えば、パン食いもするよって感じの障害物競争だ。

　最初の関門は、マシュマロ探し。小麦粉が敷かれたバットの中に顔を突っ込んで、一個食べる。

　その次は、牛乳の早飲み。

　で、ようやく最後にぶら下がったパンをくわえる例のやつだ。

　リレーとかガチな競技に比べて、注目度も低いし気楽な競技だった。

　レース中はところどころ笑いも起きていたりして、和気あいあいとした雰囲気だ。

　そしてようやく俺の組に順番が回る。

　実況はさっきからずっと藤本ふじもとだった。割とマジメにやってるなー、なんて思っていたら、コース上に謎なぞの影がサササと現れ、ザザザザ、と去っていった。

　ていうか、柊木ひいらぎちゃんだった。

　また何か細工したな？

　藤本に軽く耳打ちしている。距離が近いぞ、距離が。藤本が鼻の下伸ばしてるから。

　位置につくと、ピストルが鳴らされた。

　俺含め四人が走り出し、最初の関門、マシュマロ探しにやってくる。

『横一線のスタートを切りました。誰だれが最初にこの関門をクリアーするのか──！』

　バットに顔を突っ込む。その瞬間、横にメモが置いてあるのが見えた。

『小麦粉は、いっぱいつけてね！』

　差出人は、柊木ちゃんだろうけど、どういうことだ？

　マシュマロをくわえてそれでおしまいなのに。

　小麦粉で顔が白くなるのもやむなし。

　マシュマロを探していると、ようやくみつけた。

　ぐにゅ、ってしてて、なんだかずいぶん肉感が……。

「は？」

　くわえたそれを、思わず手の上に置いた。

「な、なんじゃこれぇええええええええええええええ!?」

　小麦粉が丁寧ていねいにまぶしてある鶏肉だった。たぶんもも肉。


『本日のスペシャルコォォォォォォゥゥス！　外枠第四コースのみ、他のコースと別の物が用意されております！』



　カサカサ、と手元のメモを藤本が読み上げる。

『第一関門で見つけた鶏肉をくわえたまま、第二関門へ進んでください！』

　普通にマシュマロでよかったんですけど。


「やーっ！　せい……顔白いっ！　小麦粉だらけ。可愛かわいいーーーーっ」



　名前を出そうとしてギリギリ踏み留まったらしい。

　ハンディを手にした柊木ちゃんが近くで飛び跳ねている。

　くそ。さっさと終わらせてやる……！

　やや後れを取った俺は謎の鶏肉をくわえたまま、第二関門へ急ぐ。

　長いテーブルの上に用意されていたのは、コース内側から、牛乳、牛乳、牛乳、カセットコンロ上にある熱々の油。

　外枠第四コース、明らかにおかしいんですけど!!

　家で母さんが揚げ物を作るときに見かけるセットが置いてあるんですけど！

『さあ、外枠第四コース──真田さなだ選手は、くわえた鶏肉を熱々のサラダ油の中に入れてくださいっ！』

　……まさかとは思うけど、これって……。

　くわえてきた鶏もも肉をイン。

　ぱちぱち、といい音を立てはじめた。

　美味おいしそう……。

　他の三人はまだ牛乳をストローで飲んでいるところだ。

「よし、俺はこれだけでいいんだな!?」

『真田選手は、そのままきつね色に仕上がるまでその場でお待ちください！』

「おかしくない!?　もうこれ、競争じゃなくない!?　俺だけスペシャルすぎんだろ！」

『え～、手元の資料によりますと、目だけに頼らず、温度計を使って中心温度が六五度を目安にすれば美味しい唐揚げに──』

　だと思ったわ！

「パン食い競争中に何作らせてんだ！」

　ちゃんと温度計も菜箸さいばしも皿も用意されてるし!!

　みんなが牛乳を飲み終えて走り出すのに、俺だけ、こんがり揚がる鶏肉を見つめていた。

　ええっと、温度計で……六五度……、あ、まだ低い。

　ぱちぱち……。


「………………」



　場内がざわつきはじめた。

　たぶん、説明をよく聞いてなかった人たちだ。

「「「「パ、パン食い競争中に唐揚げ揚げとるぅううう!?」」」」

　俺だって、揚げたくて揚げてるわけじゃねえんだよ！

　くそう……。あ、やった。六五度になった。

『え～、真田選手は、その熱々の唐揚げを持って、第三関門にお進みください』

「もうパン食い競争関係なくね!?」

『クレームはやめてください、真田選手』

　なんなんだよ、もう……。

　皿に唐揚げをのせて、落とさないように走る。

　他の三人は、袋ごと吊つるされたアンパン目がけてジャンプをしている最中だった。

「あのー、アンパン三つしかないんですけどー？」

　不満たらたらに俺は放送席を振り返る。


『誰がアンパンだけがパンだと言ったぁあ────！　脇わきをご覧くださいぃいいいいいい』



　言われて俺は、アンパンを吊るしてある隣を見る。

　教室でよく見かける机の上に、コッペパンとスプーンの入った容器が置いてあった。

『真田選手は、唐揚げとコッペパンをコラボさせてください！』

　さっぱりわからん。

　ともかく、椅子に座って、コッペパンを見ると、切れ目が入れてあった。

「そぉおおおおおおおいうことかぁああああああ！」

　熱々の唐揚げを切れ目に突っ込んだ。

　コッペパンに唐揚げ……けど、これだけじゃ『美味しい唐揚げパン』とは言えない。


「くそ──！　これだけじゃ、コッペパン一個丸ごとは食えねぇ……！」



『え～、手元の資料によりますと、今日はタルタルソースだよ♪　とのことです』

　スプーンが突っ込んである容器をのぞくと、まさしくタルタルソースが置いてあった。


「これなら、いける────！」



　タルタルソースを全部切れ目に入れた。

　よし、これで。


『か、か────唐揚げパンの、出来上がりだぁあああああああああああ！』



　なんでおまえが一番テンション上がってんだ。

「いっえーいっ☆」

　テンションアゲアゲな柊木ちゃんが拳こぶしを作ってジャンプした。

　パン食い競争って、食うパンを作る競争じゃないからな!!

　可愛いから許すけど。

　場内が、またしてもざわついた。

「「「「パン食い競争中に自分で食うパン作ってるぅうううううう!?」」」」

　柊木ちゃんが作ってくれたタルタルソースのおかげで、コッペパンがどんどん進む。

『真田選手は、唐揚げパンを食べながら、転校初日のヒロインの気分になって──！　曲がり角でぶつかった男子にパンツを見られそうになった気分を予想しながら──！　ゴールを目指してください！』

　言われた通りゴールテープを切る。

　主人公のクラスに転校するヒロインの気分を考えながら。

　もちろん、順位は最下位だった。

「真田君、パンどうだった？」

　柊木ちゃんが、るんるんな様子で近寄ってきた。

「タルタルソース、最強。美味しかった」

「やっぱりー？　自信あったんだ♪」

「変な細工しないでほしかったんだけど」

「だって、市販のアンパンよりも熱々できたてのパンのほうが美味しいでしょ？　食べてもらうんなら、こっちのほうが絶対いいなって思って♡」

　ここまで準備するとは恐れ入った。

「先生、もしかすると尽くすタイプかも？」

「もしかしなくても、そうでしょうね」

　こうして、俺の高二の体育祭（二回目）は、見せ場はないけど幸せなまま幕を閉じた。
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　目が覚めれば現代だった。

　朝起きて、スマホを確認して戻ってきてるってわかった。

　というか、枕元まくらもとにスマホがある時点で日付を見なくても高校時代じゃないというのがすぐに知れる。

　念のため日付を見ると、ちょうど一〇年後だ。

　きょろきょろ、と見回した感じだと、この前柊木ひいらぎちゃんと同棲どうせいしていたときの部屋で、今は俺おれ一人だった。

「朝ごはんできたよー？」

　扉を開けて入ってきたのは夏海なつみちゃんだった。

　大人になった夏海ちゃんは、ショートカットからセミロングになっていて、大人度が増していて、落ち着きのあるレディに見えた。

　夏海ちゃん？　が、どうしてここに……？

「どうかした？」

「は、春香はるかさんは……」

「春ちゃんなら、そこに」

　と、後ろを親指でくいくい、と指を差した。

「俺と春香さんは、同棲してるんじゃ……ないの……？」

「うん。そうだよ？　ウチがパパにめちゃ頼み込んでどうにか許しを得たんだから、感謝してよねー？」

　ししし、と夏海ちゃんがいたずらっぽく笑う。

「あぁ……その節はどうもお世話になりまして」

「いえいえ、こちらこそ……。今はさ、ウチのほうが二人のお世話やお邪魔しちゃってるわけだしね……」

　夏海ちゃんはばつが悪そうに目をそらした。

　あまり俺が見たことのない夏海ちゃんのその表情は、違和感でしかなかった。

　夏海ー？　という柊木ちゃんの声がして、俺と夏海ちゃんはダイニングのテーブル席に着く。

　一〇年後の柊木ちゃんは、やっぱり高校時代と変わってないように見える。

　指輪は……まだしてない。

　ってことは、結婚もしてないんだろう。

　俺の知っている状況より前進はしてないようだ。

　結婚して子供ができて──そんな未来を期待していたけど、そう上手うまくはいかないらしい。

　用意してくれた朝食をさっさと食べ終えると、夏海ちゃんは席を立った。

「バイト、行ってくるねー」

「うん、行ってらっしゃい」

「行ってら……しゃ、い……？」

　バイト!?

　……俺のひとつ上だから二八歳。

　この朝食までの流れからして、たぶん、俺たちの家に一緒に住んでるんだろう。

　ぱたん、と夏海ちゃんが出ていったあと、俺は柊木ちゃんに訊いた。

「夏海ちゃん、バイトしてるんだ？　な、なんか夢でもあったり？」

「ううん。たぶん、違うと思うよ。うちの会社が、大変なことになったのは知ってるでしょ？」

「ごめん、ちょっと忘れてるみたいで……うちの会社ってことは『ＨＲＧ』？　大変なことって？」

　それと夏海ちゃんがバイトをすることに何か関係があるのか？

「簡単に言うと業績不振で潰つぶれちゃったんだけど」

「え!?」

「結構なニュースになったんだよ？　それで、ちょっとお金のことで、色々と大変で……。夏海がこの家に間借りさせてほしいって言ってきたでしょ？」

　あー、そうだったような、と調子を合わせておく。まったく知らんけど。

　柊木ちゃんちの会社が潰れた……？

　タイムリープ前に勤めていた会社が、この未来では潰れているっていうのは不思議な感じだ。

　お金のことで大変ってことは、結構な借金でもできたんだろう。

　実家が大変だと、結婚しようって気にはなれないのもわかる。

「夏海は、あたしたちの邪魔になってるって思ってるから、早くここから出ていこうと頑張ってるんだけど……夏海はあれでも一応元お嬢様だから、苦労することも多いみたいで、あんまり上手くいってないみたい」

　しっかり者のイメージだったけど、実のところは純粋培養じゅんすいばいようのお嬢様で、女子高女子大、就職は実家とお嬢様ルートを歩んできたそうだ。

「誠治せいじ君は、この前、『みんなが幸せな結婚にする』って言ってくれたでしょ？」

「うん」

　俺はたぶん言ってないと思うから、現代にいる俺が言ったんだろう。

　ただ、俺もその気持ちがあることは確かだ。

「今はゴタついてて……うちの家族は、それどころじゃないみたいだから」

「ううん。気にしないでいいよ」

　業績不振って、もしかしてアレが関係していたりして……？

「俺が、高二の夏休みに春香さんのお見合いを邪魔したことあったでしょ？」

「懐かしいね」

「業績不振って、俺が変に邪魔したせいとか……？」

「あはは。関係ないよ。四年前くらいから悪くなったんだから」

　ちなみに今の俺は、車で二〇分ほどの距離にある会社でサラリーマンをしているらしい。

　ザ・平凡の俺だった。

　会社の業績悪化は、さすがに平凡の極きわみである俺がどうこうできる話じゃない。

　いや……待てよ？

　ＨＲＧの元社員の俺……業績悪化……バイト……。

「この未来を知っている俺が、またうちの会社に入社すればいいのか……？」

「誠治君？　何ぶつぶつ言ってるの？」

　俺なら、なんとかできるかもしれない……！

　よし、こい、タイムリープ。俺が過去に戻って会社倒産フラグをぶち折って、幸せな未来に変えてやる！


　……………………。



　あ、あれ。全然こねえ……。

　あのー？　もう大丈夫ですよー？


　……………………。



　前回の同棲がそうだったんだから、現在も、もう色々とやることはやっているんだろう。

「あ、もうこんな時間っ」

　と、言いながら洗い物をする柊木ちゃんを後ろから捕まえた。

　エプロン姿は相変わらず可愛かわいい。

「きゃ!?　……こら。朝は忙しいんだから、め」

　口ではそう言っても、全然嫌がる様子がない。

「せ、誠治君……朝なのに……もぉ……」

　顔をこっちにむけて、朝だっていうのに、大人のキスを交わす俺たち。

　柊木ちゃんのスイッチがオンになった。

　このキッチンで俺は童貞どうていを卒業する──！

　ドキドキしながら、柊木ちゃんのおっぱいを……おっぱい様をお揉もみさせていただく。

　うわ。柔らかい……。ちょっとだけブラジャーのごわってする感触がしたけど。

「ん……っ」

　熱っぽい吐息を俺の耳元でこぼして、柊木ちゃんと俺はちゅるちゅる、と舌を絡からませる。

「時間ないのにぃ……遅刻しちゃうよ？」

　と、俺の心配をしてくれるけど、やめようとはしない柊木ちゃん。

「夏海いるから、えっちなことはお預けだったもんね」

　それどころか。

　俺の背中に回した自分の手を背に回し、ぷつっとホックを外した。

「実は誠治君がこうしてくるの、本当は待ってた……」

　自由になった柊木ちゃんのおっぱい様をもう一度お揉みさせていただく。

「ぁ……ん……っ」

　柊木ちゃんの目が潤んでとろんとしている。

　柊木ちゃんは俺の鼻の頭をつんつん、と指で触る。

「もう、えっち……」

　いや、それはこっちのセリフだ。

　──あっ。

　全身が、ふわあっとするこの感覚はっ!?

　タイムリープの感覚だぁあああ。

「一回だけだよ♡」

　ちょっと待って、我がままもう二度と言わないから！

　先っちょ──、一回だけ！　一回だけでいいからぁああああああああああ!!

　なんでこのタイミングなんだ、タイムリープ！


　ふざけんなっっっっ空気読めっっっ!!









　最後にまばたきをして目を開くと、実家の部屋だった。

「……」

　ベッドで寝ていた俺は体を起こす。

　枕元にあるのはスマホじゃなくてガラケー。

　日付は、体育祭翌日の日曜日。


「クッッッッッッッッッッッソ!!」



　ぼすぼす、と枕まくらを思いきり殴った。

　あとちょっとだったのに……！　こっちの柊木ちゃんは、そういうのは結婚してからって考えだから、ギリギリのところでダメって言われそう。

「はぁ……」

　ため息をついて、ベッドからおりて服を脱ぐ。

　毎回状況がわからないから、未来の俺、書置きとかしててくれねえかな。

　柊木ちゃんちで体育祭お疲れ会をやろうということになっていたことを思い出し、俺は着替えて柊木ちゃんちに行く。

　夏海ちゃんも来るって話だったけど、まだ来てなかった。

　ちょうどよかったので、俺は未来で知った状況を回避するべく、対策を打つことにした。

　甘やかしモードに入った柊木ちゃんは、膝ひざの上に俺を寝かして愛猫のようになでなでと頭を撫なでた。

　昨日の体育祭の話になり、それが途切れたあたりで切り出した。

「春香さん、俺、カフェでバイトしてたでしょ？」

　夏休み以降も、週三日ほどあの店でずっとバイトをしていたのだ。

「うん、それがどうしたの？」

「やめて、別のバイトしようと思う」

「えー、やめちゃうの？　制服似合っててカッコよかったのに」

「そうかな？　それはともかく、やめて、ＨＲＧでバイトしようと思うんだ」

「う、うちの会社？」

　食品の製造、通信販売や通信事業部、保険事業部など、事業は多岐にわたる会社で、取引先企業や系列店はかなりの数にのぼる。

　だから、倒産しただなんて、いまだに信じられない。

　柊木ちゃんは、冗談じょうだんであんなことは言わないだろうから、このままいけば起こり得る未来なんだ。

「うん。春香さんちの会社。たぶん、通信事業部が求人を出してたと思う」

　というか、俺の部署だ。

「く、詳しいね？」

「そこにちょーっと、バイトさせてもらえればな、と思って」

「わかった。それじゃあ、ちょっと聞いてみるね」

「ありがとう、春香さん」

「いいよ、気にしないで。……けど、なんか悪だくみしようとしてない？」

　むにむに、と俺のほっぺをいじる柊木ちゃん。

「してないよ」

　過去、高二のころの俺は、ＨＲＧという企業すら知らなかったし、そこでバイトをしたなんてこともない。

　俺程度がどうこうしたからって、会社の倒産を防ぐ直接の要因にはならないかもしれない。けど、過去が変われば、玉突き状態に未来が変わっていく──。

　そこに期待するしかない。

　起き上がって、柊木ちゃんを抱きしめる。

「どうしたの？」

「ううん」

　俺は、愛してるこの人を幸せにしたい。

　きょとんとしている柊木ちゃんに、俺は誓うようにキスをする。

「あ。誠治君からのキス、嬉うれしい……。じゃああたしからも、お返し♡」

　ちゅ、と柊木ちゃんもキスをしてくる。

　柊木ちゃんとの結婚は遠いかもしれないけど、甘々なこの関係は、ずっと続いていきそうだ。
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　惜しまれながらカフェのバイトをやめた俺おれは、柊木ひいらぎちゃんの口利くちききもありＨＲＧ社の通信事業部でバイトをすることになった。

　タイムリープ前はここに毎日通ってたと思うと、なんだか不思議な気分だ。

　心配性な柊木ちゃんに車で会社まで送ってもらい、一階の受付で懐かしい顔を見つける。

　年齢不詳の工藤くどうさんという綺麗きれいな受付嬢。一〇年前の今でも俺の知っている顔と全然変わらない……。妖怪ようかいの類いかな。

　用件を伝えると社内をあれこれ教えられて、俺のよく知る五階に行くようにと言われた。

　エントランスを歩いていると、ササ、サササ、と影が俺を追いかけてきている。

　ていうか柊木ちゃんだった。

　心配性で過保護な柊木ちゃんは、どうやら、俺がきちんとお仕事ができるか気になるらしい。

「春香はるかお嬢様？」

「うきゃ!?」

「社長に御用ですか？」

「い、いえ、違うんです。今日はちょっと……その、あはは……」

　捕まった柊木ちゃんには構わず、エレベーターに乗り込み、五階の通信事業部へむかう。

　フロアには、俺の知っている人が何人もいた。

　その人たちは、要職に就いているけど、一〇年前だとあれこれ指示を出すだけじゃなくて、現場の仕事をしていた。

　懐かしいような、新鮮な感じだ。

「あ、君が、真田さなだ君？　今日からうちでバイトする」

「うわ、村松むらまつさん！」

「……よ、よくわかったね、名前……」

　あ、そうだ。一〇年前だと初対面なんだった。

　俺がいたころでアラフォーだから、今はアラサーくらいだ。顔が若いし、てっぺんがハゲてない。

　村松さんは、俺のお世話になった直属の上司だった人で、今は役職なしの平社員だろう。

「真田誠治せいじです。よろしくお願いします」

「はい。よろしく。僕は、村松健太けんたです」

　仕事内容などの説明を受けるべく、別室に案内された。

「真田君は、電話オペレーターの経験ってあるかな？」

　通信事業部で、学生がバイトできるとしたら電話オペレーターしかない。

　入社当時、死ぬほどやったから仕事は余裕だろう。

「はい。大丈夫です。商品説明とか、その他の顧客対応……あ、クレーム対応もよくやったんで」

「え。こ、高校生で？　クレーム対応？　す、すごいね……」

　自社で製造している健康食品を通販で売っているので、かかってくる電話を取ってそこでお客さんに案内をする係だ。

　相変わらず真面目まじめな村松さんの仕事のマニュアルや社内ルールなどの丁寧ていねいな説明を聞いて、フロアに戻る。

　指定された席で離席した村松さんを待つことに。

　実務の環境は、一〇年後とほとんど一緒。これなら困ることはないだろう。

「空あき巣すくーん？」

　肩を叩たたかれて隣の席を見ると、夏海なつみちゃんがいた。

　ヘッドセットを頭に取りつけて、口元のマイクをいじっている。

「うわ、何してんの」

「見てわかるっしょー。バイトだよ、バイト。夏休み、暇だからやってたんだよ。もう三か月になるんだよ？　ししし。わからないことがあったら、何でも聞いてね」

　お嬢様のくせに、偉いなぁ……。

「けどまあ、三か月か。夏海ちゃんも、わからないことがあったら俺に聞いてね」

「え？　ああ、うん……？」

　曖昧あいまいに返事をする夏海ちゃん。

「春ちゃんから聞いたけど、本当にここでバイトするんだ？　ウチがここでバイトしてるのも知ってたんでしょ？　春ちゃんだけじゃ飽あき足らず、妹のウチにも手を出そうと……」

「そんなんじゃねーから」

　隙すきあらば俺をからかおうとする夏海ちゃんだった。

　俺用に用意されているＰＣを立ち上げて、専用のシステムを起動させる。ディスプレイの縁にＩＤとパスワードのメモがあったのでそれを入力して準備オッケー。

「なんか、手慣れてるね……」

「まあね」

　マニュアルやら何やらをプリントしてきた村松さんが戻ってきた。

「真田君、これマニュアル。まず、チュートリアルで、僕がお客さん役で電話をかけたことにするから、真田君は電話に出たってことにして、マニュアルを読んでくれるかな」

　一〇年後は、俺がこの説明をバイトたちにしているとは、誰だれも知らないんだろうなぁ。

「いえ、そういうの別に要らないんで、実戦行きましょう」

「「え──」」

　隣で聞いていた夏海ちゃんも反応した。

「空き巣君、それはちょっとナメすぎだって。意外と緊張してカミカミになるんだから」

「うん。あるある。慣れてないうちは」

「そういうデキるやつぶってると、痛い目見るよ？」

　ぶってるつもりはないけど、実際慣れてるからなぁ。

　俺はＰＣを操作して、システムをオンにする。

　こうしていると、通話可能なシステムに自動的にお客さんからの電話がかかってくるのだ。

「あれ……システムの使い方教えたっけ……？」

「はい。入社したときに」

　村松さんと夏海ちゃんの二人にワケワカランって顔をされた。

「わからないことだらけだと思うから、答えられそうになかったら、すぐに保留して」

「了解です」

　マイクとスピーカーの音量を確認していると、画面に『Calling』の文字。

　受電ボタンをクリックして、電話に出る。

「お電話ありがとうございます。お客様センター真田がお受付いたします──」

　久しぶりに言ったけど、案外覚えているもんで、マニュアルなしでスラスラとしゃべれた。

「うぇぇぇ!?　超流暢りゅうちょうなんだけどっ」

　さらさら、と手元のメモに『どーよ』と書いて夏海ちゃんに見せる。もちろんお客さんに案内をしながらだ。

　たぶん俺は、ここ最近で一番のドヤ顔をしたと思う。

「すごい……」

　村松さんが『わからなかったら保留して』のメモをくれる。現代と同じく一〇年前の村松さんもいい人だ。そんなふうに気を遣ってばっかりだからハゲるんですよ。

　あの頃は嫌で仕方なかったけど、今は全然違う。

　たぶん、あの頃は目的もなくだらだらやっていたからだろう。

　けど今は、柊木ちゃんとのことがある。

　柊木ちゃんは俺と過ごすことを生きがいにしているレベルだけど、俺だってそうだ。

　口に出すのは恥ずかしいけど、今も未来もずっと一緒にいたい。

　案内を終えてお客さんが電話を切るのを待つ。

　通話が切れると、

「「「おぉ～！」」」

　フロアから感嘆かんたんが上がった。

「あれで初日!?」

「ベテラン感すごかったんだけど」

「セールストーク上手うますぎ……」

「普通に契約一件獲ってるし……」

　どうもどうも。その筋の人間なので。

「真田君のトーク、すっごい上手うまいからみんなに聞いてもらってたんだ」

　ああ、それで。確かにシステム上、他人の通話を聞くことができる。

「この調子でよろしく！」

　村松さんが背を叩いて、自分の仕事に戻った。

　じいっ、と夏海ちゃんが俺を見ていた。

「すっごい上手じょうずだから……悔しい……ウチのが三か月も先なのに……」

「ま、わかんないところあったら聞いてくださいね、先輩」

「くそう……！」

　ぷくっと膨ふくれた夏海ちゃんが仕事に戻り、「お電話ありがとうございます」と口にした。

　俺もシステムをオンにして待つけど、なかなか電話がかかってこない。

「あのぅ、そういうお電話をされると、困ります……ですから……」

　夏海ちゃんが困っている。

『大丈夫？』とメモを渡す。

　夏海ちゃんは指で輪を作ってオッケーをした。

　クレームかと思ったけど、焦あせっているようでもないし……何だろう。

「……お電話切りますね」

　強い口調で夏海ちゃんが通話を終えた。

「暇人ひまじん……何訊いてきてるんだよ、もう」

　フリーダイヤルで、電話口に女の人が出ることが多いから、変態からのイタズラ電話がたまにあったりする。

　彼氏がいるのか訊いてみたり、声可愛かわいいねって褒めてみたり、パンツの色を訊いてみたり。

「大丈夫だった？」

「あ、うん。ありがと。心配ないよ」

　ケロっとしているので、問題はなかったらしい。

　俺のシステムにお客さんから電話が入る。

「お電話ありがとうございます。お客様センター真田がお受付いたします──」

『あ、出た！　……お、お仕事、頑張ってますか』

「……あ、はあ。頑張らせていただいています」

『声、ちょっと低くてカッコいい……』

「ありがとうございます……？　本日はどのようなご用件でしょうか？」

『えっと……今日の晩御飯……ハンバーグを作ろうと思ってて……』

「……あの、お電話番号、こちらでお間違いないでしょうか？」

『やっぱり、声、低くてカッコいいね……』

「どのようなご用件でしょうか？」

　変な客だな、と思いながら、俺はもう一度用件を尋ねた。

『だから、今日の晩御飯はハンバーグにしようと思ってて……けど、何か食べたい物あるかなって思ったんだけど』

「……いえ、とくにないですが……」

『りょーかい♡　お仕事頑張ってね。あなたの愛いとしの春香さんでした♪』


　おまえかーーーーい!!



『あ、言い忘れたけど、終わるまで待って──』

　ぷちん、と回線を無理やり切った。

「なんで電話してきたんだよ」

「もしかして春ちゃんだった？」

　夏海ちゃんの問いにうなずいた。

「もしかしてってことは……夏海ちゃんのさっきの電話……」

「うん、春ちゃん。空き巣君の仕事ぶりが気になってたんだって」

　彼氏バカな柊木ちゃんに、俺たちはそろってため息をついた。

「さっきもさ、フロアの隅をウロチョロしてたから、追い出したの。普段来ない長女のお嬢様が来たから、みんなが気を遣うし、仕事の邪魔になるから」

　夏海ちゃんはというと、持ち前のフランクさのおかげか、周りの人に気を遣われることもなく打ち解けているようだった。

「追い出したら、追い出したで」

「電話がかかってきた、と」

「そう」

　夏海ちゃんは、ちょっと怒っていた。

　姉妹しまいでどうしてこうも性格が違うんだろう。

　時間になり仕事が終わると、帰り際に、夏海ちゃんが柊木ちゃんを見つけて詰め寄った。

「春ちゃん！　なんであっちに電話してきたの」

「だって、誠治君のお仕事用の声聞きたくて……」

　夏海ちゃんの剣幕けんまくに、柊木ちゃんがしょぼんとする。

「そんなの、いつでも聞けるでしょ」

　その発言に、柊木ちゃんがいきなりキリっとした。

「同じ電話でも、お仕事用の声とプライベートの声は別だよ!?」

　正論を言っているはずの夏海ちゃんが押されるほどの、柊木ちゃんの圧倒的な熱量だった。

　二人がフロアから出ていくと、俺は即戦力ルーキーとして他の人たちに持てはやされた。

「えっと、真田君、だっけ？　君すごいなー！　経験者？」

「まあそんなところです」

「おかげで、仕事減ってすっごい楽だったよ！　ありがとう」

「いえいえ、こっちこそお世話になってたんで」

　声をかけてきてくれた二人は、俺の知っている人で、タイムリープ前はずいぶんとお世話になった人だ。

　この時間軸で俺をお世話してないから、二人とも「？？？」って顔をした。

「まあ、ともかく、この調子で頼むよ！」

「はい！」

　お疲れ様でした、と業務がまだ残っているみんなに挨拶あいさつをして、フロアを出る。

　仕事って、こんなに楽しかったのか。

　充実した数時間だったなぁ。

　俺が余韻よいんに浸りながらエレベーターまで歩いていると、柊木ちゃんと夏海ちゃんが話をしていた。

「──夏海も彼氏できたらわかるよ！　誠治君カッコいいから心配になるもん！」

「た、確かに、今日は……カッコいいなって思っちゃったけど」

「あー、あー！　今！　今本音が！」

「も、もううるさい！」

「ふふん。夏海も早く誠治君みたいな彼氏見つけるといいよ」

「そうやって、変にマウント取ってくるし……。じゃあいいよ。ウチ、空き巣君と付き合うから」

「だめええええええええええ！」

「冗談じょうだんだってば。本気にしないでよ」

「もう、妹なのに姉をからかって……！」

「何さ」

「むうう」

　姉妹がエレベーターを待ちながら謎なぞのケンカをしていた。
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　最近、週末はどこにも行かず、柊木ひいらぎちゃんちで過ごすことが多くなってしまった。

　俺おれたちは秘密の関係だから、あまり大っぴらに外では遊べない。

　けど、ぶっちゃけどう思ってるんだろう。

　柊木ちゃんのことだから、訊いたところで別にこのままでいいって言いそうだけど。

「最近、家でのんびり過ごすことが増えたでしょ？」

「うん、それがどうかした？」

　むかいで紅茶のカップを傾けると、不思議そうに上目遣うわめづかいをした柊木ちゃん。

「いや……退屈じゃないかなって思って」

「あたしは好きだよ？　こういうまったりした時間。最初は、いろんなところに行って遊びたいって言ったけど、慣れてくると、これはこれでありだなーって」

　ずいぶんと大人なことを言いだした。

　行きたいところがあれば、口にするだろうから、とくに不満はないようだ。

「来週の日曜日、久しぶりにどこか遠出しない？」

「来週……？　あ。ごめん。その日はちょっと……」

「あ、なんか予定あった？」

「うん……まあね……ちょっとだけ……」

「予定って、何？」

「えー？　別に、そんな大したことじゃないよ？」

　きょろ、きょろ、と目を泳がせながら柊木ちゃんは言った。

　俺がこうしよう、ああしようって言うと、一〇〇％オッケーって言った柊木ちゃんが断るのは珍めずらしい。

　というか、断られることを想定してなかったせいで、若干ショックだった。

「そ、そっか……」

「ご、ごめんね！」

　手を合わせて謝る柊木ちゃんは、結局予定が何なのか教えてくれなかった。


　もしかして、俺、愛想尽あいそつかされてるんじゃ……？



　もうちょっとで付き合いはじめて半年。


　カップル間でよく起こる、倦怠期けんたいきというやつでは────!?



　遊びすぎて、俺との時間は飽あきちゃったとかじゃあ……？

　柊木ちゃんも柊木ちゃんで、大したことない予定なら、教えてくれてもいいのに、と思う。

　……あれ？　言いたくないから、大したことないっていうのはただの方便？

　また訊いても、「ちょっとね……」としか教えてくれない。

　浮気うわき……？　いや、俺の柊木ちゃんに限ってそんなことは……。

　不安すぎたので、俺は夏海なつみちゃんに電話してそのことを相談した。

『春ちゃんが浮気～？　ないない、そんなわけないでしょ』

「いや、だって、訊いても全然教えてくれないし」

『空あき巣す君には秘密にしておきたい何かがあるってことは確かみたいだね』

「それが、浮気とかそれに準ずる何かじゃないかと、俺は疑ってるんだけど……だって、後ろめたいことがないんだったら、包み隠さず教えられるでしょ」

『一理ある。でも、そんなに心配ならさ、こっそりついて行けば？　春ちゃんが空き巣君と同じ立場だったら絶対そうしてるよ？　ストーカーだからね』

　ししし、と夏海ちゃんは何かを思い出したように笑う。

『今思ってることを春ちゃんに言ってあげなよ。たぶん泣いて喜ぶと思うよ？』

「そうかな……」

『春ちゃんが空き巣君にキュンってする気持ちは……その、ウチもちょっとわかるっていうか……普段達観しているように見えるから、そういうこと弱い部分を見せられると、ギャップがね、ちょっと……ズルいなって……』

　最後のほうは、もぞもぞと小声で言った。

　ギャップ萌もえってことらしい。それ自体の理解はできるけど、俺がそうなのかというと首をひねらざるを得ない。

「夏海ちゃんも、先生と一緒でそういうギャップ好きなんだ？」

『う、ウチのことはいいじゃんっ。……ともかく、その件以外は普通なんでしょ？　大丈夫だよ、きっと』

　大丈夫って言われても、やっぱりもやっとした不安は残った。

　日曜日、俺は朝早くから柊木ちゃんちが見える場所で張り込みをすることにした。

　一時間ほど監視したけど、誰だれの出入りもない。車は駐車場にあるから出かけてはいないと思うんだけど。

「はろー」

　ぽん、と後ろから肩を叩たたかれた。

「うわ、びっくりした」

　夏海ちゃんの登場であった。夏海ちゃんをここまで送ってきたらしい高級車が、静かに道路を走り去っていった。

「何か動きあった？」

「全然」

　昨日バイト中に、俺が張り込みをすることを教えたので、気になって来たようだ。

「空き巣君、アンパンと牛乳買ってきて」

「嫌だよ。欲しいなら自分で買ってこいよ」

「雰囲気出ないじゃん！」

「知らねえよ。──あ、出てきた」

　俺とデートするときほどのオシャレではないにせよ、動きやすそうな少しラフな格好で、頭にはキャップを被っていた。

「どこ行く気なんだろう、春ちゃん」

　フンフフ～ン、と上機嫌に車のキーを指にかけてくるくる回しながら、車に乗り込んだ。

「やばい。遠出する気だ」

　俺は自転車のハンドルを摑つかんだ。

「え、自転車で追いかける気!?」

「仕方ねえだろ」

「待って待って。ウチが呼ぶから」

　呼ぶ？

　携帯を取り出した夏海ちゃんがどこかに電話をした。

「……もしもし。わたくしです。一台回していただけますか？　はい、お姉さまの下宿先の……ええ、はい。至急、お願いいたします」

　貞淑ていしゅくなお嬢様にキャラを変えた夏海ちゃん。

「何、そんなジロジロ見て」

「本当にお嬢様なんだなって思って」

「この口調、堅苦しいからウチは好きじゃないんだよね。けど、この口調じゃないとみんながウチを不良扱いするんだよ」

　お嬢様はお嬢様でご苦労があるらしい。

　ぶううん、と柊木ちゃんの愛車が出ていくのと入れ替わりに、夏海ちゃんが召喚しょうかんした黒塗りの高級車がやってきて、俺たちは乗り込んだ。

「お姉さまのお車を追って」

　夏海ちゃんが前を走る柊木ちゃんの車を指差した。

　口調や抑揚よくようの付け方が、お嬢様のそれでしかない。

「何？」

「いや、こういうのもギャップっていうのかな。すげー新鮮」

「ば、バカっ……」

　夏海お嬢様に肩にグーパンされた。

　俺の知らない男に会いに行くんじゃなかろうか、と不安になっていると、柊木ちゃんの車がコインパーキングに入り駐車をした。

　るんるんな様子で車を降りて、どこかへ歩いていく。

　俺たちも車を降りて、あとを追った。

　駅前にほど近い割と賑にぎやかな場所。

　他の男と合ってお茶したりするには、適切な場所のような気がする……。

「どこ行くんだろう」

「賭かける？　ウチは男のところじゃないと思う。空き巣君にも内緒にしたいってことだから……趣味に関係することかな」

「賭け事だなんて、夏海お嬢様、はしたないですよ？」

「う、うっさい、バカっ……お嬢様言うな」

　からかうと、またしても夏海お嬢様は俺の肩にグーパンした。

「ちょ、お嬢様、痛いって」

「空き巣君がお嬢様イジりするからでしょーが」

　じゃれ合っていると、柊木ちゃんが雑居ビルの中に入っていくのが見えた。

　この中のどれかに用事があるのか……？

　テナントを見てみると、一階はコンビニで、二階から上は何かの事務所やネットカフェ、統一性のないラインナップだった。

『マッサージ堂本舗』──ややピンクの看板が目に留まると夏海ちゃんもそれが気になったようだった。

「マッサージ……？　……四〇分一万円って、高くない？」

　たぶん、夏海ちゃんが知っているマッサージじゃない……。

「夏海ちゃん、普通のやつじゃなくて……」

「え、普通じゃないって何？」

　なんでこういうところは察しが悪いんだよ。

「ピンク色で安っぽいデザインの看板──エッチなマッサージする店だよ」

「えっちな……、ぅええええええええ!?」

　顔を赤らめる夏海ちゃん。口をぱくぱくしながら、上を指差した。

「エレベーター、その階で止まったよ……？」

「えええええええええええええええええええええええ!?」

　柊木ちゃん以降やってきた人は俺たち以外いない……。

　ってことは……どういうことだ？

　男の人が入るマッサージ店に、柊木ちゃんが出入りするってことは、こっそり、バイトしてる……？

　ショックが大きすぎて、俺と夏海ちゃんはあぜんとするほかなかった。

　目の前を、目深まぶかにキャップを被った人が小走りで通り過ぎていく。

　ボタンを押して、エレベーター待ちをしていた。

「あれ、春ちゃん？」

　その人は、びくん、と肩をすくませた。

「あ、いえ、柊木春香はるかではないです」

　相変わらず、噓うそが下手だった。

「春香さん、どこ行くの？」

「はぁ～。バレちゃった……。このビルの七階に、用があったの」

　七階？　『ビューティサロン』とあった。

「「なぁんだ……」」

　俺と夏海ちゃんはその場に座り込んだ。

　よく見れば、柊木ちゃんは手にコンビニの袋を持っていた。

　マッサージ店にむかった人は柊木ちゃんじゃなかったらしい。

「なかなか予約が取れないって噂うわさのエステのお店で、ようやく予約できたの」

「それならそうと、言ってくれればよかったのに……」

「『あれ、春香さん、綺麗きれいになった？』って、誠治せいじ君に思われたくて、それで、黙ってたの」

「ほら。大丈夫だって言ったじゃん」と夏海ちゃんにつつかれた。

　きょとんとしている柊木ちゃんに、夏海ちゃんが説明をした。

「空き巣君がね、春ちゃんが男と会うんじゃないかってすっごい心配してたから」

「へぇ～？　そうなんだ？　心配だった？」

　嬉うれしそうに柊木ちゃんが俺をのぞいてくる。

「そうだよ、心配したよ……ちょっとだけ」

「うふふ。予約の時間あるから、またあとでね」

　微笑しながらそう言って、エレベーターに乗り込んだ。

　俺と夏海ちゃんは目的を果たしたので解散。

　柊木ちゃんちに戻ってしばらくすると、主あるじが帰ってきた。

「ただいま。どう？　エステ帰りの春香さんは？」

「……うん、肌が艶つややかになったような気がする。綺麗だよ」

「誠治君にこう言われたいがために、エステ行ったんだから」

　ぎゅっと柊木ちゃんが俺を抱きしめた。

　俺のために綺麗になったって言われると、悪い気はしない。

「よかった」

　俺の胸の中で小声で快哉かいさいをつぶやいて、とびっきりの笑顔を見せてくれたのだった。







[image: ]




　それは、ほんの暇つぶしではじめたことがきっかけだった。

「はい、これで、あたしの三連勝」

「春香はるかさん、数え間違ってない？」

「数え間違わないよ。というか、どっちが勝ったかは盤上を見れば一目瞭然いちもくりょうぜんでしょー？」

　呆あきれたように指差した盤上には、俺おれの駒こまである黒は白に圧倒的に押されていた。

「オセロなんて久しぶりにやったよ」

　はー、楽しかった、と伸びをする柊木ひいらぎちゃん。

　けど、それじゃあ俺の気が治まらない。

　意地とプライドにかけて、なんとしても一勝したい……！

「も、もう一回」

「えー？　さっきも同じこと言ったよ、誠治せいじ君。泣きの一回って」

「けど、それでも、もう一回、しませんか……」

「ふふ、負けたのがそんなに悔しいの？」

　にやにやしながら、柊木ちゃんがこっちを見つめてくる。

　そうだよ、悔しいよ。

　男のメンツにかけて、一勝くらいはしたいんだよ。

「いーこと考えた！　ただやるだけじゃつまらないから、負けたほうは罰ゲームね？」

「いいよ。あとでルール変更なしだから。これ、無理なやつだから」

「誠治君、それ自分の首を絞めてるんだよ？　負けたら、相手の好きなところを一〇個言うってことで！　やだぁ……これすっごいステキっ！」

　きゃー、と盛り上がってるところ悪いけど、次から盤上を支配するのは俺だ。

　コツはわかってるんだ。


　────角を取れば有利！　て、さっきわかった。



　駒を手元に戻して、第四回戦をはじめる。

　無知な俺につけ込んで奪った三連勝と同じように、すべてを理解した俺から勝ちを取れるかな！

　ぱた、と俺が白い駒を裏返して黒に変える。

「好きなところ一〇個って、結構多くない？」

「多くないよ。あたし、誠治君の好きなところ、細胞の数と同じくらい言えるよ？」

「多すぎだろ」

「細胞レベルで愛してます♡」

「そのセリフ、若干怖いんだけど……」

　ぱた、ぱた、と柊木ちゃんが俺の黒を白に染めていく。

　……あ、あれぇー。い、いつの間にか角取られてるぅー。

　黒、超劣勢なんですけどー。


「…………は、春香さん、コーヒー淹いれてもらってもいいかな？」



「うん。ちょっと待っててね」

　柊木ちゃんが席を立ち、キッチンにむかう。

　背をむけた隙すきに、ちょいちょい、と細工をさせてもらった。

「誠治君、コーヒー好きだよね。あたしは紅茶派だから、美味おいしさがよくわからないんだけど──はい。どうぞ」

「あ。うん、ありがとう」

　コーヒーの入ったカップを傾けながら、それとなく柊木ちゃんを観察する。

「ええっと、次はあたしの番だよね……」

　ぱた、と白の駒を置いて、俺の駒を裏返していく。

　あれ!?　さっき、俺がこっそり裏返した左下の駒がいつの間にか白に戻ってる!?

　バレないように、周辺の駒もイジったのに！

『春香さん、勝手に駒動かしたでしょ？』

『それ最初にしたのは誠治君でしょ？』

　ってことになるので、指摘はできない。

　いつの間に……。早業はやわざすぎて、気づかなかった。

「春香さん、今日はミルクもほしいかな……？」

「あ、ごめんね。いつもブラックで飲むから」

「ううん。いいよいいよ」

　柊木ちゃんが再び席を立つ。

　背をむけた瞬間を狙ねらって、俺は自分に有利なように盤上をイジる。

　これなら、次の一手で逆転もあり得るぞ。

「好きなだけ入れてね」と、フレッシュを三つ持ってテーブルの上に置いた。

「うん、ありがとう」

　蓋ふたを開けて、ひとつをカップの中に入れる。

「あたしのターン終了。誠治君の番だよ」

　さて、逆転の一手を差し……て……？

　あ、あれ!?　元に戻ってる!?

　目は離さなかったのに……！

　ちら、と柊木ちゃんの目を見ると、ニコニコとしていた。

　けど、それが不気味でもあった。

　気づいたんなら指摘するはずだろう。俺がズルしてるってことを。

　いつもは真っ先に言いそうなのに。

　テーブルの下で、柊木ちゃんがタイツに包まれた脚を絡からませてきた。

「……どうかした？」

「う、ううん……何でもない」

　盤上は綺麗きれいに元通りに戻っている。

　完璧かんぺきに記憶でもしてるのか……？

　すりすり、と脚をこすりつけてくる柊木ちゃん。

　こういうことをするときは、甘えたいけど我慢しているときだ。

　今は柊木ちゃんち。

　障害は何もないのに、我慢するってどういうことだろう。一応ゲーム中だから我慢してるんだろうか。

　俺は緊張しながら手を伸ばし、指先でちゃんとした駒を置き、その瞬間、手の平の下にある白駒をそっとひっくり返し黒に変える。

　よし。バレてない。

「……今ので三回目だからねー」

「!?」

　誰だれに言うでもなく、つぶやくように言うと、柊木ちゃんは白駒を置いて、付近の黒駒をひっくり返した。

　俺のイカサマを知っていたのに、指摘しない……!?

　何でだ？

　指摘して、イカサマを防止する以上のメリットがあるのか？

　俺のターンになったけど、大勢を覆すことはできず、四敗目を喫きっした。

「誠治君、ペナルティ３」

　俺は両手を挙げて降参のポーズをとる。

「ごめん。勝手にイジったことは謝るよ」

「ふふん……ペナルティ３だから、好きなところを一〇個かける一〇個かける一〇個で千個ね」

「多いわっ！　３なら、一〇個かける三でいいのでは？」

　千個ってどれだけ言わせたいんだよ。

「誠治君、あたしに何か意見があるの？　イカサマをした誠治君？」

「くっ……」

「最初はコーヒーを淹れに行ったとき、角と付近の五枚を不自然にならないように裏返したでしょ？」

　あ、当たってる……。

「先生、でも、千個はさすがに多いんじゃないですか？」

　柊木ちゃんのタイツ脚は、俺の脚に絡まったままで、ずうっとすりすりしている。

「言えないのぉ？」

「一〇〇個くらいなら……」

「二回目は左上の四枚で、三回目は、駒を置いた瞬間手の中で別の白い駒を裏返したでしょ」

「……」

　完璧に言い当てられた。

　浮気うわきの隠ぺい工作なんか一瞬で見破られそうだ。

　ぼんやりしててポンコツ気味なのに、変なところで優秀なのはやめてくれ……。

　立ち上がって、こっちにやってくると、俺の太ももの上に横座りになった。

「このままお姫様抱っこ」

「え。このまま？」

「何か？」

「いえ、なんでもないです」

　これを狙って俺のイカサマを見逃してたのか。

　仕方ないので、ふんぐ、と気合を入れて柊木ちゃんを持ち上げる。
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「誠治君てば、力持ち」

　俺の両手が塞ふさがっているのをいいことに、柊木ちゃんは好きなところに好きなようにキスをしていく。

　甘嚙あまがみしてみたり、ちゆー、と吸ってみたり、と俺はされるがままだった。

　絶対キスマークついてる……。

「あたしの好きなところはどこ？」

　渋々俺は言うことにした。

「ぼんやりしてるところ」

「してるかな……？　他、他は？」

「ポンコツなところ」

「ポンコツじゃないってば」

「俺のことを思いすぎて、行動がいきすぎるところ」

「うう……ごめんなさい……」

「あとは」

「もういい、もういいってば」

「そういうところ全部含めて、好き」

「誠治君ってばぁあああああ、やだあああ！」

　お姫様抱っこをやめても柊木ちゃんはくっつき虫をやめることはなかった。

「下げてから上げるなんて、誠治君の意地悪……♡」

　千個言わされることはなかったけど、キスの拒否権きょひけんもなかった。

　もう二度とオセロでイカサマはすまいと心に誓ったのだった。
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「何だこれ……？」

　登校すると、下駄箱げたばこに何か入っていた。

　猫が数匹書かれていて、桜色で縁取られた可愛かわいらしい封筒だった。

「？」

　封筒の口は、ネコのシールで封をされている。


「…………」



　こ、これは、まさか──!?

　ラブレターなるものではなかろうか!?

　だ、誰だれも見てないよな……？

　あたりを見回しても、俺おれのことを気にしている人はいない。

　大慌てで近くのトイレに駆け込み、個室に入って鍵かぎを閉める。

　シールをはがして、封を切る。

　便箋びんせんも封筒とセットなのか、デフォルメされた可愛い猫が何匹もいた。

「そ、そんな、まさか、ねえ……」

　俺なんかにラブレター書いちゃう子がいるはずもないし……。




『真田君へ

　突然のお手紙ごめんなさい。連絡先とかがわからなかったので。

　一年のとき一緒のクラスで、真田君としゃべっていて楽しくて、見た目もタイプでした。

　私のことは、もしかするとあまり覚えてないかもしれないけど、お話ししたいことがあるので、今日の放課後、校舎裏で待ってます。

　来てもらえると、とてもうれしいです。　　２Ｅ　浜名はまな結衣ゆい』





　────ごっ、ゴリゴリのラブレター!?



　一〇〇人中一〇〇人がラブレターって判断できる、それくらいのザ・ラブレターだ！

　Ｅ組の浜名さん……？

　高一の記憶はほとんど薄れているけど、浜名さんのことは覚えている。

　確か吹奏楽部だったはず。

　誰とも隔てなく気さくにしゃべってくれるいい子で、笑窪えくぼが印象的な可愛らしい感じの女子だった。

　じいっと便箋を見ると、何度も消しゴムをかけた跡が見える。

　これで伝わるかどうか考えながら、何回も書き直したらしい。

　俺に女子の友達がいないから、俺のメアドや電話番号を他の女子に訊こうにも訊けなかったんだろう。

　生まれてはじめてこんなものをもらった。

　ど、どうしよう。普通に嬉うれしい……。

「うぁああああああああああああああ!?　マジかあああああああああああああああああ」

　どんどん、と扉を叩たたいた。

　文章をもっかい読むと、一年の頃から気になっていた的なことが書いてある。

　俺は浜名さんに好意を寄せられていたことになる。

　もちろん、前回の俺にこんな青春の代表格、ラブレターをもらう、なんてウルトラデラックスなイベントは起きなかった。

　羊が一匹でいても魅力的に思えないけど、狙ねらっている狼おおかみが一匹いると魅力的に見える、みたいな感じか。

　てことは、柊木ひいらぎちゃんと付き合ってから、よくわからんけど、フェロモン的なものを分泌ぶんぴつしまくったってこと？

　そ、そんなことはどうでもいい。

　俺は、一途いちずに想おもってくれていた浜名さんをフらないといけない。

「……まじか……」

　フられることはあっても、他人をフるなんてことは一生ないものだと思っていた。

　二人を天秤てんびんにかければ、当たり前のことだけど、最強王者柊木ちゃんに秤はかりは傾く。

　浮かれた気分が一瞬で冷めた。

　浜名さんには、誠意をもって返事をしよう。

　ごめんなさいって。

　泣かしてしまうかもしれないし、女子たちから浜名さんをフるなんてひどい、って陰口を叩かれるかもしれない。

「……真田さなだ君、元気ないよ？　どうかした？」

　昼休憩、家庭科室に集まって四人で弁当を食べていると、柊木ちゃんが心配そうにのぞきこんだ。

「ううん……なんでもない」

　手紙のことを言えば、柊木ちゃんはきっと不安になるだろうし、心配もするだろう。

　午後の授業は、先生の説明が右から左に流れていき、頭にこれっぽっちも入ってこない。

　放課後が近づくにつれて、緊張してきた。けど、俺の緊張よりも浜名さんの緊張のほうが凄すさまじいだろう。

　俺が柊木ちゃんに告白したのは、現代にいつ戻るかわからないから、今のうちにっていう勢いもあったし、ダメ元でもあったから、恥ずかしかったし緊張した。

　けど、日時と場所が決まってるってなると、別のジワジワとした緊張感がある。

　手紙の準備をして、それを下駄箱に入れて、放課後を待つってすごい。

　今日最後のチャイムが鳴って、みんなが教室から出ていく。

　そろそろいいかな。

　上履きのまま校舎裏に行く。茶室がある校舎裏は相変わらず人けがなかった。

　茶室の軒下に浜名さんはいた。

　目が合うと、一気に心拍数が上がりはじめた。

　お、男の俺から何か言わないと。

「あの。手紙、ありがとう……嬉しかった」

「うん。急に、呼び出してごめんね……よ、予定があるんなら、早めに、切り上げるから」

　俺の記憶にある声よりもずいぶんと小声で、早口だった。

　口調の端々に緊張感が伝わってくる。

「ううん。別に、予定なんかないから気にしないで」

　話って何？　って、見え透いた切り出し方をすべきか……。

　浜名さんが話しはじめるのを待つか……。

「た……体育祭、大活躍だったね。見てたよ」

「あ、ああ……うん、そんなに活躍はしてないけど……なんか、色々と大変だった」

　ははは、と乾いた笑い声を出して、目のやり場に困って目線を下げる。

　浜名さんがぎゅっと拳こぶしを握っているのがわかった。

「あ。あの──借り物競争……好きな人……柊木先生を連れていったでしょ？　あれは──どういう……」

「ああ、あれは……先生を連れていけば、角が立たないかなって思って……俺もそうだけど、みんな柊木先生好きでしょ？」

　誰に訊かれても答えられるように、あらかじめ考えていた返答だった。

　実際、あのあとクラスの女子に似たようなことを訊かれた。

　冗談じょうだんめかして言ったせいか、それとも別の何かのせいか、浜名さんの表情が少しゆるんだ。

「そうだね。……他に、好きな人って、いる？」

　なんでそんなことを訊くのか──なんて無粋ぶすいなことは言わない。

　手紙をもらってなかったら、不思議に思って訊いてそうだけど。

「他には、いないよ」

　俺は、柊木ちゃんの他に、好きな人はいない。

　これは噓うそじゃない。

「……あのね」

　どきん、と俺の心臓が跳ねる。

　浜名さんは言葉を切って、しばらく口をつぐんだ。

「あの……」

「うん」

「前から……一年のときから、ずっと、好きでした」

　スカートの裾すそをきゅっと握って、俺の目をまっすぐ見つめて浜名さんは言った。

「ありがとう」

　この告白が、一年のときなら、俺はあっさり手のひらを返して浜名さんと付き合ったかもしれない。

　だって、先生とは普通付き合えないから。

　あり得ない相手だから。

　そんなの誰だって知ってる常識。

　想いが淡あわかろうが一途だろうが、叶かなう可能性は限りなくゼロなんだから。

　目の前に俺のことを好きな女子がいて、その人は、俺もたぶん好きになれそうな女子で……だから断る理由もなくて──藤本ふじもとあたりに妬ねたまれながら普通の高校生カップルになっていたと思う。

　でもそれは、ありがちで叶いそうだけど、あくまでもif。

　今は、どういう巡り合わせかはわからないけど、叶わないはずのifが叶っている。

　ありがとう、のお礼の次を待つ浜名さんに俺は言った。

「でも、ごめん。気持ちはすごく嬉しいけど、俺は応こたえられない……」

　息が詰まるような沈黙のあと、浜名さんが口を開いた。

「そう……そっか……。理由、訊いてもいい……？　恋愛に、あまり興味がない、とか……？」

　今にも泣きだしそうなのに、それでもまっすぐ浜名さんは尋ねてくる。

　好きな人がいるから、と言ってこの場はやり過ごそう。

　と思って、やめた。

　たぶん、そうすれば納得はしてくれるだろうけど、はじめてラブレターをくれて、緊張しながら勇気を振り絞って告白してきてくれた女子に、曖昧あいまいに濁にごして逃げるのが、俺の誠意なのかと思った。

「……ごめん。さっきは『みんな柊木先生好きでしょ？』って言ってボカしたけど……本気なんだ。俺、真剣に好きなんだ。柊木先生のこと」

　あくまでも、俺だけが一方的に好き、というニュアンスは残した。

「……うん……そうかもって思ったよ……修学旅行のとき……すごく、楽しそうだったから」

　頑張ってね、と涙声で言って、浜名さんは走り去ってしまった。

　はぁ……、とため息をついてその場に腰を下ろした。

　これでよかった。けど、やっぱり胸が痛い。

　柊木ちゃんのことは伏せて、彼女がいるって公表すれば、こんなことにならないんだろうか。

「……真田君」

「ああ……先生」

　もしかすると、一部始終を見ていたのかもしれない。

　いつもなら、俺が好きだなんだと言うと、全力で喜ぶ柊木ちゃんだけど、ちょっとだけ複雑そうな顔をしている。

　柊木ちゃんも隣に座った。

「浜名さんから告白された？」

「うん。断ったけど」

「そっか……。先週、訊かれたの。浜名さんに。真田君のこと、好きなんですか？　って。恋する乙女の覚悟がなせる業わざだよね」

　柊木ちゃんが一人になったところに、浜名さんがそう話しかけたそうだ。

　そのときに浜名さんは、俺のことが好きだと打ち明けて、柊木ちゃんに宣戦布告をしたらしい。

「何て答えたの？」

「好きだよ～？　って、軽い口調で返したよ。だから噓はついてない。浜名さんがそれをどう捉とらえるかはわからないけど」

「俺が、先生のこと好きだって、なんとなくわかってたみたい」

「好きな人のことは、自然と目で追うし、詳しくなっちゃうんだよね。それで、たぶんあたしがどう思ってるか知りたかったんだと思うよ」

　だから、柊木ちゃんは俺がいつか告白されるだろう、というのはわかっていたそうだ。

「学校で付き合うってこういうことなんだよね……誠治せいじ君のことが好きなあたし以外の女の子を全員泣かすってこと」

「全員って、そんな大げさな。もう今後はこんなことないよ」

「そうかな？　あたしは、少なくとも一人心当たりがあるけど」

　誰だよ、それ。

「……実は、ちょっとだけ心配だった」

「二股ふたまたするかもって？」

「あたしから若いほうに乗り換えるかもって」

「若いほうって……」

　俺は苦笑する。

「俺が好きなのは、春香はるかさんだけだよ」

　柊木ちゃんが、俺に手を重ねる。

「ありがとう。あたしもだよ」

　その日の夕飯、柊木ちゃんにお呼ばれをした。

　俺たち二人の言葉数は少なかった。

　けどその分、キスの回数と長さだけは増えた。
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　それはとある休憩時間のことだった。

　視聴覚室の前を通りがかると、柊木ひいらぎちゃんの声が聞こえてきた。

　誰だれかとしゃべっているらしく、話声がする。

　相手は女子のようだった。

　何しゃべってるんだろう。

　こっそりのぞいてみると、顔の前に手を組んでいる柊木ちゃんと、そのむかいに二年の女子がいた。

「先生なら、恋愛経験も豊富だと思うから、聞いてほしくて」

「うん、任せて！　コイバナなら先生みたいなところあるもんね！」

　どうやら恋愛相談を受けるところらしかった。

　てか、柊木ちゃんは恋愛経験豊富なのか？

　ちょっと興味があるから、のぞいていこう。

「で、どんなことでお悩みなの？」

「彼氏と最近セックスしてなくて、もしかして私に飽あきちゃったのかなって」


「………………」



　かちーん、と柊木ちゃんが固まった。

　さっそくフリーズ！

　さっきまでの自信が一瞬にして吹き飛んでる!?

　コイバナなら先生みたいなところがあるってドヤ顔で言ったばっかりなのに！

「浮気うわきしてるんじゃないかなって心配になって……」

「……」

「先生なら、色々と経験豊富そうだから、どうしたらいいかわかるかなと思って。……先生？」

「う、うん……めしべとおしべが、合体して……だから……」

　柊木ちゃんが超焦あせっている。

「先生、植物の話はしてないよ？」

　……柊木ちゃんにわかるはずもない。

　俺おれたちはお互い、はじめての恋人。

　で、キスから先には進んでない。

　つまり、この手の話題は、柊木ちゃんも知らない未体験ゾーン。

　相談に乗れるはずもなかった。

「そ、それ、浮気じゃないと思うよ」

「じゃあ、どうしたら彼は私に興味をまた持ってくれるんだろう……」


「…………」



　目を泳がせながら、必死こいて柊木ちゃんが考えている。

　何も知らないのに、何言うんだろう。

　任せて！　って、でかいことを言った手前、引っ込みがつかなくなってるだけなんだろうけど。

「鼻、とか使ってる……？」

　鼻!?

「鼻？　においを嗅かぐってこと？」

「……もうちょっと、ぶ、物理的に……？」

「え!?　そういう使い方は、してないかな……先生は、使うの？」

「うん、使うよ」

　女子のほうはまるで見ないで、柊木ちゃんは即答した。

　有識者ぶって知ったかぶりするから……。

「どう使ってるの？　参考までに、ちょっと……今なら誰もいないし」


「え………………えと…………あ。ごめん、これ、高校生にはまだ早いやつだっ」



　高校生どころか人類に早いんだよ。

　さっさと実はよく知らないって言っちゃえばいいのに。

「ごめんね」

　てへぺろをして、可愛かわいく逃げをうった。

　現状、何の解決策も見出せてないけど、大丈夫か……？

「じゃ、先生が私の立場だったらどうする？」

「え。か、彼氏と……その、えっちなこと、したらってこと？」

「いや、そんな手前じゃなくて、セックスをしなくなったら、ってこと」

「ど、どうなんだろう……い、嫌、かな……」

　もう、顔真まっ赤か。

「気持ちじゃなくて、対策とか予防の話を聞きたいんだけど……」

　赤い顔のままうつむいてしまった柊木ちゃん。

「うぅ……そ、そうだよね……」

　もうやめたげて！

　自称経験豊富だけど、知ってるのは、俺と経験してきたことだけだから。

　目の前の先生、ただの処女だから。

「あ、じゃあ。き、きちんとお互いの気持ちを確認してみよう！」

「先生、中学生みたいなこと言うんだね」

　くすくす、と女子に笑われた。

　かぁぁぁ、と収まりはじめたのに、また柊木ちゃんは赤くなった。

　ダメだ。

　女子力は柊木ちゃんの圧倒的勝利だろうけど、『女』のレベルが違いすぎる。

　高校生のうちからそういうことはよくない、なんてお堅いことを言わなさそうだから柊木ちゃんに相談してきたんだろうし……。

　どうするんだろう。

「逆に、浮気してみたらどうかな……？」

　何すすめてんだ。

「盲点もうてん！」

　盲点！　じゃねえ！

「さ、寂さびしいなら他の男子で埋め合わせ──」

「彼氏の気を引く作戦でしょ!?　先生頭いい！」

「うん、でしょ！」

　ちょっと待て。

　最初、明らかにゲスいこと言おうとしてただろ！

　なに生徒の意見に軽かろやかに乗り換えてんだ。

「先生は、どこまでオッケーでどこからが浮気？」

「あーこの手の議論ねー。やるやるー」

　ほぼ初心者なのにベテラン感出すんじゃねえよ。

「先生は……、異性と楽しそうにおしゃべりしたときから、かな？」

　厳しいっ!?

　俺、そのライン上を反復横跳びしてるんですけど。

「先生、厳しくない？　クラスが同じならわかるけど、クラスや学校が違えばわからないよ、そんなの」

「わかるわかるー。制服の内ポケットに盗聴器仕込んでおけば」

「盗聴器!?」

　盗聴器!?

　俺の制服の内ポケットは……あ。ない。よかった。

「録音したものを発信してパソコンとかに飛ばせるバッテリータイプのやつがあって」

　詳しい!?

「私は、そこまでしないかな……。寂しくて浮気を疑ったけど……なんだかんだで信じてるから」

「うん、先生も。なんだかんだで信じてるから、実行には移さないよ」

　ほう、と俺は胸を撫なで下ろした。

「ありがとう、先生。私、ちょっとエッチな下着でもつけて、アピールしてみるよ！」

「……!?」

　その手があったか、みたいな顔をしないでください、先生。

　女子がこっちにやってきたので、俺も退散する。

　後日、柊木ちゃんの下着のラインナップに、レースで透け透けのエロい下着が増えたのだった。（柊木ちゃんが嬉うれしそうに見せてきた）

　こんなのを着て迫られたら、俺はきっと理性が壊れるだろうなーと思った。
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『今の俺おれは、ＨＲＧ社の若手有望社員。会社は倒産するまでには至ってないが、傾きはじめているのは事実のようだ』

　タイムリープが解除され、日時を確認しようとするとスマホカバーの中にこのメモが挟んであった。

　気づいたら家らしき場所のベッドにいて、隣には柊木ひいらぎちゃんがすやすやと眠っていた。

　また俺は一〇年後の現代に戻っていた。

　で、このメモは、どうやら現代の俺から俺へのメッセージらしい。

『結論から言うと、俺が高二のときにＨＲＧ社でバイトをすることは間違いじゃなかった。けど、ＨＲＧ社倒産は、他に大きな原因があるように思う。さすがに何が原因かはわからんが』

　早朝から、俺はベッドの上で体を起こしてシリアス顔。

　俺がデキるバイトとして入り込んでも、倒産を遅らせることしかできなかったようだ。

『社員二五〇〇人とその家族が路頭に迷うことになる。どうにかして止めてほしい』

　わかってるよ。んなこと。

　俺と柊木ちゃんさえ幸せならそれでいいのかっていう話だ。

　高校生同士の恋愛ならそれでいいのかもしれないけど、大人同士の大人の恋愛。

　色々と考えないといけないことは多い。

『柊木ちゃん……春香はるかさんとのことだが、いつぞやのように夏海なつみちゃんの援護があって同棲どうせいまでできたが、やっぱり結婚までは難しそうだ』

　朝っぱらからヘコませてくれるなぁ……。

『ひーパパは夏海ちゃんに任せておけるけど、お母さんのほうが、まだ俺たちの関係に納得してくれない。社内でもっと出世しないと、って、これは現代の俺頑張れって話なんだが……』

　頑張れって話だけど、傾きはじめている会社で出世も何もないだろう。

『内部でどうこうするより、柊木家の人間として立ち回るほうが正解かもしれない』

　いち社員ができることなんて、限られている。

　高二の俺がバイトをして、知識と経験を持った俺がＨＲＧ社に再就職することで倒産を避けられるかと思ったけど、いち社員に防ぐことは難しいみたいだ。

　けど、前回現代に戻ったときは、ＨＲＧ社はすでに倒産していて、夏海ちゃんはフリーターで同棲している俺たちの家に間借りしている状態だった。

　だから、最悪は脱しているし、成果はあったんだ。

『だから、真田さなだ春香になってもらうんじゃなくて、柊木誠治せいじになったほうがいいかもしれん』

　真田春香……。結婚がリアルに迫ってる感じがして、なんかいい。

　けど、柊木誠治って……あ、婿むこ養子ってこと？

『それなら、社長令嬢の婿として、ＨＲＧ社での権限や発言権が得られるはず』

　こういう言い方をされると出世のために柊木ちゃんちの婿養子になる、みたいに聞こえるんだけど。

『俺の出世のために言ってるわけじゃねーからな』

　さすが、俺。何考えてるかよくわかってるらしい。

『高卒時点で家族公認の婚約者。これくらいでないと。二七歳の今じゃ、会社は傾きはじめているし、結婚も遅い』

　メモに書いてあることはこれが最後だった。

　ハードルの設定高いなぁ。

　今回と前回は、会社の業績が悪かったけど、最初の最初、俺が高二にタイムリープする前はそんな話になってなかった。

　俺が紗菜さなと同居していたときは、柊木ちゃんと別れていて職場は変わってなかった。

　教師になったときは、ＨＲＧ社はやっぱり傾いていたんだろうか。

　もし傾いていたとすると……。

「いや、さすがに……俺と柊木ちゃんが付き合うとＨＲＧ社が傾いたり倒産したりする、なんて……」

　そうだとしても、別れるっていう選択肢はない。

　そのために別れたら本末転倒もいいところだ。

　早いうちに家族公認の仲になること。これが最優先だ。

「……誠治く～ん……何、怖い顔して……？」

　隣で寝ていた柊木ちゃんが起きて、俺の腰に抱きついた。

「うん。ちょっとね」

　なでなで、と艶つやのある髪を撫なでる。

　まったりしている朝の二人だけの時間。

　なんだかこれだけで十分幸せな気がしてくる。

　……柊木ちゃん、上半身裸で……俺も服を着てなかった。

　昨晩はお楽しみだったようですねえええええええ!?

　白い背中に、うっすらとだけ痣あざがあった。

「春香さん、背中、大丈夫？」

「うん。大丈夫って、誠治君がしたんでしょ？」

　俺!?　まさか、ＤＶ……!?

「もっと強くてもいいって言ったのに……」

　ドＭになっとるぅううううううう!?

「難しいこと考えなくても、きっと大丈夫だよ」

　何も言ってないけど、何かを察した柊木ちゃんが、俺を抱きしめた。

　やっぱり、柊木ちゃんにこうしてもらうと、癒いやされる。

「うん。ありがとう。でも、俺にできることがあれば、頑張るから」

「誠治君で正解だったよ。昔からそうだったけど、もっと素敵な男ひとになったもん」

　柊木ちゃんがよく言う「愛の力」ってやつを、このときは俺もちょっとだけ信じてみたくなった。

　ふわあ、とタイムリープの感覚が全身を包んだ。

　まばたきした次の瞬間、景色が柊木ちゃんちに変わった。

　時間は昼食時らしく、柊木ちゃんがキッチンで何かを作ってくれている。

　俺はその背中に回り込んで軽く抱きしめた。

「きゃ!?　……こら。お料理中は危ないから、め」

　め、と言いながら、ささっと俺にキスをした柊木ちゃん。

　早キスという変なスキルを覚えたらしい。

「俺、頑張って春香さんの婚約者になるよ」

　俺の腕をほどいてくるっとこっちをむき、両手を広げて「おいで」のポーズ。

「おいで」されることにして、柊木ちゃんに抱きしめられた。

「頑張らなくても、大丈夫だよ？」

「いや、それでも、俺が頑張りたい」

「……誠治君、それって……ほとんどプロポーズなんだよ？　わかってる？　前々から、それっぽいことを言っているけど」

　んんん？　とこっちをのぞきこんでくる。

　もちろんわかっている。

　というか、俺には柊木ちゃんしかいないし、他の誰だれかなんて考えられない。

「春香さん」

　まっすぐ見つめると、柊木ちゃんも持ち前の察しのよさで、何かに気づいた。

　緊張した面持ちで、一度喉のどを鳴らした。

「はい」

「まだ俺は、高校生でなんにもないけど……それでも春香さんのことが好きです」

「……はい……っ、あたしも……好き」

　唇を震わせながら何とか言うと、柊木ちゃんの瞳ひとみに涙が盛り上がった。

「結婚してください。これからも、俺とずっと一緒にいてほしい、です」

「……はい」

　ぽろぽろ、と涙をこぼしながら、精一杯の笑顔で柊木ちゃんは微笑んだ。

　そうだ。全然考えてなかった。こういうときは指輪を渡すものなのに、何も用意をしてない。

　そのことを言うと、「卒業してから、改めてでいいよ？」と柊木ちゃんはまったく気にしてないようだった。
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「……春香はるかさん、何買ったの？」

　本屋からの帰り。

　俺おれがマンガの新刊が出たから買いに行くと言うと、柊木ひいらぎちゃんもついてきたのだ。

「え。あたしは、何も買ってないよ？」

　あれ？　レジに並んでるのが見えたんだけど、買うのをやめたのかな……？

　さっそく柊木ちゃんちに帰って新刊を読んでいると、柊木ちゃんも何かを読みだした。

　しかも、いつもベッタリくっつくくせに、今日に限って俺はソファにいるのに、柊木ちゃんはダイニングのテーブルにいる。

　……怪しい。

　そおっとのぞいてみると、料理本を読んでいた。

　なんだ。別に隠すほどの物じゃないだろう。

「あ。もうこんな時間。夕飯作るね？　何かリクエストある？」

「中華っぽい感じの何かで」

「りょーかい♪」

　柊木ちゃんがエプロンをして、キッチンに回る。

　ぱたん、と本を閉じると俺はおかしいことに気づいた。

　料理本がこんもりと膨ふくらんでいる。

　……まるで何かを挟んだみたいに……。


　あ。料理本を読んでいると見せかけて、別の何かを読んでたんじゃ……？



　料理をはじめた柊木ちゃんに見つからないように、テーブルまで行き、手を伸ばし、料理本を摑つかむ。

　やっぱり、おかしな厚さがある。

　開くと、案の定別の本が出てきた。

　書店でもらえる茶色のブックカバーがしてあるので、表紙がわからない。

　ま、いいや。読めば何かわかるだろうし。

　中を開いて見てみると、どうやら少女マンガの五巻らしかった。

　別に恥ずかしいことじゃないだろうに……どうして……？

　首をかしげながらページをめくっていくと、どうして隠そうとしたのか、わかった。

　少女マンガっていっても、ハイティーンむけ？　っていうやつらしく、若干エッチなシーンがある。

　なるほど。春香お嬢様は、若干エッチなマンガを読んでいるはしたないお嬢様だったわけだ。

　待てよ？　寝室に同じブックカバーの本が何冊かあったぞ？　もしかして……。

　こそこそ、と見つからないように寝室に入って、仕事用の本だったり、自己啓発本が二、三冊入っている棚を発見。

　それとは別で、ブックカバーを外さないままになっている四冊を見つけた。

「……これだ」

　小説か何かだと思っていたけど、中身はハイティーンむけの少女マンガだったとは。

　ぱらぱらー、とめくっていくと、思った通りだった。けど、付箋ふせんが貼はってある。

　一、二、三、四……。全部で七か所。

「マンガに付箋って……参考書じゃあるまい……」

　苦笑いしながら、付箋をつけたページを開く。

　ややエロいシーンだった。

『ドキドキ♡』

　コメントも付箋に書いてあった。

「ああ。好きなシーンは付箋貼って、ひと言感想を書いている的な？」

　まあ、楽しみ方は人それぞれだ。

　次の付箋のコメントは、『誠治せいじ君にされたら死ぬかも♡』ってあった。

　……あれかな。現代でいう壁ドン的な？

　ページを開くと、ややエロいシーンだった。


「…………もしかして」



　他の巻の付箋ページを確認していくと、全部ややエロいシーンのところばかりだった。

　きょ、興味津々だぁあああああああああ！

　中学生男子が、辞書のセックスにマーカー引いちゃうみたいな感じになってる！

　コメントも『はぅぅぅ』とか『きゅん♡』とか色々書いてある。

　こういうのを読んで勉強してるのか。


「誠治君？　マーボー豆腐とナスならどっちが…………」



　あ。見つかっちゃった。

　俺と手元のマンガを何度も見て、柊木ちゃんがぽろん、と手にしていたおたまを落とした。

「ち、ちが……誠治君、ち、違うの……」

「え？　何が違うの？」

　ニヤニヤしながら、俺は付箋のページを柊木ちゃんに見せながら近づく。

　俺の中で、変なスイッチがオンになった。

「このシーン、『きゅん♡』なんだ？　へえ。こういうの、春香さん好きなんだ？」
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「だ、だ、だから違うのっ！」

　あわあわ、と顔を赤らめて、柊木ちゃんはじりじりと下がる。

「な、な、夏海なつみが、面白おもしろいよって言うから、あたしも試しに買って読んでただけで……」

「夏海ちゃんは、エロいシーンには付箋を貼るようにって言ったの？」


「春ちゃんも勉強しなよって言うから！　だから……付箋…………」



「興味津々だったんだね、春香さん」

　うぐぐぐ……、と口をへの字にすると、いつの間にか涙目になっていた。

　あ、やば。やりすぎた。

「そうだよっ！　興味津々だよっ！　でも、実際まだしちゃダメだからマンガ読んで勉強してるんだよっ！」

「あ、開き直った！」

　ふしーふしー、と息を漏もらしながら、柊木ちゃんは涙目で訴える。

「誠治君にこんなことされたら死んじゃうって思いながら、布団ふとんの中でニヤニヤしてるんだからっ！　どうせはしたないよっ！」

「べ、べ、別に俺、悪いとか言ってないし……」

　窮鼠猫きゅうそねこを嚙かむ事態が発生した。

「じゃあ、やってみる？」
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「ほえ？」

「お気に入りのシーンを、俺と春香さんで」

「やる！　やる！」

　俺からマンガをひったくる柊木ちゃん。

「ぶふふ、ぶふ、ぐふ……ど、どうしよう、どのシーンにしよう……」

　不気味な笑い声を漏らしながら、ページをめくっていた。

「よし、決めたっ！　ちゃんと着替えるから誠治君は出てって」

「え!?　そんな気合入れること？」

　そのシーンのコマを指差しながら、俺にマンガを渡した。

「ここだからね。ここ！　セリフきちんと覚えてね！」

　ガチだ……。

　軽～く真似まねする程度のつもりだったんだけど。

　そのシーンを読むと、落ち込んでいる主人公の下にヒーローが駆けつけ、後ろからぎゅっと抱き締めて耳元で愛をささやくというシーンだった。

　……よかった。エロいシーンじゃなくて。

「もーいーよ！」と、柊木ちゃんの声がして、扉を開ける。

　すでにシーンははじまっているらしく、柊木ちゃんがベッドの上で膝ひざを抱えていた。

　ちら、ちら、と俺を見て、展開を知ってるからニヨニヨしまくりだった。

　おい、落ち込んでる設定だろ。

　軽く咳払せきばらいをして、俺もヒーローを演じる。

「……こんなところにいたのか。探したぞ」

「なんで、探しにきたの。別に、気遣わなくてもいいのに」

　開けた扉にもたれながら、聞こえるくらい大きなため息をつく。

「はぁ……。そりゃ探すだろ。あんな顔で走って逃げれば」

「追いかけてこないでよ。どうせ誠治は紗菜さなちゃんのことが好きなんでしょ!?」

　ぶっ!?

　なんで実名なんだよ。

「あたし、知ってるんだから……誠治と紗菜ちゃんがセックスしたって」

　ぶは!?　セリフはその通りだけど、実名をあてはめんのやめろ。

「春香、何か誤解してねえか？　あれは、紗菜のやつが勝手に言ってるだけで、そんな事実はねえよ」

「は、春香……」

　きゅうん、としたらしく、柊木ちゃんが胸を押さえた。

　素になってんぞ。


「お、おほん…………。本当に？」



「本当、本当」

　俺は柊木ちゃんの背中に近づいて、抱き締める。

　で、決めセリフ。

「俺が好きなのは、春香だけだから」

　なんちゅー恥ずかしいセリフなんだよ……。

　次は主人公のセリフなのに、柊木ちゃんが黙っている。

　キュンキュン具合が臨界点を突破したらしく、耳を真まっ赤かにして体がふらついた。

「セリフ、セリフ」

　耳元で小声で言う。

「そ……そうだった……。おほん。……まだ信じられない……信じたいけど、信じられないよ」

「これで、どう？」

　顎あごをそっと持ち上げてキスをする。

　これでこのシーンは終了だ。

「も、もう一回、春香って呼んで……？」

「オラオラ系が好きなの？」

「ふぐぅ……、そ、そういうわけじゃないけど……誠治君に『おまえは俺のもんだ、春香』って言ってほしい」

「さりげなくリクエストすんなよ」

　全然収まりがつかなさそうだったので、リクエストに応こたえることにして、耳元でささやいた。

「おまえは俺のもんだ、春香」

「はい……♡　貴方のものです……」

　役を演じていたせいかわからないけど、柊木ちゃんのリミッターは解除状態に入った。

　ベッドの上に折り重なって倒れると、唇を触れ合わせる。

　ちゆ、と音が鳴り、息遣いがかすかに聞こえた。

　すり合わせる度に、上気した柊木ちゃんの頰ほおの熱さが伝わる。

　こんなことをしばらくしていたせいで、いつの間にか夜の深い時間になってしまった。

　手作りの中華じゃなくて、適当に外食することになったのは言うまでもないだろう。
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　うちの学校には選択授業ってやつがあり、芸術系科目が音楽、美術、書道の中からどれかひとつ好きなものが選べる。

　俺おれが選んだのは書道。

　いつもは書道の先生が授業を行うけど、今日は違った。

「今日は井口いぐち先生がお休みなので、柊木ひいらぎが代わりに授業をさせていただきます。よろしくお願いします」

　柊木ちゃんはそう挨拶あいさつしてぺこりと頭を下げた。

　柊木ちゃん、書道なんてできるのか？　黒板の字は確かに綺麗きれいだけど。

「先生、書道なんてできるんですかー？」

　からかい交じりに男子が訊くと、えへん、と柊木ちゃんは胸を張った。

「こう見えても、先生すごいんだよ？　書道五段なんだから！」

　なんかすごそう……。

　書道室にいる生徒約二〇人ほどは、一様に俺と同じリアクションで、すごそうだけどどうすごいのかピンときてない様子だった。

「どれくらいすごいかと言うと、書道教室を開けるくらいすごいんだから！」

「「「「すげー！」」」」

「でしょー？」

　えへん、とドヤ顔をする柊木ちゃん可愛かわいい。

　茶道もやたらと詳しかったし、もしかすると、こういう系はお嬢様のたしなみなのかもしれない。

「教科書通りのことをやってもつまんないと思うので、というか、自由に書かせてあげてください、と井口先生には言われているので『好きな物』縛りで、書いてみてください」

『好きな物』縛り、ねえ……。

　ふと思いついたのが柊木ちゃんで、ちら、と見ると目が合った。

「あ、真田さなだ君は、先生の名前を書いてもいいんだよー？」

　くすくす、と教室に笑いが起きた。

　体育祭の借り物競争の『好きな人』で柊木ちゃんを連れていったせいか、それ以降、色んな人にその出来事をイジられるようになった。

　あくまでもネタっぽいイジり方だから、俺が本気で柊木ちゃんを好きだとは誰だれも信じなくなっていた。

　むしろ好都合。

　大っぴらにイジればイジるほど、その事実は冗談じょうだんとして認識されるようになる。

「書かないですよ」

「なぁーんだ。残念」

　くすっと微笑んだ柊木ちゃん。

　女子たちが「先生フラれちゃったね」「先生元気出してー」と柊木ちゃんを冗談ぽく慰なぐさめている。

　……くすっと笑ったあと、本気でヘコんだのがわかったのは、俺だけだろうなぁ……。

　墨を持って、硯すずりでする。

　何書こうかな。

　周りを見ると、部活のことだったり、ストレートに「彼氏」って達筆に書いている女子もいる。

　ネタに走って、好きなアニメキャラの名前を書いている人もいた。

　もちろん俺は、彼女、とは書けない。

「真田君、上手じょうずだって井口先生に聞いてるよ？」

　柊木ちゃんが様子を見にきた。

「そんなに上手じゃないよ」

「文章でも書いてみる？　『春香る　命芽吹く四月』なんてどう？　風流じゃない？」

　おお……さすが柊木五段。

　雅みやびやかな提案だ。

「じゃあ、ちょっとやってみようかな」

「先生が、お手本書いてあげる」

　マイ筆を持ってくると、硯に浸つけて、余分な墨汁を切る。

　ぴしっとした姿勢のせいか、柊木ちゃんの所作に品があった。目は真剣そのもの。

　前髪が邪魔だったのか、横に流して耳にかけた。

　こんなに真面目まじめな顔を見たのは、もしかするとはじめてかもしれない。

　す、す、す、と文字を書いていく。

『Ｉ♡誠治せいじ』

　真面目にやれ。

　惚ほれ直したと思ったらこれだ。

　でも、すげー綺麗な字。

　俺は半紙をくしゃくしゃにして、ゴミ箱にシュートする。

「あ。いい感じだったのに、何するの」

　ぷくー、と柊木ちゃんが膨ふくれる。

　俺が柊木ちゃんを好きってことはネタ扱いされているけど、逆はダメ。

「先生、お手本ちゃんと書いてください」

「はぁーい」

　むくれながら子供みたいな返事をして、柊木ちゃんは「やればいいんでしょ、やれば」と、ボヤきながら、また硯に筆を浸ける。

　ていうか、書いてあげるって言ったのは、そっちだろうに。

　なんで俺が無理やり書かせてる感じになってるんだよ。

　さらさらさら～と『春香る　命芽吹く四月』と凄すさまじく綺麗な字を書いた。

「すげぇ……」

「えへん。惚れ直してもいいんだよ？」

　もう惚れ直してるよ、って言うとまたひと騒ぎあるだろうから何も言わないでおこう。

　お手本を隣に置いて、俺も筆を執って何度か書いてみる。

　けど、五段の実力は伊達だてではなく、ろくに書道教室に通ったことのない俺には、なかなか高いハードルだった。

　他の生徒にアドバイスをしたり雑談をしたりしていた柊木ちゃんが、悩める俺のところへ戻ってきた。

「ふんふん。苦戦してるね？」

　失敗作を見たあと、柊木ちゃんはニンマリと笑った。

　……なんか悪だくみ思いついたな？

「字が小さくなるからバランスが難しいんだよねえー」

　俺の背後に回り込んだ柊木ちゃんは、俺の右手をがしっと摑つかんだ。

　いつぞやの陶芸のように、柊木ちゃんが俺の肩口から顔をのぞかせる。

「ちょっと、なんでくっつくの」

「こうしたほうが、感覚摑みやすいから♡　あたしも先生に実際やられたことあるし」

　二人きりだったら、俺の頰ほおにキスしまくりだろう距離で、「文字同士の距離感は今の感じでいいから」と、耳元で大真面目に解説していく。

「ここを、こうして♪」

　筆を持った俺の右手を握って、柊木ちゃんは半紙に文字を書いていく。

「お……おぉ……」

　すげー。魔法を使ったみたいに綺麗な字が書けた。

　ほぼ柊木ちゃんが書いたから当然なんだけど。

「先生、これを提出していいですか？」

「ダーメ♡」

　ここは甘くしてくれないらしい。

「せい……真田君が自分で心を込めて書いたやつじゃないと」

　ノンノン、と人差し指を振りながら、教師らしいことを言った。

　仕方なく俺は何度も何度も練習をして、何度も何度も本番に臨むけど、いい物はそう簡単に書けない。

「頑張って」

　こそっと柊木ちゃんが応援してくれる。

　たったそれだけでやる気が出るんだから、俺はずいぶんと単純な男らしい。

　感覚とイメージをすり合わせながら、一筆入魂。

「……」

　うん。一番の出来だ。

　授業が終わりに近づいていたので、俺はそれを提出した。

「真田君、よく頑張ったね。文字が小さいから難しいのに」

「結構練習したから」

　むふふ、と柊木ちゃんが笑う。

「これを……あとでスキャンしてデータ編集すれば……むふふ……」

　何の話だ？

　首をかしげていると、翌日、その言葉の意味がわかった。

　ちょっとしたした用事で職員室に行ったとき、なんとなく不在の柊木ちゃんのデスクを見た。

　俺が昨日書いた文字が、デスクの奥まった場所に貼はってあった。

『春香命　二年Ｂ組真田誠治』

　あ。あぁああああああああああ！

　全部罠わなだ!!

　文章書かせたり、俺に頑張らせたりしたのは、全部このため!!

　バリッと縮小された紙を引きちぎってゴミ箱に捨てる。

　……あとはデータ。

　身を潜めて、柊木ちゃん愛用のノートパソコンを触り、『ＳＳ』というフォルダを漁あさる。俺と撮った写真や動画はここに入れている。

　思った通り、俺が昨日書いた物のスキャンデータと編集データがあった。

　両方をゴミ箱に捨て、中身を空にする。

　置いていた柊木ちゃんの携帯がブブブ、と振動した。

　その瞬間、待ち受けが見えた。

『春香命　二年Ｂ組真田誠治』


　待ち受けにもしてる！！！！



　消そ。

　ピピと操作してデータを消去。

　ふう。悪は去った。

　その日の夜、電話をかけてきたときの柊木ちゃんは、元気がなかった。

「どうかした？」

「ちょっとショックなことがあってね……」と、テンションがかなり低かったのは言うまでもないだろう。

　何が起きたのかは、もちろん教えてくれなかった。
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　もぞもぞ、と俺おれに密着している柊木ひいらぎちゃんが身動きをした。

「先生、くっつきすぎ……」

「だ、だって、仕方ないでしょ……。あと今は春香はるかさんでしょ」

　小声でひそひそとやりとりをする。

「せ、誠治せいじ君も……ひ、膝ひざが股に当たってて……ちょっと……」

「え、あ、ごめん……」

　教室の掃除用具箱にぎゅうぎゅうに詰まっている俺たち。

　柊木ちゃんはむぎゅーとおっぱいを俺に押しつけている。今回はわざとじゃなくて、自然とそうなった。

　大将が「てやんでいっ」な状態になってしまうのは仕方ないだろう。こちとら体が思春期なんでい、てやんでい。

　そのことに気づいたらしい柊木ちゃんは、何も言わずただ顔を赤くしていた。

「何でこんなことに……」

　……事の発端は、柊木ちゃんが掃除当番の俺とイチャつくために教室にやって来たことだった。

「真田さなだ君ー？　また掃除当番一人でやってるのー？」

「途中までみんな一緒だったよ。部活だのなんだので、最後まではしなかったけど」

　机と椅子を整えて、窓の戸締りとカーテンを閉めて、掃除終了。

　カタン、と柊木ちゃんが扉の内側から鍵かぎをかけた。

「誠治君～、まだ仕事少し残ってるの……」

　甘えん坊さんモードの柊木ちゃんは、ととととと、と俺に近寄ってきて抱きついた。。

「少し？」

「本当はいっぱい……」

「頑張って、春香さん」

「うん、あたし、頑張る……だから、誠治君成分を補給させて」

　唇を突き出して、キスのおねだり。

　エスカレートしない程度に、何度かちゅ、ちゅ、と軽いキスをしていると、廊下のほうから話声が聞こえてきた。

「大道おおみち、なんでわざわざ放課後の教室なんだよ？　別の場所に行こうぜ」

「いいでしょ、別に。メールじゃなくて直にしゃべったほうが誤解もないだろうし」

　ガタン、と扉を引いたけど、鍵がかかっていて開かない。

「あれっ、鍵閉まってる」

　柊木ちゃんが鍵をかけたから開くわけがないんだけど……。

　あ。後ろ側の扉……鍵、開いてね？？

　柊木ちゃん、閉め忘れてね？？

　よぉーく見てみる。

　──あ、開いてるぅううううううううううう！

　きゅるん、と純粋顔で柊木ちゃんは小首をかしげている。

　くそ、可愛かわいい顔をやめろ。怒るに怒れないだろ。

「こっちのほうは──」

　生徒らしき二人が後ろ側へ移動する足音。

「せ、誠治君、まずいよ」

「春香さんのせいでね──」

　柊木ちゃんが掃除を手伝ってくれているっていうんなら誤魔化ごまかせる。けど、鍵まで閉めて二人きりってのは、どう考えても怪しい。

　俺の『好きな人』の件が、ガチだったってバレる。

　どこか、隠れられる場所──。

　ぱっと目についたのが、掃除用具箱だった。

　俺と柊木ちゃんは慌てて中にこもり、ぎゅうぎゅう状態となったのだった。

　ガラッ、と扉を開けて男女の生徒二人が入ってくる。

　修学旅行で押し入れに入ったときにも思ったけど、これ、どっちかが隠れるだけでよかったんじゃ……。

　けど、もう出るに出られない状況だった。

「話ってなんだよ？」

　お？　この流れって、告白の流れでは……？

　男子は誰だれかと思ったら藤本ふじもとだった。

　おめでとう、藤本。

　てことは、相手はさっき藤本が名前をあげた、クラスでも派手な部類の女子、大道さん。

　意外な組み合わせだった。

　へえ、そっかそっかあ。青春ですなぁ……。

　好々爺こうこうやのように俺が目を細めていると、柊木ちゃんもワクワクしはじめた。

「こ、告白だよね、これ……」

　し、と俺は唇の前に人差し指を立てて、二人の会話に耳を澄ます。

「いや、藤本に話っていうか、それは間違いじゃないんだけど、訊きたいことがあんの」

「お、おおう……、な、何？」

　藤本、好きな人いるの？　って大道さんは訊くんだろう。

　うわぁ。

　他人の告白シーンなんて、他人事だからすごく楽しい。

　下手な映画よりもワクワクでドキドキで楽しい……！


「…………真田君の……柊木ちゃんが好きっていう、あれ、ネタ？　それともマジ？」



　どきん、と心臓が跳ねた。

　それは柊木ちゃんも同じらしい。そっと上目遣うわめづかいをしてくる柊木ちゃんと目が合った。


「オレは呼び捨てで、真田は真田君かよ……。って、そんなことかよぉぉぉ…………」



　ぶはあ、とでっかいため息をついた藤本は、机に腰かけた。

「そんなことって……いいじゃんか、別に。で、どうなの？　藤本は、一番仲いいから……何か知ってるんじゃないかと思って」

「何？　ネタだったら、真田に告んの？」

「っ。……今その話は関係ないっしょ。そもそも、知りたがったのはアタシじゃねーし」

　へいへい、と藤本が肩をすくめる。

「そうだよ、オレと真田はダチもダチのマブダチだ。あいつのケツ毛が何本なのかもオレは知ってる」

　噓うそつけ。って、生えてねえよ。

「え、仲いいって、そういう仲だったの!?」

　ほれ見ろ。無駄な誤解生んでるじゃねえか。

「わさっと、こう、わさぁっと……」

「噓……」

　噓だよ！　信じるなよ、大道さん。ちょっとショック受けるのやめろよ。

「フン……誠治君は、ちょっとしか生えてないもん」

「張り合おうとすんな。で、生えてねえんだよ」

　俺たちはお互い、しーと唇の前に指を立てた。

「……話がそれたけど……で、どうなの？　柊木ちゃんとのこと。修学旅行のときの様子を知ってるから、アタシはマジなんじゃないかって思ってるんだけど」

「……ああ、修学旅行の」

　一度口をつぐんだ藤本が、ちらっとこっちを見た。

　なんでこっち見たんだ？

「──ネタに決まってんだろ？　アイドルのことを好きだって言うのとおんなじ感覚だっつーの。テレビのむこうのアイドルのことを好きだって言って、付き合えるか？　違ぇだろ」

「でも、柊木ちゃんも、修学旅行や借り物競争の様子じゃ、まんざらでもなさそうってカンジで……」

「アレだ。あんな公の場所であいつが柊木ちゃんを『好きな人』って認定されるようなことをしたから、柊木ちゃんも開き直ってんだよ」

「けど、柊木ちゃん、デレデレしてなかった？」

「生徒から慕われるのが嬉うれしいんじゃねえの？」

「そう、かな……？」

「少なくとも、オレにはそう見えるよ。変に勘繰るやつが出てくるのも仕方ない気もするけど、先生側からすりゃ、生徒からの好意は等しく『慕われている』くらいの認識だと思うぜ？」

　オレは真田評論家かっつーの、とボヤいて藤本が苦笑した。

「そうなら、いいんだけど」

「真田、真田、真田。真田ばっかでうんざりだ。大道、オレなんてどう？」

「別に」

「そーかよ。さっさと帰ろう。戸締りしに先生がくるだろうし」

　そうだね、と大道さん。

　二人が教室から出ていくと、俺と柊木ちゃんは掃除用具箱からこっそりと出た。

「あたし、デレデレしてるかな？」

「してると思うよ？」

「う、噓……!?」

　自覚なかったのかよ。

「ごめんね。……明日からは、クールビューティ春香さんになるから」

　無駄な努力は感心しないよ、柊木ちゃん。

　ビューティは問題ないだろうけど。

　じゃあ、また夜電話するね、と柊木ちゃんはそそくさと教室を出ていった。

　俺はさっき藤本が腰かけていた机に同じように座る。

「……」

　掃除用具箱からここまで距離がある。

　俺と柊木ちゃんの小声は絶対に聞こえてないはずなのに──。

　ケツ毛で本題そらしたり、ネタって断言したり……。


　────大道、なんでわざわざ放課後の教室なんだよ？　別の場所に行こうぜ。



　なんで場所をわざわざ声に出すんだ。それも大声で。

　……藤本。

　おまえ、もしかして……。
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　翌日、登校してみても藤本ふじもとは相変わらずで、とくに何かを言うことはなかった。

　気づいているなら、ニヤニヤしながらこっそり訊いてきそうなもんだけど、そういった素振そぶりがないから、やっぱり俺おれの考えすぎかもしれない。

　チャイムが鳴って、世界史の授業がはじまる。

「授業をはじめます」

　いつもはくくっている髪の毛を下ろした柊木ひいらぎちゃんが、ふぁさぁ、と髪の毛を払う。

　今日は眼鏡めがねをかけていて、いつになく知的な雰囲気が漂っていた。

　……もしかして、前のクールビューティ発言、本気だったんじゃ……。

「先生、今日どうしたのー？」

「どうもしてないけれど？」

　伊達だて眼鏡（たぶん）を押し上げる柊木ちゃん。

「すっごく頭よさそうに見えるよ？」

「実際、頭はいいのだけれど」

　自分で言っちゃうんだ。

　柊木ちゃんは、ふぁさぁ、と肩に乗った髪の毛をまた手で払った。

「……」

　一瞬こっちを見ると、ぷい、とそっぽをむいた。

　デレデレしないように頑張っているらしい。

「教科書を読んでほしいのだけれど」

　あの先生、語尾を『だけれど』にすればクールになると思っているぞ。

　仕事がデキる女風の柊木ちゃんの授業は、いつもよりテキパキと進んで、すぐに終わりを迎えた。

　女子から気安く話しかけられる柊木ちゃんは、今日の装いについて質問責めにあっていたけど、「お昼休みだから」と言って、くるんとターンして廊下を歩いて行ってしまった。

「柊木ちゃん、なんかキャラ間違ってない？」

「間違ってるけど、一生懸命だから可愛かわいいんじゃん」

「あ、わかるーっ。微笑ましいっていうか、見守ってあげたくなるよねー」

　女子たちがくすくす笑いながらそう言っているのが聞こえた。

　年下の女子に、微笑ましいとか、一生懸命だから可愛い、とか思われている年上の先生がクールなはずもないだろう。

　二人きりの昼休憩を過ごすべく、俺は教室を出て世界史資料室へとむかう。

「失礼します」

　軽く言って中に入ると、すでに柊木ちゃんはクールモードで俺を待っていた。

「それ、伊達眼鏡でしょ？　クールっぽくしたいからかけてきたの？」

「ぽくしたいわけではなくて、元々、クールなのだけれど」

　出た、『だけれど』。

　なんか、柊木ちゃんのクール像は一般と若干ズレているような気がする。

　元々クールと言い張る柊木ちゃんだけど、きちんとレジャーシートを床に敷いて、ご飯の準備をしてくれていた。

　……行動はデレデレなんだけどなぁ。そこは別にいいのか。

「誠治せいじさん、早く食べないと時間がなくなるわよ？」

　誠治さん……。なんか新鮮。

　はいはい、と返事をしながら、俺はむかいに座る。

「……」

　じいっと柊木ちゃんが何か言いたそうに俺を見つめる。

　その目線が、自分の膝ひざの上にすうっと下りた。

　いつものように膝枕をしたいらしい。

　知らんぷりをして、俺は手作り弁当を食べはじめた。

「春香はるかさん、あーん」

　かぼちゃの煮つけを箸はしでつまんで、柊木ちゃんのほうへ持っていく。

　ビクン、と柊木ちゃんの体が強い反応を示した。

　ぱあ、とクールぶった表情が吹き飛んで、『誠治君から「あーん」って珍めずらしいっ』と嬉うれしそうに口元をゆるめた。

「……はっ」

　ぷるぷる、と柊木ちゃんは頭を振って、今日のコンセプトを思い出した。

「そんなことをしてもらわなくても、食べれるのだけれど」

「あ、そう。じゃあ、自分で食べるね」

　箸をＵターンさせ、自分の口へかぼちゃの煮つけを運ぶ。

　うん。今日も完璧かんぺき。美味うまい。

「……」

　視線を感じて正面を見ると、柊木ちゃんがぷくぅーと膨ふくれていた。

「どうかした？」

「別にどうもしてないのだけれど」

　やっぱり、あーんはしてもらいたかったらしい。

　クールと素直になることは、相反しないと思うけど、あーんをすればデレデレしてしまうから、どうにか自制心を利きかせている、ってところかな。

　……クールな人は、ぷくぅーってしないと思うんだけど、そこんところどう思ってるんだろう。

　収まらない不満をぶつけるように、ばくばく、と俺の分まで柊木ちゃんが弁当を食べた。

　おおおおおい。俺の昼飯……。

　今は、ハムスターみたいに、頰ほおがぷくぅーとなっている。

「クールな人は、あーんしてもらえなかっただけでぷくぅーってなったりしないし、素直じゃないってわけでもないと思うんだけど」

「誠治さんは、クールビューティは嫌い？」

　嫌いじゃない。むしろ好きだと言ってもいい。

　けど、それはそういう人だから好きなのであって、無理をしてクールになっているビューティが好きかと言われれば、答えはノーだ。

「デレデレ対策のために自分のイメージを変えようっていう努力はすごくいいと思うよ」

「そ、そうなの……」

　にへら、と表情がゆるんだ瞬間だった。

　ぺしん、と柊木ちゃんが自分にビンタして、表情がすぐにしゃんとしたものに戻った。

　ええええええ……。そんなに厳しくしなくても！

「でも、俺は、自然体な春香さんが一番好きかな？　クールもいいと思うけど」

「……っ」

　クールな仮面が崩れかけたけど、立て直した。

　意地でもクールを貫き通すつもりらしい。

　俺の言葉は本心だし、クラスの女子たちが言っていたように、若干クールを履はき違ちがえているところもある。

　ノーマル柊木ちゃんに戻すには、どうしたら……。

「第三者がいる場所でデレデレしなければいいってだけであって、二人きりのときは普通にしてたらいいんじゃないかな」

「……！」

　お、揺らいでる揺らいでる。

「こんな状態じゃ、キスもできないなー」

「っ!?」

　え、噓うそ、まじで!?　って言いそうな食いつき具合だった。

「く、クールでも、軽いキスくらいしてもいいのだけれど」

「じゃあ、今後は二秒くらいのやつを一回だけってことで」

「っ!?」

　え、噓、まじで!?　って言いそうな食いつき具合だった。

「えー？　たったそれだけー？　って顔してるよ、春香さん」

「な、何を勘違いしているのかしら。軽いキスと言っても、あたしでいうところの腹八分目くらいのキスなのだけれど」

　ほぼ満足してんじゃねえか。

「結局、いつも通りにキスしたい、と」

「そんなことは言ってないのだけれど」

「じゃ、俺、時間だからそろそろ行くね。弁当ありがとう」

「ま、待って──」

　ぐいっと引っ張られて振り返ると、眼鏡をかけた柊木ちゃんの顔が目の前にあった。

「意地悪、しないで……」

「クールでも甘えたくなるんだ？」

「なる」

　ちゅ、とお互いが唇を近づけて触れ合わせると、もう二度、三度、ちゅ、ちゅう、とキスをした。

「したくて……たまらなかったの……」

　眼鏡柊木ちゃんが唇を尖とがらせたままうつむく。

「誠治君が、意地悪するから……あたしも意地になっちゃって……」

「春香さん、眼鏡かけてても可愛いよ」

「えへへ。やった♡」

　クールはどこかへ吹き飛んだ柊木ちゃんのキスに応こたえていちゃついていると、チャイムも気づかないくらい俺たちは熱中してしまった。
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「……好きな人を思い浮かべてください……」

　奏多かなたの淡々たんたんとした小声が家庭科室に響く。

「す、好きな人ね……、わかったわ……」

　ちら、と紗菜さなが一度こっちを見て、目をつむった。

「好きな人……！」

　じっと柊木ひいらぎちゃんもこっちを見て、目が合うとぽっ、と頰ほおを赤らめた。

　わかりやすい人だなー。

　俺おれも目をつむって思い浮かべる。もちろん柊木ちゃんだ。

「……あなたは、時間を止めることができます──」

　と、奏多が俺たち三人に言う。

「な、何よ、それ。異能力の類い!?」

「心理テストだっつーの。そんな設定ねーから」

　昼ごはんを食べたあと、時間があったので奏多が図書室から借りた心理テストの本で心理テストをしていた。

「……好きな人の時間を止めたあなたは、その人のどこを最初に触りますか？」

　時間を止めて……自由に柊木ちゃんに触れるとしたら……。

　あかん。これはあかん。エロいことしか考えられない。

　正式におっぱいを揉もむなんて、ハレンチすぎる。

　目を開けると、はい、と紗菜が挙手した。

「……はい、さーちゃん。どこを触りますか」

「く、唇よっ！　なんとなくよ、なんとなく。直感だからその、深い意味はないんだからっ」

「……唇を選んださーちゃんは……」

　ごくりーん、と紗菜が喉のどを鳴らす。

「じ、実は両想りょうおもいだったり──？」

「……その相手とは片想いで終わります」

　奏多がどうしてその結果になるのかしゃべっていると、


「……………………………………は、はは……」



　乾いた笑い声を上げた紗菜が放心状態になった。

　あ！　うっすらと口から魂みたいなものが出てる!?

「おい、紗菜！　気を確かに持て！」

　俺が肩を摑つかんで揺らすと、ばんばん、と子供みたいに紗菜が机を叩たたいた。

「う、う、うるさぁーいっ！　誰だれのせいでこうなって……あ、違う。もう、兄さんのバカァ！」

　魂が体内に戻ったようなので、俺はひと安心して胸を撫なで下ろした。

「あ、カナちゃん、今のやっぱりなしで……実は……」

「……さーちゃん、ズルはダメ」


「うぅぅぅ……こういうところは厳しいんだから……」



　今度は柊木ちゃんが挙手。

「……はい、先生」


「あたしは…………そのぅ……」



「何よ、先生。こーいうのは直感なんだから、スパーンと思い浮かんだ場所を言っちゃえばいいのよ」

　柊木ちゃんは俺を一瞥いちべつすると、意を決したのかキリっとした顔になった。

「男の人の、大事なところを触ります」


「「…………」」



　二人がやや引いていた。

　ま、けど、セクシャルっていう部分は俺と同じ。

　似た者同士のカップルってことかな。

　それはそれでちょっと嬉うれしい。

「そういうところが、パッと思い浮かぶってことは、その人とだと子宝に恵まれて幸せな家庭を築いて──？」

「……その相手とは、体だけの関係で終わります」

「「っっ!?」」

　ピシャーン、と俺と柊木ちゃんに衝撃が走った。

　奏多が冷めた声で解説をしてくれているけど、解説は右から左で頭に入らない。

　ててててて、ていうか、俺たちキスから先には進んでないんですけど。

　体だけの関係なら、もうとっくに色々と済ませてると思うんですけど。

　そこらへんどーなんですかねえええええ。

「プップクプー。先生どんまーい。てことは、先生、体目当てで遊ばれて終わりってことなんじゃないのー？」


「っっっっっっっ!?」



　ズビシャーン、と柊木ちゃんにさらに再び大きな衝撃が走った。

「そんなわけねえだろ！」

　思わずガチで否定ひていしてしまった。

「急に大声出さないでよ。兄さんは関係ないでしょー？」

　涙目で柊木ちゃんがこっちを見てくるので、俺は全力で首を振った。

　本当にそうならもうお手付きになってるはずだし、遠慮なんかしない。

「さっきのは実は噓うそで……」

「無理無理ー。変更は受け付けられないから！」

　紗菜がイキイキしていた。自分だってさっき変えようとして拒否きょひされたくせに。

「……最後は誠治せいじ君。どこを思い浮かべた？」

　どこをって柊木ちゃんのおっぱいを正式に揉む……じゃなくて、おっぱい様を下から支えて……じゃなくて、おっぱいを指でつついて、じゃなくて……。

　──どっか行けぇえええええ、思春期のリビドォオオオオオオオ！

　おっぱいでがんじがらめじゃねえか!!　思考の身動きがとれねえ。

　いや、違うんだ。おっぱいじゃなくて、俺が触りたいっていうかふれたいのは、その奥にある心──ハートってやつだから。

　それをつついて、支えて揉みほぐしたいっていうか。そういう感じだから。

「ハート。心のつながりってやつ？　そういう意味でふれたい──」

　ふぁさぁ、と前髪を払いながら言うと、紗菜に「はぁぁああああ？」みたいな顔をされた。

「何言っちゃってんの、兄さん。大丈夫？　中学生以下のポエムを聞かされた気分なんだけど。どうせ、友達以下の片想いなんでしょー？」

　奏多が本をぺらぺら、とめくって、ふんふん、とうなずいた。

「……ハートというのはないけど、近いのが、心臓。……それだと、その好きな人と、大恋愛になる可能性が高いです」


「ぅおっっっっしゃぁああ!!」



　俺、立ち上がって渾身こんしんのガッツポーズ。

「ほらな？」

　何が『ほらな？』なのかはわからないけど、おっぱいを揉む気満々だった俺は、ドヤ顔で紗菜を見下す。

「へ。へえ……だ、大恋愛……」

　ん？　なんでおまえが頰染めてんだ。


「……障害があっても乗り越えるってことでしょ……？」



　ちら。もじもじ。ちら。もじもじ。

「？　たぶん、そういうことだろうな」

　急に立ち上がった柊木ちゃんが、だだだだだ、と家庭科室から出て行った。

　どうしたんだろう。ま、いいや。

「身分や立場を気にせず、一直線……ってこと……なのよね……」

「てことになるな」

　俺と柊木ちゃんの関係はまさにそうかもしれない。

　やだー、当たってるじゃないですかあああああああああ！

「兄さんの、えっち！」

　ドゴン、と割と強い力で肩にグーパンされた。

「……さーちゃん、どうどう。落ち着いて」

　兄の俺よりも奏多のほうに懐なついてる紗菜は、ふんすふんす、と荒らげていた鼻息をどんどん鎮めていった。

「先生、どこ行ったんだろう。ちょっと見てくる」

　俺は二人に言って、家庭科室を出ていくと、すぐに見つけた。

　出てすぐの柱にもたれて、両手で顔を覆おおっていた。泣いているかと思ったけど、違うらしく、恥ずかしいのか耳が真まっ赤かになっている。

「あたしのこと、超好きだよ……恋しくて愛しくてたまらないってことじゃん……わぁ……。大恋愛……っ」

　悶もだえている柊木ちゃんの赤い耳に、こそっとつぶやいた。

「それなのに、先生は、エロいことを考えていた……」

「!?」

　柊木ちゃんがばっと顔を上げた。

「ち、違うの、せい……真田さなだ君……」

　自分で口にした『結婚するまではお預け』っていう最終防衛ラインはかなり強固らしい。けど、その分興味関心は高いようだった。

「どんなこと、考えたの？」

「べ、別に……そんな、変なことは、あたし……」

「言えないようなことなんだ？　先生って……実は、どスケベ？」

「ち、違うの……真田君……スケベじゃない、スケベじゃないけど……」

　半泣きで柊木ちゃんがぷるぷる震えはじめた。

　あ、イジりすぎた。

　俺が反省していると、くすん、と鼻を鳴らしながら、ぼそっと言った。

「あ、あたしだって……エッチな気分になるときもあるんだから……」

　ぐふっ……!?

　か、可愛かわいい……。

　涙目でそんなこと言うなよ。抱き締めて押し倒すぞ。

　そんな度胸があるのかどうかは別として。

「あー！　帰ってこないと思ったら、兄さんが先生泣かしてる！」

「泣かしてねえよ！」







[image: ]







　おまえは小学生か。

「先生、兄さんに何されたの？　大丈夫？」

　変態とその被害に遭あった女性みたいだから、その訊き方やめてもらえませんか。

　大丈夫、と言って柊木ちゃんは立ち上がった。

　俺と柊木ちゃんは、最終防衛ラインのせいか、発散されない欲求を抱えていることがわかったのだった。
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　あれから、柊木ひいらぎちゃんが心理テストにハマってしまった。

　恋愛系の心理テストばかりで、とくに恋人に対して本当はどう思っているか、という本音を聞き出そうとするものばかりだった。

「誠治せいじ君は、緑の芝生が広がる広ーい公園で、友達と紙飛行機を作って飛ばしました」

「はい」

　占いや心理テストが好きなのは紗菜さなも同じなので、女子はこの手のものには目がないのかもしれない。

「そのうちいくつの紙飛行機が遠くまで飛びましたか？」

　友達っていっても、藤本ふじもとくらいしかぱっと思いつかないし……。

　あいつのより俺おれのほうが飛びそう。

「一個」

「え!?　一個!?」

　な、なんだよ、そのリアクション。

「へ、へえ、そうなんだ。ふうん、一個なんだ。……むふふ、わかってた、わかってた♪」

　不満があるとすれば、これ。

　こんなふうに、一人で納得して、一人でむふふと変な笑い方をして楽しんでいるのである。

「何がわかるの、これ」

「内緒」

　なんでだよ。

「ええっとねえ、次は……」

　俺は柊木ちゃんに質問責めされて、結果は柊木ちゃん一人で楽しむというのが、心理テストに飽あきるまで二週間ほど続いた。







　そんなある日の週末。

　俺は復讐ふくしゅうしてやろうと、心理テストの本を買って、柊木ちゃんちにやってきた。

「春香はるかさん、さんざん俺に訊いておいて、自分はやらないってズルいでしょ」

「ズルくないよー？　だって、本買ったときにひと通り自分でやっちゃうんだもん」

「ってわけで、今日は俺が出題するターン」

「お。なんだかんだで、誠治君も好きだね」

　心理テストが当たりやすいっていうのは俺も認めるし、やっぱり柊木ちゃんが本当はどう思っているのかっていうのは知りたい。

　ソファに座っている俺の隣にやってきた柊木ちゃんが、するりと腕を絡からませる。

「じゃいくよ？」

「どんとこい」

　ぱらぱら、とページをめくっていく。

　あ。これ、面白おもしろそう……。

　柊木ちゃんに見えないようにしながら問題を読む。

「恋人が、目の前にいます。その人はパンツを一枚だけ履はいている状態です」

「ふふっ♡　誠治君、風邪ひくよ？」

「想像の俺の心配すんな。……で、あなたは最初に何を着させてあげたいですか？」

　選択肢タイプなので、四つを提示してあげる。

「むむ……誠治君……いい体してるからなぁ……」

「そういう設定はいいんだよ。直感で選んで」

　これでわかるのは──ＳＭ度!!

　ノーマルなのかＳなのかＭなのか──。

「えっとねえ。ズボン！」

「へええええ。はああああ。なるほどおおおおおお」

　柊木ちゃん、ドＭだった。

　なんか納得。この前の未来では立派なＭになってたし。

　意地悪したくなるタイプというか……ん？　こういう考えになるってことは、俺はＳなのか。

「何、なになになになに！　何がわかったの!?」

　俺の腕を子供みたに柊木ちゃんは引っ張る。

「内緒」

「えええええ」

　ふふふ。もやもやするだろう。

　これが俺の復讐だ。

　気が済んだので、教えてあげることにした。

「あ、あたしドＭなの……？」

「思い当たる節は？」

「あるううううう。当たるどころか、その節しかないよ！」

　どんだけ当たってんだ。

「誠治君、意地悪するでしょ？　あれが、なんか好きなの」

「すげーカミングアウトきた！」

「意地悪したくなるほどあたしのこと好きなんだ、って思うと、愛いとしくなる……」

　ドＭの思考回路は、俺にはさっぱりわからん。

「たまに、あたしのほっぺぎゅってつまむでしょ？　あれも好き……」

「は、はあ……」

　確かにたまにやるけど、あれ、好きだったんだ。

「叩たたいたりするのはさすがにアウトでしょ？」

「セーフ」

「許容範囲の広さ！」

　柊木ちゃんの聖母みたいなあふれる母性は、ドＭだからこそのものだったのか。

「痛いのがいいの……？」

　さすがにここまでディープに掘り下げると、わからないだろう。

「……うん」

　頰ほお染めながら即答すんな。

　Ｍっ気に関しては意外でもなかったけど、具体的に訊くと結構驚くことばかりだ。

「あ、でも、誠治君以外にされると普通に嫌だし怒るし、一〇倍返しで反撃するけどね」

「好きな人なら、許せるの？」

「うん」

　柊木ちゃんのほっぺをつまんで引っ張ってみる。

「あたたたた」

「これがいいの？」

　ほっぺを離すと、手でさすりながら恥ずかしそうにうなずいた。

「……うん。なんだか、心地いい……」

　いずれ「気持ちいい」に進化するぞ。

　柊木ちゃんが、変な扉を開けようとしている。……俺のせいで。

　次の問題にいこう。このままこの話をしていると進化を促うながしてしまいそうだから。

　適当に本のページを開く。

「じゃ次の問題。好きな異性のタイプを三つ挙げてください」

「んー？　なんだろうにゃー？」

　甘えん坊モードに入った柊木ちゃんは、伸ばした足で俺の足の甲をすりすりさすったり、俺の肩に頭をのせてみたりと、ベッタリだった。

「直感だよ、直感」

「えっと、ひとつめは体つき。細マッチョ的なの。次は……しゃべってて楽しい人。で最後は……」

　ちょっとだけ悩んであっさりと言った。

「誠治君」

「は？　タイプだよ？」

「いいの、いいの。タイプって言われてもふわっとしかわかんないから、直感で」

　これでわかるのは、本当に好きなタイプらしい。

　で、重要なのは三番目。

　……俺!?

　タイプじゃなくて個人でてきちゃった!?

「そ、そっかぁ……」

「何？　誠治君顔赤いよ？　何がわかるの？」

「どんな異性が本当に好きかっていうのが、わかるみたい……」

　説明をすると、へえー？　と柊木ちゃんはニマニマしながら俺の横顔を見つめた。

「それで赤くなってたんだ？　嬉うれしかったんだねー？」

　くそぅ……。言い返せねぇ！

　だって、俺も昨日こっそりやったら、三番目は柊木ちゃん個人だったから。

「両想りょうおもいってことみたい」

「え？　なんで？」

「……俺も、昨日こっそりやったら、三番目は、春香さん個人だったから」

　ニマニマが消し飛んだ柊木ちゃんが、ぼふん、と顔を赤くした。

「そ、そっかぁ……」

「大恋愛の相手だもんね、春香さん」

「くふぅ……言わないで……とろけちゃうから……」

　組んでいた腕をちょっとだけゆるめると、柊木ちゃんは俺の手で恋人繫つなぎをする。

「俺はそう思ってたのに、春香お嬢様ったら……はしたないんだから」

「やーめーてー。もう言わないでー！」

　ぽこぽこ、と俺を叩いてくる。

　うん、やっぱり意地悪しがいがあるんだよな、柊木ちゃん。

「意地悪を言う口は、塞ふさがないと……っ」

　照れながら目をつむって唇を突き出してくるので、さっとかわす。

　柊木ちゃんは、ぶちゅ、とソファの背もたれにキスをした。

「な、なんで避けるのっ！　ちゅーしたい気分マックスだったのにっ！」

　こ、この人、面白い……。

「逃げちゃダメ」

　がしっと顔を両手で押さえられて、長いキスをした。

　他にもいろいろと試したけど、意外な結果はあまり出てこず、柊木ちゃんが俺のことが大好きだという事実の再確認となった。

　ストーカー度診断は、怖かったので柊木ちゃんには試さなかったけど。







[image: ]




◆柊木春香◆




　最近、誠治せいじ君との電話の時間が短くなってきた。

　あたしもあたしで疲れているから、あまりよく考えずになんとなーく、ふわーっとしゃべっているだけだから、会話に中身はないんだけど、「ふーん」「そう」「へえ」という定型句を誠治君が返してくる。

「誠治君、夜電話するの、嫌になった？」

『え。なんで？』

　学校帰りの暗い帰り道。

　秋も深まりカーディガンやストールが必須な季節となっていた。

　自転車を漕こぎながらの通話は、息が少しあがってしまう。

　ひいひい、となるべく誠治君に聞こえないように、抑え気味に会話をする。

「だって……沈黙の時間も増えてきたし……誠治君も、話に興味なさそうだし……」

『毎日顔を合わせているわけだし、話すことがなくなるのも仕方ないと思うんだけど』

　それはそうだけど。

　付き合いはじめてからずっと続けている平日夜の電話が、蔑ないがしろにされている気がして、なんだかちょっと寂さびしい。

　自転車で風を切って走ると、今日はとくに寒い。

　前は、あんなに楽しかったのに……。

「昼間顔を合わせているのは柊木先生であって、誠治君の彼女であるあたしじゃないんだから、電話は電話で……」

『あ、ごめ、ちょっと──、なんだよ、勝手に入ってくんな』

『兄さんが何回もノックしてるのに出ないからよ！』

　もー。紗菜さなちゃんっ。シリアスな話をしているときに割って入ってこないでよぅ。

　ブツン。

「あ」

　切られちゃった。

　紗菜ちゃんとの話が長そうだから切ったんだと思うけど、結局まともに話すことはできなかった。

「これは……マンネリってやつかな？」

　家に帰って、ノートパソコンを起動させて、ネットで検索してみる。

【彼氏　マンネリ　対策】

　おっと。関連サイトがいっぱい出てきた。あたしだけじゃなくて世の女の子たちはみんな悩んでるんだ。

　気になった見出しの記事にアクセス。

【連絡が減った！　電話しても素っ気ない！　そんなときの対策マニュアル☆】

　これだ。

　まずは、連絡に関して文句を言わないようにする──。

　……さっき、顔を合わせるのと電話は別だからって言ったばかりだ。そう言ってしまうと、彼氏は連絡意欲が失せてしまうものらしい。

　そうなんだ……。勉強しようとしているときに、お母さんから勉強しなさいって言われるのと似たような気分になるのだとか。

　──付き合った頃は、そんなんじゃなかったのになぁ。これはＮＧ。言っちゃダメ。

　うわあああああ、言いかけたぁあああああああ！

　紗菜ちゃんが割って入らなかったらぼそっと言ってたよ！

　他にもいくつも参考になる対策法があった。

　さらさら、とメモを取っておく。

　よし、あとは、実践あるのみ！




◆真田誠治◆




　昨晩の電話は、紗菜が部屋に無理やり入ってきたから思わず切っちゃった。

　そのあとメールでフォローして、「いいよ、気にしてないよ」と返信があったけど、電話の内容も内容だったから、お詫わびの意味も込めて、ＨＲＧ社でのバイトも休みなのでケーキをいくつか買って、柊木ひいらぎちゃんちへやってきた。

　インターフォンを鳴らすと、柊木ちゃんが顔を出した。

「いらっしゃい」

　ううん……？　いつも通りだ。

　気にしてないってメールにはあったからそうなんだろうけど、社交辞令を使うことだってある。

「あの。これ。買ってきたから、一緒に食べよう？」

「え、いいの？　ありがとうー！」

　ぱあ、と子供みたいに柊木ちゃんが表情を輝かせた。

　上がろうとすると、待ったをかけられた。

「ちょっと待って。今日は、お外にいきます！　家デートは、しばらく禁止っ」

「え、なんで？」

「なんでも！　ケーキは、あとでね。冷蔵庫入れておくから」

　くるーん、とターンした柊木ちゃんは、ケーキの箱を持って奥に行ってしまった。

　何か企たくらんでる……？

　もしそうなら隠し事が得意なほうじゃないだろうから、わかりそうなもんだけど。

　今度は、余所行よそゆきの服装になった柊木ちゃんが出てきた。

　ポニテにした髪は下ろして、伊達だて眼鏡めがねをかけている。

「はい。誠治せいじ君も帽子と眼鏡」

　キャップを渡され被ると、柊木ちゃんが眼鏡をかけてくれた。

「うん、似合ってる似合ってる」

「外って、どこに行くの？」

「誠治君は、好きだと思うよ？」

　俺おれは、好き？

　首をかしげていると、手を取って歩き出した柊木ちゃんについて行く。

　車に乗り込んで発車。

　街のほうへ柊木ちゃんがハンドルを切った。

　昨日の中途半端ちゅうとはんぱな電話とその内容のことできちんと話そうと思っていたけど、なんだか切り出しにくい……。

　それは柊木ちゃんも思っているのか、車内で俺たちは無言だった。

　コインパーキングに車を停めて降りると、ゲームショップが目に入った。

「俺は好き……あ。ゲームのこと？」

「うん！　あたしも、最近ちょっと興味があって」

　なるほど、そういうことか。

「誠治君、たまにゲームの話をしたりするでしょ？　あたしもやってみよっかなーって思って」

「そういうことなら任せて！　けど、春香はるかさん、ソフトどころかハードもないでしょ？」

「合わせて買うからいーの」

　行こ、と柊木ちゃんと手を繫つないでゲームショップの中へ。

「前来たときは、春香さん、こっそり俺と紗菜を遠くから見てたでしょ」

「あ、やっぱりバレてた？」

「瘴気しょうきを出しまくってたからね」

「瘴気？」

　自覚はないらしい。草木が枯れて大地が腐りそうな瘴気出してたんだけど。

　中高生が多い店内だけど、ぱっと見じゃ知り合いらしき人はいなさそうだ。

　変装しているからわからないとは思うけど、それでも一応気にしてしまう。

「春香さん、どういうのがしたい？」

「そもそもゲームって、どういうのがあるの？」

　そこから!?

　ああ……お嬢様だとそういうのに触れる機会は少なかったのか。

　俺はゲームソフトを手に取って、あれこれジャンルの解説をしながら一帯をうろうろした。

「うーん。誠治君のオススメでいいよ？」

　あれこれ悩みながら、二本に絞り、一本を選んでもらおうとしたら、

「じゃ両方で！」

「大人だ！」

「ふっふーん、でしょー？」

　ドヤ顔で柊木ちゃんはレジに並んで、ハードも購入。

　店を出て待っていると、紙袋を下げて出てきた。

「帰ってさっそくやろう！」

「二人でも協力プレイできるから、手伝ってあげられるけど？」

「二人でできるの!?　じゃ、一緒にやろ♪」

　るんるんな様子で歩き、意気揚々と柊木ちゃんは車に乗り込んだ。

　けど、どうして急にゲームに興味を持ったんだろう？

　前々から、ゲームを話題にしたことは何度もあったけど、このタイミング……？

　内心疑問に思いながら家に到着し、部屋に上がる。

　柊木ちゃんは俺が買ってきたケーキとお茶を準備している間、俺はゲーム機の準備を整えておく。

　そのとき、テーブルの上にあるノートパソコンの下に、紙が挟まっているのが見えた。

「？」

　引っ張ってみると、柊木ちゃんの字で、メモが書いてあった。

『彼氏とのマンネリ脱出！』

　俺はメモを今度は見えないようにノートパソコンの下に戻した。

　今日の違和感は、そういうことだったらしい。

　あのメモは見なかったことにしよう。

　俺だって、柊木ちゃんともっと仲良くしたいし、楽しく毎日を一緒に過ごしたい。

　ちょっと電話でそっけなかったのは反省しよう。

「誠治君ー？　ケーキ、どれがいい？」

「春香さん、先選んでいいよ」

「いいの!?　じゃあ、遠慮なく……」

　ケーキと紅茶を楽しんだあと、俺たちは、さっそくゲームをすることにした。

　はじめてらしい柊木ちゃんは、「や！　ほ、はっ！」と声を上げながら、コントローラーを持ちながら体を傾けたり動かしたりしていた。

　絵にかいたような初心者っぷりが微笑ましくて、俺は声を上げて笑った。

「はじめてなんだから、仕方ないでしょーっ」

　ぷくーと膨ふくれると、今度は俺の真ん前を占拠して熱中しはじめた。

「春香さん、ありがとう」

「え。何か言った？　ふわああ!?　やばい、やばいやばいー！」

「下手っぴ」

「うるさぁーいっ！」

　びしびし、と柊木ちゃんが俺の膝ひざを叩たたいた。

「じゃ、手伝って」

「へいへい」

「ここクリアできなかったら、チューする」

「クリアしたら？」

「チューする」

　結局するんかい。

　それから二時間ほど続けたけど、センスゼロの柊木ちゃんは一向に上達せず、俺がいないとダメみたいだった。
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　朝目覚めた感じで、俺おれのタイムリープが解除されたのかどうかが、なんとなーくわかるようになった。

　で、今日は解除されたんだろうと思って周りを見てみると、やっぱりそうだった。

　枕元まくらもとにはスマホが置いてあり、少し大きめのベッドに俺一人きり。

　前回は、現代の俺が書き置きをしてくれていたから状況がわかったけど、今回はしていないようだ。俺愛用らしきビジネスバッグを見つけ、名刺入れを探し出して確認する。

「誠治せいじ君ー？　起きないと遅刻しちゃうよー？」

　柊木ひいらぎちゃんの声が部屋の外から聞こえてくる。

　何気ない日常の中に柊木ちゃんがいる……同棲どうせいしているって感じがしてとてもいい。

　俺の名刺には、知らない企業の名前があった。

　ＨＲＧ社には入らなかったのか？　それとも、入れなかったのか？

　何気に、タイムリープする前の俺は、肩書上は、大企業の社員ってことになる。

　ブラックな職場環境で、給料も安いけども、肩書のおかげで外面だけはよかった。

　今思えば、ＨＲＧ社から採用の内定がよく出たなと思う。

　まあいいか、と部屋をパジャマのまま出て、ダイニングで朝食を用意している柊木ちゃんに挨拶あいさつをする。

「おはよ、春香はるかさん」

「うん、おはよ」

　ちゅ、とほっぺにキスをしてくれた。

　朝起きてご飯があって、挨拶をするとちゅってキスされて……同棲生活ってこんなに幸せなんですか？

　けど、まだ婚約もしていないようで、柊木ちゃんの左手の薬指には指輪がない。

　今回は、夏海なつみちゃんは同居してないようだ。

　席について、作ってくれた和食に手をつける。

　いただきます、と手を合わせてご飯を食べる柊木ちゃんに、それとなく尋ねてみた。

「籍を入れる話だけど……正式に、春香さんの実家に挨拶しないと」

「あ。……うん……けど、もうちょっと待って。今実家がバタバタしているから、それが落ち着いてからにしない？」

　それ以上は何も言わず、時間がないよ、と柊木ちゃんは俺を急せかした。

　やっぱりＨＲＧ社の業績が落ちているんだろう。

「お父さんは元気にしてる？」

「うーん……元気はないかな。夏海もうちの会社で頑張ってるけど、大変みたい」

　社長令嬢なんだから、仕事なんてしなくてもいいと思うけど、やっぱりしっかり者だ。

　この話の流れからして倒産はしてないようだ。

　ご飯を食べていると、そっと柊木ちゃんが箸はしを置いた。

「どうかした？」

「朝する話でもないと思うけど……あたし、お母さんとケンカ中で……」

　たぶん、俺たちの将来のことでケンカしたんだろう。

「納得してもらえてないけど、両親には意思を伝えてあるわけだし……もう、うちに挨拶しなくてもいいよ？」

「どういうこと？」

「事後承諾ってことで、話を進めない？　ってこと」

「結婚式はどうするの？」

「ううん。しなくていいよ？　誠治君と一緒になるのが、付き合いはじめたころからのあたしの夢だもん」

　にっこり、と柊木ちゃんは女神のような笑顔を浮かべた。

　そのセリフは俺としては嬉うれしいけど、それはどうなんだろう。

　二七歳にもなれば、結婚式のひとつやふたつ、招待されて新郎新婦を祝福することがある。

　やっぱりドレス姿の新婦は綺麗きれいだし、柊木ちゃんだってそれを少しは夢見ていたはずなんじゃないだろうか。

　女性のために式を挙げる、と耳にしたことすらある。

「ちゃんと順序通りしよう？　段階を飛ばすなんて、らしくないよ？」

　うん。本当にらしくない。珍めずらしくネガティブだ。

「そうかな……」

　将来のことでお母さんとケンカをしているからなんだろう。

　結婚して一緒になるっていうのは最終的な目標だけど、俺と柊木ちゃんに関かかわったすべての人に祝福してもらえる結婚にしたい。

　結婚式ってのは、それを見てもらう場所でもある。

　……ていうか、俺も柊木ちゃんの花嫁姿は見たい。

　ふわあ、と全身をタイムリープの感覚が包んだ。







　次に目を開くと、よく知っている俺の部屋の天井てんじょうが見えた。

　携帯を手繰たぐり寄せて、日時を確認すると解除前とほぼ一緒。ただ、時間は一時間ほど先に進んでいるけど。

　決意が冷めないうちに、俺は柊木ちゃんに電話をかけた。

　しばらくコール音が続いたあと、眠そうな声で柊木ちゃんが出た。

『……も、もしもし……』

「春香さん、おはよう」


『…………おはようございます……』



　たぶん、俺からの電話で目が覚めたんだろう。口調がぼんやりとしている。

「ちゃんと、みんなに納得してもらって結婚するからね」

『……ちゃんと納豆は……冷蔵庫に……』

　寝ぼけてる……。

「ごめん。俺、結婚するから」


『………………え!?　何それ!!　誰だれとっっ!?　!?』



　あ、ちゃんと起きた。

「将来的にね」

『なんだ……びっくりした』

「だから、春香さんの両親にはきちんとご了承をいただきたいわけなんです」

『け、結婚するから、春香さんをくださいって？』

「いや、まださすがにそこまでは。付き合っているってことは、お父さんにもばらしちゃったし、お母さんにも伝えて、俺の人となりを知ってもらおうかなと思って」

　夏海ちゃんのときと一緒だ。

　顔も名前もろくに知らない相手となれば、態度も強硬なものになりがちだけど、俺のことを知っていれば、多少は態度も軟化するんじゃないかという目論見もくろみだ。

「だから、そのことを夏海ちゃんにも……」

『夏海ー？　起きてー？　誠治君が』


『うぅぅ……もう無理起きれない……』



「そばにいるの？」

『遊びに来て、そのまま泊まっていったの』

「じゃあ、俺、春香さんち行くから」

『え、待って待って、まだ準備できてないからもうちょっとあとで──』

　ぴ、と通話を終了させて、着替えた俺は自転車にまたがり柊木ちゃんちへむかう。

「……空あき巣す君……急に人んち来るとか何考えてんの……親しき仲にも礼儀ありって言葉、知らない？」

　いつもはハキハキしている夏海ちゃんも、朝には弱いらしく目がぼやーっとしていた。

「誠治君？　朝食まだなら一緒に食べる？」

　対して柊木ちゃんは、きちんとメイクもしてていつも通りの様子だった。

「春ちゃん……超焦あせって準備してよかったね……」

「うるさいっ」

　柊木ちゃんがキッチンに行くと、俺と夏海ちゃんはダイニングのテーブル席に座る。

　そこで、俺の考えを夏海ちゃんに聞かせた。

「そんじゃあ、家に遊びに来る？」

「それなら、お願いしようかな」

「春ちゃんも帰って来る……？」

「まあ……誠治君が行くなら……」

　歯切れの悪い返事をした柊木ちゃんだったけど、朝食を食べてから俺たち三人は柊木家へむかうことになった。
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　夏海なつみちゃんが迎えを呼ぶと、さすがお嬢様、黒塗りの高級車が滑るように走ってきた。

「あたしの車でもいいのに」

「春ちゃん、運転するとママに怒られるでしょー？」

「あたしはもうお母さんの言うことなんて聞かないから」

「あー、春ちゃんがグレたー」

　茶化ちゃかさないで、と柊木ひいらぎちゃんがむくれると、くすくす夏海ちゃんが笑った。

　そういや、実家にいるころは親の言いなりだったって言ってたっけ。

　運転手のスーツを着たおじさんが、後部座席のドアを開けてくれた。

「春香はるかお嬢様、お久しぶりでございます」

「吉永よしながさんも、ご健勝のようで」

　にこり、と笑顔を浮かべた柊木ちゃんは車に乗り込んだ。

　俺おれにわかるくらいなのだから、夏海ちゃんにもさっきの柊木ちゃんの笑顔が作り笑いだというのはわかっただろう。

　ちら、と運転手の吉永さんが俺を見ると、ぬっと顔を近づけてきた。

「あんたが真田誠治さなだせいじか」

「え。まあ、はあ……そうですけど」

「旦那様から話は聞いている。私は春香お嬢様がまだこーんな小さな頃から柊木家の運転手として送迎をさせていただいてる」

　こーんな、と人差し指と親指で大きさを表した。

　……柊木ちゃんどんだけちっちゃかったんだよ。小人かよ。

「そのご成長を誰だれよりも見守ってきた。あんたのようなポッと出の小僧が春香お嬢様と付き合っているなど、私は認めん」

　俺が何かを言おうとしたとき、ぐいっと後ろに引っ張られて柊木ちゃんが割って入った。

「真田誠治さんは、わたくしの交際相手です。夏海も公認の方です。吉永さん、あなたが口を挟むことではありません」

「ですが」

「ですが、何ですか？　わたくしが認めた相手を侮辱するということは、わたくしも侮辱しているのと同じこと。あなたの仕事は何ですか？　わたくしの交際相手を睨にらむこと？　……わかったのなら下がりなさい」

　おぉ……柊木ちゃん、カッコいい。

　けど、口調が全然違う。

　心配そうにこっちを見ていた夏海ちゃんが、何事もなかったことにほっと胸を撫なで下ろした。

　最後に、俺にガンを飛ばした吉永運転手は、黙り込んで後部座席に座るのを見届け、ドアを閉める。

「本宅へ参ります」

　ひと言俺たちに伝えて、アクセルを踏んだ。

　にしても、すげー反応だったなぁ。

　交際相手に運転手がああなるってことは、それだけ、柊木ちゃんが色んな人に大事にされてきたってことなんだろう

「春ちゃんは、実家のこういうところが嫌だったんだと思う」

　聞こえていないのか、柊木ちゃんは俺の手を握ったまま、窓の外をぼんやりと眺ながめている。

　それに気づいた吉永運転手のルームミラーに映る顔が、一瞬苦にがそうなものに変わった。

「大事にされすぎて、春香さんはグレちゃったのか」

「グレてないから。大人になって自立しただけだよ？」

　普通の家庭なら、大学を出れば仕事をして一人暮らしをするのは珍めずらしくもなんともないけど、働く必要がない柊木家は、普通の枠には収まらないんだろう。

　柊木ちゃんの普段の生活を知りたがる吉永運転手の質問に、柊木ちゃんは愛想笑あいそわらいをしながら、適当に答えていた。

　車を走らせ約一時間ほどで、目的地に到着した。

　山の中腹を切り崩して作られたようなお屋敷で、敷地はかなり広そうだ。

　外門を通ってから正門まで少し距離があった。

「どう？　空あき巣す君。我が家は」

「想像通りの豪邸で言葉がない」

　ちらっと柊木ちゃんを見ると、顔色が青い。

　そういや、車に乗ってからずっと言葉数が少なかった。

「大丈夫、春香さん？」

「この前の……軟禁が……」

　トラウマになってる!?

　玄関前で降ろされると、若いメイドさんが「春香お嬢様、夏海お嬢様、お帰りなさいませ」とぺこりと一礼して、大仰おおぎょうな扉を開けてくれた。

　もちろん、俺はメイドさんにもちらちらと何度も視線をむけられることになった。

　お荷物を、とメイドさんが出した手に、夏海ちゃんは慣れたふうに小さな鞄かばんを渡した。

「夏海ちゃん、家の人たちは俺が来るって知ってるの？」

「ウチの友達が来るとだけ伝えてあるよ」

　友達って言って、男を連れて来るって、色々と勘繰られるだろうに。

「春ちゃんの部屋何もないから、まずはウチの部屋に行こう」

　高級ホテルみたいな足音が出ない絨毯じゅうたんの上を歩き、夏海ちゃんが二階の自室へ案内してくれた。

　柊木ちゃんの部屋よりも、もちろん俺の部屋よりもずいぶんと広い部屋だった。

　ぬいぐるみがいくつか窓際とベッドに置いてあり、女の子の部屋なんだと実感する。

「お嬢様、お茶をお持ちいたしましょうか？」

「いいえ。結構です」

　メイドさんを下がらせて、三人になる。

「空き巣君、あんまりジロジロ見ないでよ？」

「そんな不躾ぶしつけなことしねーよ」

　すすめられたソファに座ると、テンション低めの柊木ちゃんも隣に座った。

「ママがもう少ししたら帰ってくるから、そのときにウチから紹介してあげる。こっちから行かなくても、紹介なさい、って言われると思うけどね」

「お母さん、どんな人？」

「ちょっと礼儀作法に厳しいけど、それ以外は普通の人だよ？　まあ、空き巣君からすると上流階級のおばさんって感じがすると思う」

　ホテルのレストランで目にしてるんだけど、面とむかって話したわけじゃないからどうにも不安だ。

　俺、結構ラフな格好で来ちゃったけど大丈夫？

　ひーママと対面するときの作戦を話し合って決めた。

　まず、俺は夏海ちゃんの友達として対面して挨拶あいさつなど社交辞令を交わす。

　夏海ちゃんの友達だとしても、それは噓うそじゃないから問題ないだろう。

　それで、様子を見ながら、実は、と明かす。

　夏海ちゃんの話によると、ひーパパが俺のことをひーママに教えているだろうとのことだ。

　あのお見合い会場に俺もいたし、その日に話をしている可能性は高い。

「春ちゃんは、どうする？　ママに会う？」

「あたしは……」

　さっきからずっと黙っていた柊木ちゃんは、やっぱりテンションが低い。

「春ちゃん、無理して会わなくてもいいんじゃない？」

　ん？　この前現代に戻ったとき、柊木ちゃんはひーママとケンカ中だと言っていた。

　それって……この頃から続いていること？

「ケンカしてるの？　お母さんと」

「うん……そんなところ」

「この前、ここに戻って来たことがすっごい意外だったからねー」

「あたしも……色々と常識を知って大人になったんだから、きちんとお母さんと話をしようと思ったのに、お見合いを強引ごういんにさせるし……」

　何か言葉を続けようとしたとき、こんこん、と扉がノックされた。

　夏海ちゃんが中に入るように言うと、玄関にいたメイドさんが入ってきた。

「奥様がお戻りになられました。いかがなさいますか？」

　……いよいよだと思うとちょっと緊張する。けど、柊木ちゃんは俺以上に顔を強張こわばらせている。

　怖そうな人の印象はないけど、軟禁されたトラウマか、それともケンカのことで何か思うところがあったんだろう。

「ありがとう。お母様には、応接室で待っていると伝えてくださるかしら」

「かしこまりました」

　メイドさんが下がり扉が閉まる。

　まずは夏海ちゃんの友達という設定で会うから、柊木ちゃんがいると色々と話がややこしくなる。

　夏海ちゃんはそう判断した。

　元気なさそうな柊木ちゃんに一旦いったんここで待ってもらい、俺たちは部屋をあとにした。

「そんなに仲悪いの？」

「春ちゃんが、悪いってわけじゃないんだよ。自立するためにこっそり教員免許とったり学校で先生したり、一人暮らししたり、今やっているそのことごとくを強く反対されて……。ウチが知ってるのはこれくらい」

　結果的にそのすべてを押し切って、柊木ちゃんは自分の希望を叶かなえている。

　働く必要がないから反対する理由もわからなくはないけど、それでも、仲が悪いままでいいなんて俺は思わない。

　これを放置しておくと、未来の柊木ちゃんはこのわだかまりをずっと抱えたままで、挙句の果てには親の承諾なしで結婚しようと言い出す。

　これじゃあ、駆け落ち同然だ。

　応接室にやってくると、適当にソファに座る夏海ちゃんの隣に腰かけた。

　金持ちの応接室って感じで、ソファも心地いいし、価値がさっぱりわからない絵画が飾かざってあったりした。

　すぐにメイドさんが扉を開けると、ひーママがやってきた。

　さっと立ち上がって一礼する。

「お邪魔させていただいております。真田誠治と申します」

　ビジネスモード全開なのだった。

　普通の高校生にはまずできない芸当だ。

「ご丁寧ていねいにありがとう。この方が、夏海の言っていたご友人の方？」

「はい。ちょっとしたきっかけでお話をするようになって、それで今日ご招待させていただいたんです」

「そう」

　和なごやかそうな人で、顔立ちは夏海ちゃんの活発そうな感じと柊木ちゃんのふんわりした感じを足して二で割ったような雰囲気だった。

　うん。姉妹しまい二人にひーママの面影がある。

　四〇代半ばくらいで、髪の先から足の指先まで上品で覆おおわれていた。

　和服を着ているひーママは、俺たちのむかいに座った。座るように促うながされて、俺は腰を落ち着けた。

「学院のご友人ではないでしょう？」

「はい。学外の友人です」

「ボーイフレンド？」

　いたずらっぽく訊くと、ぶんぶん、と夏海ちゃんが首を振った。

「ち、違います！　真田さんは、ちょっとしたご縁があり、お食事をしたりお茶をしたりするような仲になったんです」

「あら。そうなの？」

　話を振られたので、俺はしっかりとうなずいた。

「はい。夏海さんとは何度か外で会う機会がありましたので、それで」

　こくこく、と夏海ちゃんが頰ほおを染めながら俺の発言の援護をしてくれる。

「何か、夏海が粗相をしていませんか？」

「お母様っ」

「いえいえ。そんなことありません。すごくしっかりされていらっしゃいます」

　こんな感じで、夏海ちゃんの外での様子をひーママは訊きたがった。

　なんだ。お金持ちってところを抜けば、夏海ちゃんが言ったように普通のお母さんだった。

　ちょっとだけ拍子抜け。

　これなら、柊木ちゃんだってあっさり仲直りできるんじゃないだろうか。

「夏海がしっかり者だなんて、意外ね」

「お姉様がぼんやりしてたから、自然とこうなってしまったんでしょう」

　穏やかだったのに、柊木ちゃんの名前を出すと瞳ひとみがスッと冷えた気がした。

　夏海ちゃんが俺に目線を寄越す。たぶん、切り出すってことなんだろう。

「お母様は、真田さんを……わたくしのボーイフレンドと勘違いされましたけれど、真田さんには、すでに恋人がいらっしゃいます」

「あらあら。夏海、残念だったわねぇ」

「だ、だから、わたくしは、別にそういうつもりでお付き合いをしているわけでは……ああ、ここでいうお付き合いというのは、友人関係のことであって……あの……」

　テンパりはじめた夏海ちゃんを見て、ひーママがくすっと笑った。

　柊木ちゃんに恋人がいると知っていても、俺の名前まで覚えていないらしい。

　夏海ちゃんのパスを受けて、俺も本題を切り出すことにした。

「付き合っている女性というのが……夏海さんの姉である春香さんなんです」

「あら、そう。あなたが……」

　意外そうに声を上げるだけで、ひーパパのときのように激烈な反対はなかった。

　目を見ると、夏海ちゃんのボーイフレンドの話題では楽しそうだったのに興味がまったくなさそうだった。

「……年の差が少々ありますが、真剣に付き合っていまして、ゆっ、ゆくゆくは結婚も考えています」

「ええええええええ!?　噓ぉおおおおおおおお!?」

　夏海ちゃんがその場でひっくり返った。

「も、もう、そんな関係に──」

「夏海。大声を出さない。はしたないです。言葉遣いも」

　はい、と夏海ちゃんはソファに座り直した。

　俺が恐る恐るひーママをうかがうと、何度か小さくうなずいた。

「真田さんのお覚悟、確かにお聞きいたしました。貰もらってやってください」

　え。

　ええええええええええええええええ!?

　オッケーもらったぁあああああああ!?
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「ええええええええええええ!?　オッケーしてるううううううう!?」

　夏海なつみちゃんも驚きの結果だったらしく、またソファの上でひっくり返った。

「夏海。何度言えばわかるんですか。はしたなく大声を出さない」

「あ、はい……け、けどお母様、いいのですか……？」

「あなたのご友人なのでしょう？　あなたが疑うというのもおかしな話でしょうに」

「そう、なんですけど……」

　二、三回前のタイムリープ解除時は、夏海ちゃんがひーパパを説得し同棲どうせいすることができた、という未来だった。

　そのとき、ひーママは反対で、その理由は仮にも教師と生徒が付き合っていたという事実を世間体の都合で認めなかったからだって話だ。もしくは自分の選んだ相手じゃないから、という理由。

　あれからまた戻って過去を変えてきている。

　だから、ひーママの考えが変わるのは別におかしいわけじゃない。

「よかったね」

　小声で夏海ちゃんが言ってくれた。

　よかったのはよかったけど……。何か違和感を覚える。

　こんなに大声を出すなとか、はしたない、とか口にしているひーママが、教師である柊木ちゃんと生徒である俺おれの交際を許すばかりか、貰もらってくれって……。

　大切な娘を会って四、五分の俺に任せるって、おかしくないか？

「あの、本当にいいんですか？」

「真田さんが、不要というのであれば受け取る必要はないんですよ？」

「そんなわけないじゃないですか。これから、その……ずっと一緒にいてほしい……素敵な女性です」

　本人がいなくてよかった。

　今の俺の照れ具合を一か月くらいネタにしそうだ。

「わぁあ……超愛してるじゃん……っ」

　夏海ちゃんも俺のセリフに照れまくってた。

　改めて言うなよ、恥ずかしいから。

「愛されるというのは、女のひとつのステータスです。春香はるかはいい人と出会いましたね」

　ひーママのこの笑顔を俺は知っている。

　柊木ちゃんの愛想笑あいそわらい、作り笑顔にそっくりだった。

　腹の中はわからないけど、本題だ。

「春香さんとケンカしていると聞いたんですが……仲直りはされないのですか？」

「する必要はありませんよ」

　ぴしゃり、とシャットアウト。これ以上話はしたくないって言っているように聞こえた。

　たぶんここだ。俺の違和感の元。

「親の言うことを聞けないような娘に育てた覚えはありませんから。どこへなりとも行けばいいのです」

「……そんな言い方しなくても──」

　俺だから交際をオーケーしたってわけじゃない。

　別に誰だれでもよかったんだ。

　要はこの人、柊木ちゃんに関心がないんだ。

「空あき巣す君……深入り禁物……」

　夏海ちゃんが服を引っ張って小声で注意してくれるけど、ひーママは柊木ちゃんの気持ちをひとつも知らない。

「大学を卒業し、ＨＲＧ社に入り社会を学んで良縁を結ぶ──本当は今頃子供の一人でもいなければおかしいのです」

「おかしくないです。春香さんがやっていることは、一般的なことです」

「柊木は一般的な家ではありませんので」

　くそ。

　お上品に言いやがって。

「三条さんじょう家とも良縁を結べそうだったのに、仕事はやめない、ＨＲＧ社でも仕事はしない、決められた相手と結婚はしない──それでは、通らないんです。大人になって収まるかと思った我がままも、増長するばかりで。言うことの聞けない娘は柊木には要りません」

　要りませんって、俺の柊木ちゃんを物扱いすんな。

　キレそうだけど、俺が出しゃばっちゃ仲直りも何もない。

「春香さんは、自分がやってきたことに後悔はしてないと思います。けど、あなたたちの言うことに背そむいてしまったことに関して、少なからず罪悪感を覚えています。きちんと話し合いをしたかったんだと思います」

「春香がそう言っていたんですか？　この前戻ったときはそんな素振そぶりはありませんでしたが」

「いえ、直接は……言ってません」

　それ見ろとでも言いたげに、ひーママが顎あごを上げた。

「お見合いの話をすればいきなり帰ろうとするし、それでは先方にも失礼だから、『引き留める』しかないじゃないですか。話し合おうとする態度は、微塵みじんも感じられませんでしたが」

「じゃあ何でこの前戻って来たんだよ！　お母さんと今の関係はマズイからって思ってたからだろう!?」

　頭に血が上っているのがわかった。

　俺が思っている以上に声がデカくなっているのも。

　けど、止まらなかった。

「反抗して自分の道を進んだことに、ちょっとでも親に悪いと思っているから、今日もこの家に帰ってきたんだよ!!　機会があれば話し合う気でいるんだよ。あしらわれたり拒否きょひされたりすんのが怖えんだよ。でもあんたがそんな態度のままだから柊木ちゃんは勇気が出ねえんだろうが!!」

　立ち上がりそうな俺を、夏海ちゃんが服を引っ張ってなだめてくれる。

「あ、空あき巣す君……、落ち着いて。どうどう、深呼吸だよ、深呼吸。あ、紅茶おかわりは──」

「今いい。ごめん」

「だ、だよね……」

　ふー、ふー、と興奮気味に吐く息の音が聞こえる。

　いつの間にか俺はめちゃくちゃ怒っていたらしい。

　驚いたような表情でひーママは俺を見つめて、間を取るように、カップを傾けた。

「もう二四にもなりますし、他人が手を付けた女など、よそ様もほしがらないでしょう。柊木のための使い道は嫁に行くことしかありませんし」

「物扱いするな！　あんたが育てたあんたの娘だろう！　……お陰様で、結婚するまでは性交渉禁止ってことになってるんで……ま、まだ何もしてませんから……」

「最後のほう、すごい声ちっちゃい……」

　シリアスな場面なのに、夏海ちゃんが吹き出す寸前だった。

「あの、誤解しないでもらいたいんですけど、清廉な交際をさせていただいてますので……」

「声ちっちゃ。さっきとは別人なんだけど」

　う、うるさいな。

　ほうっておけば、ずっと冷戦状態で会話をする機会もないままあの未来へ進んでしまう。

　ひーママは、柊木ちゃんのことをなんにもわかってない。

　ようやく俺は落ち着きを取り戻した。

「お母さんはもしかすると春香さんへの関心が薄いのかもしれません。けど、春香さんはそうじゃない。理解した上で、面とむかって会話をしてあげてください」

　わかってくれたのか、ひーママが穏やかな笑みを浮かべた。

「お手付きでないということなら、あなたをどうにかすれば、春香は言うことを聞いてくれるかもしれませんね」

　そうかもしれないけど、笑顔でなんつーこと言うんだよ。

　ぞっとしていると、夏海ちゃんがテーブルをバァン！　と叩たたいた。

「──そんなことをしたら、ウチが絶対に許さない。ママと仲が悪くてもいい。仲直りなんて別にしなくってもいい。春ちゃんが幸せなら、ウチはそれでいいと思ってる。けど、それを邪魔するんなら、ウチは誰であっても許さない」

「冗談じょうだんですよ。言葉遣い、あと目つき。やめなさい」

「はい」

　ひーママが俺に視線をくれると、口元がゆるんだ。

「夏海をずいぶんと上手うまく取り込みましたね」

「春香さんが幸せだってことでしょう？　それに、取り込むも何も、友達なんで」

「お気を悪くしたのならごめんなさい。人望がおありなのですねという褒め言葉です」

　にしては棘とげが多い言葉だったけどな。

「春香とのこと、真田さなださんが本気というのであれば、もちろん反対などいたしません。これは、さっきとは違うきちんと考えた上での判断です」

「それは、どうも、ありがとうございます」

　俺が頭を下げると、人差し指を立てられた。

「ひとつ、条件があります。先ほどの物怖じしない強弁、容姿、礼儀作法、人望──あなたが気に入りました。……いずれ必ず、柊木家に婿むこにくること。もしくは養子。それが、春香との交際と結婚の条件です」

「わ。すごい無茶ぶり……」

　目を丸くした夏海ちゃんが、ひーママと俺を交互に見る。

「あ。そんなことでいいんなら、大丈夫ですよ」

「早っ、軽っ」

　別に、うちに嫁にきたところで、真田家に何かあるってわけでもないし。

　ま、ちょっとマスオさんになって肩身は狭くなるかもしれないけど、それだけで柊木ちゃんとの交際、結婚が認められるんなら、安いもんだ。

「別に、相手は夏海でもいいのですよ？」

「お母様っ」

　顔を赤くした夏海ちゃんが、またテーブルを叩いて抗議の音を上げた。さっきよりはずいぶんと弱い物音だった。

　こうして、怪我けがの功名とも言うべきか、俺はひーママに気に入られた。
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　俺おれが再度柊木ひいらぎちゃんと話をするようにお願いをすると、あっさりうなずいてくれた。

「未来の婿むこ殿の頼みであるなら、断れませんね」

　と、冗談じょうだんっぽく笑って応接室を出ていった。

　こういう、皮肉めいたことを言ってからかうのは、夏海なつみちゃんに引き継がれているようだ。

　柊木ちゃんが未来で、結婚を了承なしに進めようとした原因は、ひーママとのケンカにあった。

　そのひーママが俺を気に入るのであれば、障害にはなり得ないので、仲直りは要らないのかもしれないけど、それでもやっぱり、素直に祝福したりされたりする関係に戻ってほしいと俺は思う。

　夏海ちゃんがぐだっとソファの背に深くもたれた。

「ぶはー。どうなるかと思ったけど、よかったよ」

　ポケットから携帯を出して、ボタンを押した。

『あー。ひやひやしたぁ……』

　携帯から柊木ちゃんの声がスピーカーを通して聞こえた。

「え。ナニコレ」

『夏海から電話がかかってきて変だなぁって思って出たら……』

「最初のほうから、ずっと春ちゃんは聞いてたんだよ。ここでのやりとり」

　にしし、と笑って携帯を振った。

　通話時間は、もう二〇分を越していた。

『誠治せいじ君？』

「うん。何？」

『ありがとう。……あ。呼びにきたから話はあとでね！』

　これから、ぎこちない母と娘の仲直りがはじまるらしい。

　通話が終わり、夏海ちゃんが携帯をポケットに戻す。

「柊木の家は、昔かららしいんだけど、男の子が生まれにくい家系みたいで、パパも婿にきたんだよ？」

「あぁ……それでお父さんなしであんなことを決めちゃったのか」

　婿にくるんなら結婚オッケー。

　父親なしでする話でもないだろうけど、家庭内の権力は母親が断トツで上なら理解できる。

「うちはいわゆる女系の一族で、おばあちゃんのときもおじいちゃんをお婿さんにもらって、家を永ながらえさせてきたんだ。言うことを聞かない春ちゃんは、半ば見捨てられていた状態だったから、ウチがお見合いさせられて婿を取ってただろうね」

「金持ちは金持ちで大変だなぁ……」

　そんな他人事みたいな感慨を口にした。

「だから……何が言いたいかわかる？」

「何？　春香はるかさんの尻しりに敷かれるかもってこと？」

「ううん、違う違う。……空あき巣す君は、ウチの自由も守ったくれたんだよ。好きな人に好きって言える自由と、結ばれる自由」

「そんな大げさな」

「前に言ったでしょー？　恋ってのは、女子にとっては命を懸けるに値することなんだから。大げさ上等ってね」

　ししし、と笑う。

「こういうとき、感謝はどうしたら伝わるんだろう……」

「いいよ、別に。俺は春香さんとお母さんを仲直りさせたかっただけだし」

「春ちゃんが、空き巣君にベッタリで溺愛できあいする理由がよぉーくわかったよ」

　ちらっと俺を見ては、夏海ちゃんは子供みたいに足をぶらぶらさせた。

「大丈夫かな、春香さん」

「様子、見にいく？」

　ふたつ返事で、俺たちは応接室を出ていく。

　夏海ちゃんがおそらくひーママの部屋だろうと予想して、部屋へむかうと何人もの使用人がこっそり聞き耳を立てていた。

「仕事しないと怒られますよー？」

　しー、と四、五人の使用人たちが人差し指を立てる。

「春香お嬢様と奥様は、ろくに話をしない仲でしたのに、急にどうして……」

　不思議がる使用人たちに場所を空けてもらい、俺と夏海ちゃんも盗み聞きすることにした。

『あなたの恋人……真田さなだ誠治さん……ずいぶんと魅力的な方ね。先ほどお話させていただいたけれど』

『そうでしょ。あたしの、自慢の彼氏』

『言葉遣い……は、もういいわね、あなたには』

　うりうり、と夏海ちゃんに肘でつつかれる。

「褒められてるじゃん」

「からかうなよ」

　俺を茶化ちゃかしたい夏海ちゃんを諫いさめて、扉のむこうの会話に耳を傾ける。

『お母さん……色々と逆らったことに関しては、ごめんなさい……ずっと言えなくて……でも、今あたしがやってきたことは後悔してないし……変えるつもりもないから……』

『今思えば、私のやってきたことを、春香に押しつけていただけかもしれない。柊木家のためだとか口で言っておきながら、私は……あなたが自由になろうとしていることが、心のどこかで、妬ねたましかったのかもしれない』

　ぐすぐす、と鼻をすする音がする。

　どちらかはわからないけど、たぶん柊木ちゃんだろうなと俺は思った。

『ほら、そうやってすぐに泣かないの。あなたは昔から……よく泣く子で……』

　ひーママの声もどこか震えていて、しばらく無言が続いた。

『また今度、お茶でもしましょう。仕事の話や、誠治さんの話、聞かせてね』

『うん……』

『時間があったら、またいらっしゃい』

　どんどん丸みを帯びていくひーママの声に、夏海ちゃんと使用人たちは号泣していた。

「春ちゃん、よかったよぅ……」

「泣きすぎだろ」

「うるさい……」

　足音が聞こえてきたので、俺たちは一斉に退散。

　涙をごしごしと拭きながら柊木ちゃんが歩き去っていく。俺はその背を追いかけた。

「春香さん」

「……誠治君……っ」

　白昼堂々、廊下で俺は柊木ちゃんを抱きしめる。

「誠治君のおかげで、ちゃんとできたよ、仲直り」

「ううん。春香さんが勇気を出したからだよ。今日もそうだし、前の帰省も。でないと、仲直りする気があったのかどうか、さすがに俺もわからなかったし」

「普通は、あたしのそんな気持ちわからないよ」

「なんとなく、そうなんじゃないかって思って」

　また、胸の中で柊木ちゃんは涙を流した。

「ありがとう。ありがとう……」

　うるうるの瞳ひとみで上目遣うわめづかいするのはやめてほしい。

　すぐに目をつむって、キスをせがんでくる。

「あのー。お熱いところ申し訳ないけど、みんな見てるんですけどー？」

　夏海ちゃんの声に俺たちはばっと離れる。

　すぐそばの柱の陰から数人のメイドたちが興味津々といった様子で俺たちに熱い視線を注そそいでいるところだった。

「こほん……帰ろう、あたしの家に」
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「そ、そうしようかな」

「これだからバカップルリア充じゅうは……」

　やれやれ、と夏海ちゃんが首を振って笑った。

　玄関を出てすぐに、吉永よしなが運転手の車がやってくる。

　運転席から降りると、俺に頭を下げた。

「真田様。先ほどの無礼をお詫わびいたします。聞きき及およびましたところによると、奥様に認められたそうですね。おめでとうございます。この吉永、感服の極きわみです」

「いや、そんなかしこまらなくても、大丈夫ですよ……？」

「以後、なんなりとお申し付けください」

　それはどうも、となんか逆に気を遣ってしまいそうだ。

　車に乗り込むと、ひーママが見送りに出てきてくれた。

「春香と誠治さん？」

「何、お母さん」

　改めてなんだろうと首をひねっていると、今さらなことを言われた。

「先生と生徒なんですから、節度を持った行動をするんですよ。柊木の家から犯罪者は出したくないですから」

「そ、そんな変なことしないからっ」

　俺もフォローを入れておく。

「大丈夫ですよ。俺は自制が利きくタチなんで」

「あたしが利かないみたいじゃん」

「やー、春ちゃんはどう考えてもまっしぐら派でしょ」

「夏海まで……」

　柊木ちゃんが唇を尖とがらせると、ひーママがくすっと笑った。

「誠治さんがついていれば、安心だと思うけど、油断は禁物。……絶対に、バレないように」

　俺と柊木ちゃんは顔を見合わせて同時にうなずいた。

「「はい」」

　別れの挨拶あいさつを済ませると、車は静かに進みはじめた。
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　いつものように、春ちゃんの家に泊まりにいく。

　バカップルがママに認められてから、はじめてのお泊りだった。

「また金曜日の夜に来て……」

　んもう、と春ちゃんは玄関でちょっと迷惑そうにする。

「来ちゃダメなのー？　あ、わかった。空あき巣す君が来るかもしれないから？　ウチがいると邪魔になっちゃう？」

「そんなこと、ないけど」

　と言って、春ちゃんはウチから目をそらす。

　わかりやすー。

　じゃあいいじゃん、と言って強引ごういんに家へ上げてもらった。

　制服のままソファでごろん、となる。

「もう、制服シワになるよー？　パンツ見えてるし」

「いいよ、別に。減るもんじゃないし」

　部屋着部屋着、と春ちゃんは寝室に行ってウチ用に置いている部屋着を持って来てくれる。

「いいなぁ、制服。あたしのときよりも可愛かわいくなってる」

「そうかな？」

　出してくれた部屋着に着替える。柔軟剤のいい香りがした。

「春ちゃん、嬉うれしかった？　『ずっと一緒にいてほしい素敵な女性です』って空き巣君にあそこまで言われて」

「え？　ああ、あのときの……うん……嬉しかった」

　あぁ……本気の照れ顔だ。幸せそう。

　不思議だった。

　そもそも実家に帰ろうとすることすら、もう二度とないと思っていたのに。

　それくらいに春ちゃんとママの仲は険悪だった。いや、険悪っていう関係ですらなくて、赤の他人みたいに、関係性がゼロになっていた。

　それが、夏休み、いきなり帰省してきた。今回、空き巣君がママへ挨拶あいさつするときも、ついてこなくたってよかったんだ。

　それでも、ママともう一度繫つながりを持とうとした。勇気を出した。

「愛の力ってカンジなのかなぁ」

「うん？」

「空き巣君とのことを本気で考えているから、春ちゃんは、ママとのことを頑張ろうと思った。……違う？」

　結婚するってなれば、さすがにひと言挨拶するだろうし。

「逃げないんだよ、誠治せいじ君。お父さんが相手でも、正面切ってあたしたちの関係を告白するし、だからね、あたしも逃げちゃダメなんだって思った。実際、お母さんに会ったときも、真正面から啖呵たんかきるしね」

　やっぱりそれが一番納得がいく。

　春ちゃんは相当の彼氏バカだから、空き巣君のためになるなら、頑張れちゃうんだ。

「愛の力だ」

「えへへ、でしょぉー」

　どやっ、と春ちゃんは胸を張った。

「夏海も早く彼氏見つけなよー？」

「女子校だから無理無理」

　異性といえば、パパか学校の先生くらいだ。

　でも……。

「バイト先にちょっとあるかな、ＨＲＧで一緒に働いている人」

「え、誰だれ？　き、気になる人でもいるのっ？」

　す、すっごい食いついてきたぁぁ！

「ええっと……気になるというか、そういうの、ウチもあんまりわかんないけど……彼女いるから、その人」

「そっか、それは残念だね」

「でも、デートの話とかを聞いてると、すごく楽しそうだから、いいなぁ、彼女になったら楽しんだろうなぁって思っちゃって」

「夏海なつみに、恋の予感っ」

　うきうき、わくわくと春ちゃんは目を輝かせている。

「空き巣君のことなんだけどね」

「ダメぇえええええええええええええええええええ！」

　春ちゃんは、真顔で腕を交差してバツマークを作っている。

「ウチが言いたいのは、ラブラブで超愛されてても、気を抜くなってことだよ。結婚するにしても、空き巣君は今年の誕生日でようやく一七歳なわけだし。ゴールは遠いよ？」

「た、確かに……」

　彼氏を作れと言われても、真っ先に思い浮かぶ人は彼しかウチの中にはいないので、どうにも困る。

「ま、大丈夫だと思うけどね」


「も～～～～！　どっちっ！」



　ぽかぽか、と叩たたいてくる春ちゃんが可愛くて思わず笑ってしまう。

「ていうか、夏海はいつまで誠治君のことを空き巣君って呼ぶの？」

「んー。慣れっちゃったし、こっちでいいよ。今さらだし」

　名前を呼ぶと、距離が近づいてしまう気がする。

　だからこれでいいのだ。

　そう？　と春ちゃんは首をかしげた。

　ウチは、空き巣君のことが好きな春ちゃんを応援したい。

　春ちゃんのことが好きな空き巣君を応援したい。

　だからこれでいいのだ。










あとがき







　この作品もシリーズ三作目となり、主人公の誠治せいじとその彼女である柊木ひいらぎちゃんの関係もずいぶん進展しました。これでかなり進んでます。

　少しずつですが、これから二人の関係はさらに深まっていくことになります。

　今後もご期待ください。

　あと、帯にも書いてありますが、コミカライズ（漫画化）が決定いたしました。

　それもこれも、皆みなさんの応援のお陰かげです。

　ありがとうございます。

　漫画版の柊木ちゃんも可愛かわいいので、是非ぜひこちらも応援いただけると嬉うれしいです！




　恒例こうれいの謝辞しゃじにうつります。

　１巻に続き担当してくださった編集様、いつもいつもスムーズでストレスフリーな製作進行で大変助かります。今後もよろしくお願いします。

　イラストを描いてくださったやすゆき先生、今回も可愛い柊木ちゃんを描いていただきありがとうございます。もう文章なしで柊木ちゃんイラスト集でいいんじゃないかと本気で思ったりしています。これからもよろしくお願いします。




　そのほか、デザイン装丁担当者様、営業様、校正様、現場の書店員様、本作品の製作販売に携たずさわってくださった皆様、ありがとうございました。




　最後に、今巻を買ってくださった皆様、いつもありがとうございます。こいつ毎回似たようなこと言ってんな？　とか言わないでください。

　コミカライズも始まりますので、今後も是非本作にご注目ください！





ケンノジ









著者

ケンノジ

　最近、トンカツを食べるときに自分の中で流行っている食べ方は、からし＋醤油の和風テイスト。




イラスト

やすゆき

　最近食洗器買いました。意外とデカかったですが、使ってみると結構便利でした！








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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ＧＡ文庫編集部 気付




「ケンノジ先生」係

「やすゆき先生」係




https://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

高２にタイムリープした俺が、当時好きだった先生に告った結果３
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